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理工学研究科の概要 

 

 理工学研究科は、理工学部の６学科（生命科学科、住環境デザイン学科、建築学科、機械工学

科、電気電子工学科、都市環境工学科）を母体とし、これに先端科学技術および学際的な分野を

加えて、修士課程として生命科学専攻、博士前期課程として社会開発工学専攻および生産開発工

学専攻、博士後期課程として創生工学専攻を設けている。 

 修士課程および博士前期課程のカリキュラムは、専門分野の知識・能力をより深めるための各

専攻固有の授業科目およびゼミナール、理工学特別研究の他、基礎学力の充実のため、生命科学

専攻では分子生物学と細胞生物学の科目を、社会開発工学専攻と生産開発工学専攻には数学と物

理学の科目を配置している。また、広い分野について学べるよう、所属する専攻以外の授業科目

を修得することもできるようになっている。 

 博士後期課程のカリキュラムは、工業製品から都市・建築に関わる構造物までのより広範な内

容を対象とし、高度な知的専門職業人を養成するために必要なディスカッションやプレゼンテー

ションを中心とした演習形式の授業科目と研究・開発を中心とした特別研究からなりたっている。 

◎生命科学専攻（修士課程） 

 新たな感染症の発生、高齢化社会における認知症や生活習慣病の増加、さらに、人口増加によ

る食糧、エネルギー、環境汚染など、ヒトを含めた生命環境の問題の解決には、複雑な生命の機

構をまず解明し、その結果に基づく解決の努力が求められる。生命科学専攻では生命に関する真

理の追究と、医療・環境・食糧への応用など、多様化する生命科学分野について研究を行う。 

◎社会開発工学専攻（博士前期課程） 

 都市環境工学、建築学および住環境デザインを基礎とし、環境保全を含む社会開発という立場

から研究を行う。すなわち、建築と土木を含んだ地域開発、これによる環境への影響の評価と制

御、その基礎となる環境工学、構造力学、および地盤工学等の社会開発に関わる技術を総合的に

研究する。 

◎生産開発工学専攻（博士前期課程） 

 モノづくり分野の多様化、複合化およびグローバル化に対応できるように、機械工学や電気電

子工学を基盤として、材料・物性、エネルギー、システム・情報、加工生産等の広範囲の生産開

発に関わる複合的・横断的領域について研究を行う。 

◎創生工学専攻（博士後期課程） 

 「創生」すなわち技術革新による価値ある新しいモノづくりに関して、より安全・安心で快適

な新しい共生都市空間の創生を目指した「都市・建築創生領域」と電気・機械分野における安全

で付加価値の高い新しいモノづくりを目指した「人工物創生領域」の２領域に分け、それらを総

合してより高度でより広範な研究を行う。 



授業（指導）計画は、以下の項目に沿って記載しています。

１．科  目  名  等 全授業（指導）科目名に英文名を併記した。

２．授業(指導）概要・目的

　 　

３. 到  達  目  標 授業（指導）の目的とする到達目標について、できるだけ具体的に記

載した。

４．指導方法と留意点
　 した。

５．授 業（指導） 計 画

６．事前・事後学習課題
　

７．評  価  基  準
　

８．教    材    等

授業（指導）内容が分かるように、原則として授業（指導）テーマ、内容

　

授業時間外における学習（予習・復習）内容が分かるように、できるだ

・方法等を記載した。

授業（指導）で使用する教材について記載した。

対象となる年次、開講学期、単位数、担当者の氏名を順に記載した。

　　　　　　　 授 業(指導）計 画 の 記 載 内 容 の 凡 例

授業（指導）全体の概要、各研究科の教育目的に基づいた位置付け

成績評価の方法について、できるだけ具体的に記載した。

　

を記載した。

け具体的に記載した。

授業の進め方や予習・復習の指示、課題やレポートの指示等を記載
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【 授業概要・目的 】

学部初年度に学習した微積分と線形代数を基礎知識をふまえて、積分により初等的に解ける場合の説明から始めて,
安定性を論じるもとになる定数係数線形連立系の解法に重点をおいて講義する。

【 授業計画 】

初等解法(2):1階線形方程式

現代の工学の諸分野では、物理学をはじめとする自然科学にその基礎を据えている。自然科学の扱う現象の多くは微
分方程式によって記述される。すでに工学部各専門学科で実際に応用される微分方程式の実例にふれていることを念
頭におき、この授業では微分方程式の解の漸近的性質に重点をおいて、記述する現象との関連性を説明する。
実際の例として、工学に現れるものに限らず、化学反応、生態系、非線形振動などさまざまな現象を記述する微分方
程式を採りあげて、力学系の視点からそれらを統一的に扱えることを理解できることを目指す。

解の漸近挙動 (2)

初等解法(1)：変数分離型

解の存在とそれ以外の解がないことを保証する条件の説明

解の挙動を理解するためには、解曲線の視覚による観察と理解が不可欠である。現在ではパソコンのフリーソフトで
高機能を備えた数学ツールが普及しており、解曲線のグラフの視覚化も身近に行なえる状況になっている。
微分方程式の解の定性的性質、とくに定常解や周期解の安定性を視覚的に理解することが講義の目的である。

【 事前・事後学習課題　】

各回の授業後、内容を整理し要点を押さえること。また計算問題は反復練習を繰り返すこと。

解の存在範囲と解が発散するような状況を示す例の説明

線形近似

解が特定の値に収束するような状況を示す例の説明

連立線型方程式(2)

解の漸近挙動 (3)

数値解法(2)

非線形連立系の定常解の安定性を線形近似で調べる

行列の固有値による指数関数の性質の分類

２次元連立線形方程式の解軌道

行列の指数関数の定義とその計算方法を説明

定常解の近傍での軌道を調べる

連立線型方程式(1)

【 到達目標 】

応用数学特論Ⅰ
Advanced Applied Mathematics Ⅰ

テーマ

微分方程式とは

配当年次

連立線型方程式(3)

科      目      名

【 指導方法と留意点 】

数値解法(1)

開講期

1･2 半期

単位数 担      当      者

ﾄﾓｴﾀﾞ ｷｮｳｺ
友枝　恭子2

初等解法、定数係数連立系の指数関数による解法で６０％の達成、数式処理ソフトや表計算ソフトなどで視覚化でき
て９５％の達成度とする。

授業進行具合により適宜指摘する。

定常解や閉軌道が極限集合として現れる例の説明

【 評価基準 】

解の漸近挙動 (4)

【 教  材  等 】 【 備　考 】

連立系を数値的に近似解を構成し解軌道を視覚化する

内容・方法   等

運動方程式、曲線群などの微分方程式の導出例の説明

不定積分で解が求まる例の説明

不定積分で解が求まる例と指数関数の役割の説明

解の構成と一意性

解の漸近挙動 (1)

基本解の構成と解の表示方法について説明

行列の固有値による解の大域的軌道の分類

方程式にもとづいて近似解を構成、漸近挙動を調べる

1（友枝）
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【 事前・事後学習課題　】

毎回のプリントで宿題を課し、 次回の学習内容を提示する。

ガンマ関数・ベータ関数 相補公式

正則関数 実積分への応用(その２)

実積分への応用(その3)

広義積分の収束・種々の関数等式

正則関数

実積分への応用(その１)

演算・複素平面・複素数列の収束発散

収束の判定法・一様収束

指数法則・オイラーの公式・極形式

正則関数

コーシーの積分公式

線積分・グリーンの定理・コーシーの積分定理

正則関数

留数・極・ローラン展開

偏角の原理

複素解析の初歩とその２、３ の応用を講ずる。 複素解析は実数での微積分学を複素数の世界に拡張したものであ
る。 複素数の世界から実数の世界を眺めると統一的な視点が得られる。 例えば実数の世界では指数関数と三角関数
は全く別ものと見られるが、 複素数の世界では深い関係があることがわかる。 実数の世界の三角関数の複雑な加法
定理は、 複素数の指数関数の全く簡明な指数法則の実数の世界への影なのである（影はいつも複雑である)。解析関
数という複素数の世界でのきわめて整った王国を紹介する。

留数定理を用いた種々の実積分が計算でき、複素領域でのスターリングの公式の証明を理解することを目標とする。

内容は浅いが数学のかなり広い範囲をカバーするので
毎回の出席が望まれる。

出席状況と何回かのレポートで総合的に評価する。

毎回プリントを用意し、 それに基づいて講義する。

正則関数

正則関数

正則関数

開講期

1･2 半期

ガンマ関数・ベータ関数 ワトソンの補題・スターリングの公式

複素級数

複素数の指数関数・三角関数

定数係数２階線形微分方程式

正則関数

解法

【 教  材  等 】 【 備　考 】

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

コーシー・リーマンの関係式

テーマ

複素数

内容・方法   等

講義の中で必要に応じて基礎的な知識も説明していく。 従って解析学の復習という性格も講義に持たせるので、 予
備知識が怪しくても意欲を持ち、 毎回出席すればひととおりの理解は得られる。

【 授業計画 】

ガンマ関数・ベータ関数

単位数 担      当      者

ｼﾏﾀﾞ　ｼﾝｲﾁ
島田　伸一2

配当年次科      目      名

応用数学特論Ⅱ
Advanced Applied Mathematics Ⅱ

2(島田）
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各単元ごとに行う小テストの成績ならびに演習・レポートの内容により総合的に評価する。

連続型確率変数２

初学者にも抵抗なく理解できるように、統計的手法をわかりやすく具体例を通して説明するように留意する。

【 授業計画 】

データの整理

標本平均、標本分散、点推定、区間推定

標本平均、標本分散、点推定、区間推定統計的推定2

母集団分布、母平均、母分散、母標準偏差

【 評価基準 】

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

回帰分析

平均の検定

一次元を中心とした分散分析の基本

統計的仮説検定1

一様分布、指数分布、正規分布の基本的性質

確率とその基本的な性質２

【 事前・事後学習課題　】

教科書の該当箇所を予め通読のうえ、要点を整理しておくこと。また当該授業終了後、自らの考えをまとめておき、
レポート課題の作成に備えること。（合計45ｈ）。

科      目      名 単位数 担      当      者

ﾅｶﾂ　ﾄｼｵ
中津　了勇2

配当年次

数理統計学
Probability and Statistics

開講期

1･2

離散的確率変数２

離散的確率変数１

連続型確率変数１

内容・方法   等

事象と確率、条件付確率と事象の独立性

ベイズの定理、演習

ポアソン分布、演習

半期

教科書： 坂田，高田，百武 著 「基礎統計学」（朝倉
書店）
参考書： 服部哲弥 著 「統計と確率の基礎」（学術図
書出版社）

線形モデル、相関係数、最小二乗法など回帰分析の基本

統計的仮説検定2 分散の検定

分散分析

1. 確率論の基礎事項に慣れる。2. 統計学の推定・検定の考え方を理解し応用できる。3. 正規母集団に関する統計
的推測の手続きに習熟する。4. 実際にデータが得られたときに、 その統計的解析ができるようになる。

統計学は現在の理工学において非常に重要かつ強力な道具になっている。この講義では、数理統計の基本的な考え方
を紹介し、皆さんの将来に役立てることを目的とする。確率の基本的な諸概念から出発して、ランダムな現象を捉え
る確率分布モデルを学ぶ。その上でデータから母集団分布の特性について推論を行う統計的推測の基本的な考え方
と、統計的推定、検定を学ぶ。 更に、データの構造や特徴を把握し情報を有効に抽出・分析するための手法とし
て、分散分析、回帰分析の基本を学ぶ。

テーマ

【 教  材  等 】

演習 分散・回帰分析の演習

講義内容の説明

統計的推定1

正規分布とその関連分布の性質、演習

現象のモデル化

確率とその基本的な性質１

確率変数と確率分布、二項分布，ポアソン分布

【 備 考 】

3（中津）

- 3 -
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【 事前・事後学習課題　】

ラグランジ形式によるニュートン方程式の導出から出発し、まず力学系の保存量（エネルギー、運動量、角運動量な
ど）について学ぶ。次にこれを基にして如何なる条件下で運動方程式が解けるか議論するが, これはリュービルの定
理として知られているものの系である。この積分可能系に微小な摂動が入った場合、系の積分可能性（安定性）はい
かなる影響をうけるか、この勉強がこの講義の主目的である。これは Kolmogorov-Arnold-Moser 理論と呼ばれてい
るが、 難解な部分があるので計算機で可視化した解を検討しつつ議論をしたい。

(1)力学系の満たすニュートン方程式の導出と積分  (2)保存量と積分可能性の関係の理解  (3) KAM 理論の理解

角運動量が保存される系(中心力の場合)の性質と運動の積分

学部初年次に履修する微積分・線形代数の知識と計算技法、および力学の基本法則を確認しておく。学習した力学系
概念の定性的意味を理解し、具体的な質点系・剛体の運動方程式解析に適用できることを目指す。

【到達目標】

【 指導方法と留意点 】

剛体、 結晶格子の振動

2重振子やブランコの振動の解. 計算機による数値計算との比較

Hamilton 方程式を不変にする変換理論（正準変換理論）をまなび、
解きやすい形への変形を学ぶ

Lagrange 方程式と変分(1)

Lagrange 方程式と変分(2)

保存量と方程式(エネルギー）

保存量と方程式(角運動量)

【 授業概要・目的 】

内容・方法   等

Lagrangean と変分法、 運動方程式の導出

KAM 理論(2)

ニュートン方程式に於けるカオス発生機構(差分近似力学系の研究)

 KAM 理論の物理的意味と証明の概略

リュービルの定理(2)

正準変換による相空間体積不変性

Hamilton-Jacobi 方程式

カオスと乱流の起源

リュービルの定理と可積分性

【 評価基準 】

講義形式である。力学と微分方程式の基礎知識を有していることが望ましい。

【 授業計画 】

KAM 理論(1)

テーマ

リュービルの定理(1)

Hamilton 方程式の導出、 基本的性質の学習Hamilton 方程式

Lagrangean の構成と方程式の導出

エネルギー保存則と、 それから派生する緒定理

担      当      者

ﾃﾗﾓﾄ　ﾖｼｱｷ
寺本　惠昭2

配当年次科      目      名 開講期

1･2
力学特論

Advanced Dynamical Systems
半期

単位数

力学の演習問題のレポート、プログラム作成などから評価。

Landau Lifshitz  力学 (東京図書)、   Arnold-Avez、 古典
力学のエルゴード問題 (吉岡書店) など

正準変換理論(1)

正準変換理論(2)

保存量と積分可能性 無限個保存量、 ソリトン理論、 可積分系

【 教  材  等 】

リュービルの定理から KAM 理論へ、　KAM tori

【 備 考 】

4（寺本）

- 4 -



回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

【 授業概要・目的 】

変数分離法による3次元ラプラス方程式の解法

生成消滅演算子

量子力学の数学的基礎6

反射率及び透過率1

確率の保存則

トンネル効果・ガモフの透過因子

Schrödinger方程式及びその解法

確率解釈・期待値の計算

量子力学における基礎的な概念である確率解釈について理解するとともに、数学を駆使した定量的な理解を目標とす
る。特に、2階微分方程式であるSchrödinger方程式を解けるようになることを目指す。
また、英語の教科書を教材として自然科学における英語に習熟することも目標とする。

前期量子論2

テーマ

前期量子論1

内容・方法   等

黒体輻射

量子物理学
Quantum Physics

量子力学とは、原子などのような微視的な物質の振る舞いを記述する枠組みである。この講義では、量子力学の基礎
的な概念について習熟することを目指す。また、実際の微視的な物理現象を解き明かすうえで、量子力学がどのよう
に役に立つかについても理解することを目指す。

【 評価基準 】

量子力学の数学的基礎5

量子力学に限らず、自然科学とは数学を多用するものである。予備知識として学部レベルの微積分や線形代数及び、
微分方程式の知識を仮定する。

【 授業計画 】

3次元Schrödinger方程式2 水素原子の量子力学

3次元Schrödinger方程式1

調和振動子2

【 事前・事後学習課題　】

教科書の演習問題、及び関連するレポート課題

単位数 担      当      者

ｱｽﾞﾏ ﾀｹﾋﾛ
東　武大2

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

開講期配当年次

1･2

科      目      名

半期

調和振動子1 エルミート多項式

反射率及び透過率3

基礎原理

様々な系への応用

反射率及び透過率2

量子力学の数学的基礎1

量子力学の数学的基礎2

Bohrの原子理論

出席、及びレポート課題によって総合的に評価する。

Quantum Mechanics Demystified(2版)
(著者David McMahon、ISBN 9780071765633)

【 教  材  等 】 【 備 考 】

量子力学の数学的基礎3

座標と運動量の揺らぎの計算

波動関数の直交系による展開

不確定性原理

量子力学の数学的基礎4

5（東）
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

空間情報の利用（２）

空間情報の蓄積（３）

空間情報の歴史と処理・解析体系についての概説（２）

空間情報とは（１）

空間情報の計測（１）

リモートセンシングデータの特性と解析に関する解説（２）

空間情報の計測（２）

デジタルマップ（DM）の特性と解析に関する解説（３）

デジタルマップ（DM）の特性と解析に関する解説（１）

デジタルマップ（DM）の特性と解析に関する解説（２）

リモートセンシングデータの特性と解析に関する解説（３）

空間情報の計測（５）

計画策定時における意志決定支援情報の整理と空間情報の適用方法
に関する解説（１）

空間情報の計測（３）

空間情報の計測（４）

空間情報の利用（１）

　多岐にわたった空間情報の特性を理解し、それらの適用可能な空間スケールを把握することができる。また、空間
情報に関する解析アルゴリズムを理解し、意志決定支援情報として処理結果を利用する考え方を習得する。

【 到達目標 】

ｸﾏｶﾞｲ ｷｲﾁﾛｳ
 熊谷 樹一郎

空間情報の歴史と処理・解析体系についての概説（１）

【 授業計画 】

科      目      名

【 指導方法と留意点 】

テーマ

　講義中では、代表的な文献や著書を通読することによって解説を進める。さらに、受講者が講義内で提示された調
査課題に対してプレゼンテーションなどで結果を報告する形式をとる。

1･2 半期

　昨今では、レーザ計測技術やリモートセンシング、GNSSといった計測技術の高度化に伴ってこれまで取得の難し
かったさまざまな空間情報が容易に得られるようになるとともに、ハードウェアやソフトウェアなどのGISを基礎と
する情報利用環境も整備されてきた。したがって、これらの情報をまちづくりなどの計画策定時の意志決定に適用す
る解析技術を整備していくことが急務となっている。そこで、本論では、種々の空間情報を対象とした分析技術を俯
瞰した上で、都市計画・地域計画の策定に対する意志決定支援への空間情報の利用方法について学ぶことを目的とす
る。

【 授業概要・目的 】

空間情報学特論
Advanced Geoinformatics

　講義への出席状況、課題・レポートなどの提出状況などを勘案して総合的に決定する。

配布プリント

空間情報の計測（６）

空間情報の蓄積（１）

位置取得技術の特性と得られたデータの解析に関する解説（２）

位置取得技術の特性と得られたデータの解析に関する解説（３）

リモートセンシングデータの特性と解析に関する解説（１）

【 事前・事後学習課題　】

空間情報の蓄積（２）

【 評価基準 】

【 教  材  等 】 【 備 考 】

計画策定時における意志決定支援情報の整理と空間情報の適用方法
に関する解説（４）

講義中に指定する文献・著書の該当箇所をあらかじめ通読するとともに、要点をまとめておくこと。また、講義の中
で挙げられたデータ解析を実施し、その結果について考察しておくこと（合計30h）。

空間情報の利用（３）
計画策定時における意志決定支援情報の整理と空間情報の適用方法
に関する解説（３）

空間情報とは（２）

担      当      者

2

配当年次

空間情報の利用（４）

計画策定時における意志決定支援情報の整理と空間情報の適用方法
に関する解説（２）

開講期 単位数

位置取得技術の特性と得られたデータの解析に関する解説（１）

内容・方法   等

6（熊谷）
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題で評価する。

教科書・・プリントを配布する
参考書・・授業中に紹介する

ＧＩＳを用いた図形解析１

ＧＩＳを用いた図形解析２

線図形の特徴量の抽出と評価

点図形の分布に関する可視化と評価

公共施設形状の分析・評価・考察

ＧＩＳを用いた図形解析５

【 教  材  等 】

図形を正確に美しく表現する技術と図形を定量的に評価する技術を修得する。

条件分岐を用いた図形の描画

幾何学模様に関する説明

内容・方法   等

図形の幾何学的特徴に関する説明
基本的な図形のＣＧによる表現

色の表現

繰り返しを用いた図形の描画

授業内容、持ち物、評価基準など
本講義の概要・目的について、使用するソフトウェアに関する説明

【 授業計画 】

開講期

1･2 半期

ＧＩＳを用いた図形解析６

テーマ

procesingを用いた図形表現１

procesingを用いた図形表現５

procesingを用いた図形表現６

施設の分布パターンの分析・評価・考察

単位数 担      当      者

ｻｶｷ　ｱｲ
榊　愛2

procesingを用いた図形表現２

procesingを用いた図形表現３

ガイダンス、イントロダクション

配当年次科      目      名

形態幾何学特論
Advanced Graphical Geometry

【 授業概要・目的 】

面図形の特徴量の抽出と評価

【 評価基準 】

procesingを用いた図形表現７

講義と演習を組み合わせて授業を進める。不明点は質問してその都度解決すること。

道路ネットワーク形状の分析・評価・考察

ＧＩＳを用いた図形解析７

【 事前・事後学習課題　】

前回配布された教材を通読し、十分に復習しておくこと。
授業終了後、学習した内容に対する自分の理解を深め、中間課題、期末課題に備えること。（合計30ｈ）。

【 備 考 】

移動・拡大・縮小・回転を用いた図形の描画

図形の幾何学的特徴に関する理解を深め、図形を表現する力と形態を読み解く力を養うことを目的とする。
プログラミング言語を用いた幾何学図形を描画する課題を通して、論理的な思考力や、順序立てて問題を解決する能
力を育成する。さらに、図形の幾何学的特徴を定量的に評価する手法について説明し、空間構成要素の特徴を定量的
に分析し、評価し、考察を深める。
講義内容の理解を深めるために、演習を交えて進行する。

ＧＩＳを用いた図形解析３

幾何学模様の描画

procesingを用いた図形表現４

ＧＩＳを用いた図形解析４

施設位置情報に基づく点図形の作成

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

7（榊）
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

コミュニティ・デザインの展開3

コミュニティ・デザインの展開4

職能と理念

実践事例の見学

地方都市における試み

【 備 考 】

コミュニティ・デザインと空間デザイン

【 事前・事後学習課題　】

各回の指定教材を予め通読したうえで要点を整理し、質問を用意しておくこと。また当該授業終了後、要点を再度確
認しておくこと。（計30ｈ）

郊外NTにおける試み

コミュニティ・デザインの展開5

必要に応じて実践事例の見学を行う。

各回の授業における課題に関するレポートおよび発表内容を評価する。

必要な資料を配布する。
［参考文献］　まちづくりの方法と技術（現代企画室），コ
ミュニティデザインの時代（中公新書）

災害と建築・まちづくり

過疎地と建築・まちづくり

中心市街地の活性化

超高齢化社会と建築・まちづくり

【 教  材  等 】

【 到達目標 】

【 評価基準 】

公と民の協働

テーマに則し、事例や各時代の試みを調べ発表を行う。また、住民やこどもが参画する建築・まちづくりの実践事例
に触れ理解を深める。

仮設住宅における試み

団地における試み

【 授業計画 】

コミュニティ・デザインと空間デザイン

行政と住民の参加と協働

内容・方法   等

配当年次科      目      名

【 指導方法と留意点 】

ｵｵﾀﾆ　ﾕｷｺ
大谷　由紀子2

建築・都市計画、まちづくり、ランドスケープに携わる専門職業人として、人・社会・空間にまたがるデザインの課
題を知る。また、それらの問題を改善あるいは解決する手法として、コミュニティデザインという考え方を習得す
る。

コミュニティデザイン特論
Advanced Community Design

公共建築のデザインやまちづくりに住民参加が求められ、全国的にワークショップが広がっている。なぜ今、住民参
加が求められるのか。住民参加によるデザインは従来の建築・都市計画と何が違うのか。そもそもコミュニティとは
何か。コミュニティをデザインするとはどういうことか。建築・都市におけるデザインのあり方をコミュニティとい
う切り口から考える。

1970年代の試み

テーマ

開講期

1･2 半期

【 授業概要・目的 】

単位数

現代社会とコミュニティの問題

コミュニティの語源、概念

担      当      者

1960年代の試み

1980年代の試み

2000年以降の試み

超高齢化社会と建築・まちづくり

中山間地域の過疎の村の試み

コミュニティとは何か

コミュニティ・デザインの展開1

なぜ今、コミュニティから建築・都市を
考えるのか

コミュニティ・デザインの展開2

2000年以降の試み

8（大谷）
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

【 事前・事後学習課題　】

教科書「建築設計学Ⅰ（学芸出版社）｣　の通読を前提とし、教科書内に描かれている図のフリーハンドトレースの
箇所を指示する(合計30ｈ)。また期末レポートの作成は参考書「建築概論」も含め通読することを別途指示する（合
計30ｈ）

【 備 考 】

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

講義に関連する事項についてレポート及びフリーハンドによる描画課題を課す。

建築設計学Ⅰに基づきトレース（平面詳細図）

積算見積の仕組み

木造住宅の製図法Ⅰ

建築及び住環境形成にむけて必要とする設計、監理、工程管理、原価管理、品質管理等の基礎的知識を修得する。
また各構造種別（木造、ＲＣ造、鉄骨造、組積造など）における建築技術を実践的な側面に沿って学び、建築実務と
しての企画、計画、設計、施工、維持、管理の手法を修得する。
また建築士法に規定する実務経験の認定に係るインターンシップ関連科目として、建築の現地見学を交えつつ設計か
ら施工に至る建築技術、素材の特質、課題、問題点等についても解説する。

配当年次科      目      名

住環境計画特論
Advanced Residential Environment

Planninng

開講期

1･2 半期

単位数 担      当      者

ﾎﾝﾀﾞ　ﾄﾓﾂﾈ
本多　友常2

一部学外見学授業および住環境計画にかかわるシンポ
ジウム等への参加も実施する。

レポート・描画課題（80%）と授業時の質疑応答の内容およ授業時の発表（20%）によって評価する。

教科書　「建築設計学Ⅰ（学芸出版社）｣　ISBN978-4-7615-
3173-7　　　必要に応じ適宜プリントを配布する

ＲＣ構造についての知識Ⅰ

ＲＣ造についての現地見学

建築設計学Ⅰに基づきトレース（断面詳細図）木造住宅の製図法Ⅱ

【 教  材  等 】

社会背景と住環境の関係、建築設計と技術の関係を理解し、社会の変化に対応する今後の住環境の課題について考え
る素地を養う。その技術的な指標として、木造、ＲＣ造、鉄骨造の基本的な矩計のスケッチを、フリーハンドで描け
る知識を身につける。

木造についての知識Ⅰ

木造についての知識Ⅱ

木造建築事例紹介

鉄骨造についての現地見学

鉄骨造の国内外の実施例に基づき、物性・構法がデザインに及ぼす
関係を解説

高野口小学校、体育館紹介
木材の流通の問題、課題について解説

【 授業計画 】

ＲＣ造が設計コンセプトにかかわる物性・構法の特徴について、デ
ザインと素材の観点から解説

歴史観の重要性　空間デザインと公共性について解説

ＲＣ構造についての知識Ⅱ

建築設計学Ⅰ（本多著）に基づき木造住宅設計事例解説

ＲＣ造の国内外の実施例に基づき、物性・構法がデザインに及ぼす
関係を解説

まちづくりの理想と現実

設計内容、素材について解説

入札の仕組みと利益率の決定等についての事例解説

木造住宅と住環境

鉄骨造についての知識Ⅱ

設計内容、素材について解説

鉄骨造についての知識Ⅰ

一級建築士実務経験にかかわる解説

建築設計学Ⅰ（本多著）に基づき木造住宅設計事例解説

テーマ 内容・方法   等

最新年度統計、建設産業実績解説

物性・構法・デザインの関係を素材の観点から解説

鉄骨造が設計コンセプトにかかわる物性・構法の特徴について、デ
ザインと素材の観点から解説

9（本多）
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回数

1

2

3 居住空間としてのマンション

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

中間レポート及び期末レポートの作成（合計30ｈ）

内容・方法   等

居住空間マネジメント特論の授業概要と目的

マンションのメンテナンス

管理規約、総会、理事会、管理費

日常の保守点検、修繕積立金、長期修繕計画、大規模修繕

マンションの運営管理

居住空間のマネジメントとは

マンションの所有と管理

配当年次　科      目      名

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

開講期

1･2 半期

単位数 担      当      者

ﾋﾗﾀ　 ﾖｳｺ
平田　陽子

法制度、地方公共団体、管理専門家

適正な管理のための社会システムの構築

マンション管理を支える仕組み

単身者を中心としたシェア居住新しいシェア居住の可能性（１）

2

これからのマンション管理

マンションの再生 老朽化、復旧、建替え、リノベーション、コンバージョン

マンションの住戸プラン、多様な集合住宅

【 指導方法と留意点 】

配布プリントによる各テーマの講義を行う。理解を深めるために、学生それぞれによる発表とそれを元にした討論を
適宜行う。

居住空間マネジメント特論
Advanced Residential Management

居住空間の利用価値から使用価値への転換、安定した居住確保の必要性などから、居住空間のマネジメントは重要な
課題である。建物のライフコストを考慮した日常的な維持管理から大規模修繕やリノベーション、運営管理や生活管
理など、総合的に居住空間マネジメントを学ぶことの意義が高まっている。本講義では、区分所有型の集合住宅であ
るマンションと戸建て住宅地を対象にして、マネジメントの各課題について基礎知識を学ぶ。

集合住宅と戸建て住宅を対象に、より良い環境で居住していくために必要となるマネジメントの考え方について、建
築専門家として必要な知識を身につけ、様々な管理手法の技術的知識を身につける。

マンションのコミュニティ・デべロプメント 様々なコミュニティづくり、高齢者対応

マンションの定義と歴史、区分所有法、管理組合、管理システム

【 授業計画 】

テーマ

新しいシェア居住の可能性（２）

【 評価基準 】

コントロールの手法、建築協定と地区計画

戸建て住宅地の評価とデザイン（１）

諸外国の事例をもとにして考える（ラドバーン、レッチワ―ス）

評価の高い住宅地の特徴、コモンのデザイン、町並みの景観形成

コモンの住環境マネジメントシステム（１）

コモンの住環境マネジメントシステム（２）

コモン空間の作り方とコミュニティ形成

コレクティブハウジング(日本の事例、海外の事例）

戸建て住宅地の評価とデザイン（２）

必要に応じて、事例の報告や見学会を行う。

積極的な勉学意欲と、課題レポートの内容・成果、討論への参加状況により総合的に評価する。

適宜プリント資料を配布する。
参考文献：「ステップアップで学ぶマンション管理」彰国社

【 教  材  等 】 【 備 考 】

【 事前・事後学習課題　】

10（平田）
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

開講期

現代の住環境デザイン

・各回の指定教材を予め通読のうえ、要点を整理しておくこと。また当該授業終了後、自らの考えをまとめておき、
期末レポートの作成に備えること（合計30ｈ）。・期末レポートの作成（合計30ｈ）。

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

配当年次科      目      名 単位数 担      当      者

近年の日本におけるエコロジカルな住環境デザインの実践について

関連する展覧会や建築物の見学を行うことがある。

レポートの総合評価。

配布プリント

近代の住環境デザイン史　欧米1

近代の住環境デザイン史　欧米2

近代の住環境デザイン史　欧米3

【 教  材  等 】

【 評価基準 】

【 事前・事後学習課題　】

2

【 備 考 】

地球環境と居住環境の関係

スイス、北欧などの近代建築　建築設備に関連するデザイン

近世までの住環境デザイン史　中南米

まとめ 全講義のまとめと今後の展望

現代の世界におけるエコロジカルな住環境デザインの実践について

平安の住まいから江戸の町まで、自然と住居の関係について

近代の住環境デザイン史　日本

1･2 半期

近世までの住環境デザイン史　アジア

近年、地球環境を守るために人と自然の共生をいかに実践するかが、世界の政治・経済を左右する最重要課題となっ
た。それにともない、住環境デザインがエコロジーの課題にどのように対応すべきか、その思想と実践方法が問われ
ている。本講義では、古代から近代にいたる地球環境と居住環境の関係史をひも解き、未来の住環境デザインに参照
しうる思想と実践方法を探る。まず、近世以前、工業化社会が到来する前の住まいにおける工夫は、デザインとどの
ように結び付いていたのか考察する。次に、近代以後、工業化社会であればこそ可能となった自然と共生する優れた
住居デザインはどのように実践されたのかを考察し、今後の住環境デザインの可能性を探りたい。

住環境デザイン史を地球環境と居住環境の関係史と捉えることにつ
いて

内容・方法   等

住環境デザイン史特論の授業概要と目的について

近世までの住環境デザイン史　日本

住環境デザイン史特論
Advanced Residential Design History

1.近世までの自然と共生する建築の歴史的な流れを把握する。2.近代建築における衛生思想、自然と建築設備、空間
デザインの関係について考察する　3.以上を踏まえて、今後、求められる新たな住環境をデザインする方途を探る。

イスラム都市における天体・地球・建築の関係について

古代ローマからルネサンスまでの代表的な自然共生住居について

近世までの住環境デザイン史　中近東

ガイダンス

【 指導方法と留意点 】

配布プリント及びスライドなどによって、各テーマを解説。レポート課題によって、事前の予習を課すとともに目標
の修得を確認する。

中国、韓国などの代表的な自然共生住居について

近世までの住環境デザイン史　欧州

ｶﾜｶﾐ　ﾋﾅｺ
川上　比奈子

【 授業計画 】

テーマ

近年の住環境デザイン　日本

近年の住環境デザイン　欧米

古代インカ都市における天体・地球・建築の関係について

フランス、ドイツなどの近代建築　建築設備に関連するデザイン

日本近代建築にみる衛生思想と建築設備に関連するデザインについ
て

アメリカの近代建築　建築設備に関連するデザイン

近年の欧米におけるエコロジカルな住環境デザインの実践について

11（川上）
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

【 事前・事後学習課題　】

各回の授業終了後に関連する実例を収集し、それらに対する自らの考えをまとめてレポ-トを作成する。（合計30h）

環境行動論　その２

プロクセミクスとテリトリー

生態幾何学による環境デザイン

居住ならびに地域施設の環境移行
その２

居住ならびに地域施設の環境移行
その１

気候・風土・文化の象徴性と日常の風景、生活を支える資源と景色

設計者の考える人間－環境系モデル

開講期

【 教  材  等 】

建築・都市のデザインランゲージ
その３

人と環境の関係をデザインすること

歴史的環境の保全、サスティナブル・デベロップメント

綺麗な建築が心地よい場所になるとは限らない。立派な施設が使いでのある場所になるとは限らない。建築を計画す
ることは、単に物理的な構造体の形を決めることのみならず、様々な視点から人間と環境の関係をデザインことであ
る。本講では、人間-環境系としての建築ならびに都市空間の計画について、社会文化的･生態学的・場所論・環境認
知などの視点から、現代社会をフィールドとした総合的な理論および適用について講述する。

建築や都市が提供する場所の質や意味を、どのような社会的・物理的環境によって支えられているかを知り考えるこ
とで、人間的な建築や都市をみる目を鍛える。

【 備 考 】

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

必要に応じて事例についての報告や見学会を行う。

各回の授業における課題に関するレポートおよび発表内容を評価する。

必要な資料を配付する。

都市の場所と人の居方　その３

都市景観・風景の形成および計画
その１

都市景観・風景の形成および計画
その２

都市のパブリックスペース

生活のパラダイムシフトと個人空間

生活のパラダイムシフトと都市空間

建築・都市のデザインランゲージ
その２

単位数 担      当      者

ｷﾀ　ｱﾔｺ
木多　彩子2

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

配当年次科      目      名

1･2 半期
建築計画特論

Advanced Architectural Planning

都市の場所と人の居方　その２

建築・都市の計画理論　その１

建築・都市の計画理論　その２

内容・方法   等

市街地整備と空間構成、都市整備とアーバンデザイン

空間と型、連続と分節、集合の計画

建築空間と場所の認知、都市の認知とイメージ知覚と認知の理論

配布プリント及びビジュアル資料により、各テーマを解説。レポート課題によって事前の予習を課すとともに、製作
課題の提出により目標の修得を確認する。

【 授業計画 】

建築・都市のデザインランゲージ
その１

テーマ

都市の場所と人の居方　その１

人の居方、個人にとっての居場所

環境のわかりやすさ

環境行動論　その１ 知覚と認知の理論

建築における場所と行動

12（木多）
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

【 事前・事後学習課題　】

関連する図書、映像、運動などに関する情報を集め、授業で簡単に報告できる準備に取り組む。また、情報の整理方
法を検討する。

密集市街地の生活環境・事例研究（１） 生活環境特性の形成要因に関するフィールド調査の視点と分析項目

市街地におけるコモン、コミュニティ形成の社会的要因市街地のコミュニティ形成

密集市街地の生活環境・事例研究（２） 都市施設、宅地開発、緑地計画、農地計画

復興都市計画と生活環境の整備（２） 津波復興における都市計画と生活環境の整備

地区の都市建築史 地区の都市計画史、建築史の調査の視点

街並み、緑地空間、地域イベント、祝祭、地場産業、観光業生活環境の計画と地域資源（２）

【 備 考 】

【 評価基準 】

各回の授業課題および発表、実践的な成果物とプレゼンテーションを総合して評価する。

【 教  材  等 】

配布プリント

ニュータウンの形成 ニュータウンの形成史と生活環境における現代的課題

内容・方法   等

建築実務と建築史 設計実務における地域の建築史の視点と役割

郊外宅地開発とニュータウン 都市のスプロール化と宅地開発

ｶｼﾏ ｱｷﾋﾛ
加嶋　章博

科      目      名 開講期 単位数配当年次 担      当      者

都市建築史特論
Advanced Architectural and Urban History

1･2 半期 2

都市計画事業 都市計画施設と市街地開発事業

生活環境の計画と地域資源（１） 都市人口、鉄道利用、用途地域、都市計画施設

市街地開発事業と地域特性

生活環境の整備と都市計画遺産 生活環境が継承する都市計画遺産、地域のコモン、町の記憶の継承

復興都市計画と生活環境の整備（１）

土地区画整理事業と市街地再開発事業

戦災復興都市計画と市街地整備

【 授業概要・目的 】

建築実務と都市計画史 設計実務における地域の都市計画史の視点と役割

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

本講義の内容は、建築設計・まちづくり・都市環境整備を横断するものであり、地域の都市建築史ならびに地域資源
を踏まえた基本計画やまちづくりへの実践的応用を目指して、町並み保全や歴史的文脈等の地域特性に配慮した良好
な施設や住環境の提案能力を養うことが目的である。市街地の町歩きを通して、文化的・歴史的・社会的要因から地
区の空間特性を読み、具体的提案に活かすという建築実務に必要とされる知識を習得する。具体的な市街地の調査
（フィールドワーク）を行い、建築設計やまちづくりに資するための様々な条件を整理し、プレゼンテーションを行
う。計画・設計実務能力、地域特性に関する調査・整理能力のほか、資料の検索･分析能力、発表能力の向上を目標
とする。

地域の居住空間の特性を形成する様々な要因を理解するための知識を身に着けること。また、それらをこれからの建
築設計やまちづくりに応用する手法を体得すること。

出来るだけ町を歩き、代表的な課題に関する調査レポートを作成する。また授業で検討した都市の課題を整理し実際
の地域に対する提案を行う。

【 授業計画 】

テーマ

13（加嶋）
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

必要に応じて事例についての報告や見学会を実施す
る。

各回の演習における課題の発表および成果を評価する。

適宜、資料を配付する。

設計競技への実践的参加を通して、意匠設計に関する以下の作業フローについて理解を深める。また、建築見
学、建築家等の外部講師から意匠設計の実践についてお話を伺うなどして、キャリア理解も深める。学部生と協
働して、プロジェクトを牽引する能力を高めることも目的とする。

○プロジェクトの背景と条件把握
　敷地にかかる行政上の規制、施主の要望、地域特性の把握、設計条件の整理
○プロジェクト企画の提案
　スタディ模型等によるプロセスの検討及び視覚化作業
○エスキースによるスパイラルアップ
○基本図面の提案
　基本設計図の作成
○部分詳細設計図作成によるプレゼンテーション技法のブラッシュアップ
○課題講評
　課題の成果物の発表および講評

【 教  材  等 】 【 備 考 】

【 事前・事後学習課題　】

建築雑誌、文献、論文などさまざま資料に目をとおし、アイデアを練り、表現方法を勉強しておくこと。演習後は制
作物や工程をチェックし、軌道修正や不足があれば補うこと。
設計競技テーマにかかわる社会背景、想定敷地周辺の環境カルテ作成準備（合計30h）、模型を中心とした制作によ
る検討とプレゼンテーション（合計30h）

実践的なプロジェクトや設計競技等を通して、行政、施主・発注者、地域などとの調整に基づく設計条件の整理を包
含したコンテクストの読み取り、企画・コンセプトの立案、具体的設計案の創出、実測図面等を含む設計図書の作
成、ブリーフィング技術を理解し、訓練する。
インターンシップを行う上で、意匠設計に必要な考え方、技術者倫理等の知識を身に付ける。

意匠設計演習を通じて企画から基本設計、実施設計にいたるプロセスを理解し、高度な設計能力を育成することを目
標とする。

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

単位数 担      当      者

ﾎﾝﾀﾞ　ﾄﾓﾂﾈ  ・ ｵｵﾀﾆ　ﾕｷｺ
本多　友常  ・ 大谷　由紀子2

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

テーマ 内容・方法   等

プロジェクト企画に関する行政上の規制、地域特性の理解、スタディ模型等によるプロセスの検討及び視覚化作業、
基本設計図・実施設計図の作成、確認申請図書など、総合的計画技術を実際のプロジェクトを通じて習得する。進行
に応じて、実際の設計現場の見学等も体験する。

【 授業計画 】

配当年次科      目      名

意匠設計演習
Practicum in Architectural and Urban

Design

開講期

1･2 半期

14（本多・大谷）
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

【 事前・事後学習課題　】

各回のテーマについて，発展的に自ら課題を設定し，関連文献を参照して，レポートを提出すること（合計60時間以
上）

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

上水道システム（２）

授業はパワーポイントと板書により行う。水環境に関する図表等のプリントを配布するので必ず持参すること。適宜
レポートの提出を課す。事前・事後学習により、学習効果を高めること。

【 授業計画 】

都市雨水の浸水・汚濁制御

テーマ

水環境の現状

水質汚濁現象（１）

水質汚濁現象（２）

単位数 担      当      者

ﾔｷﾞ　ｼｭﾝｻｸ
八木　俊策2

配当年次科      目      名

水環境工学特論
Advanced Water and Environmental

Engineering

開講期

1･2 半期

本授業を履修することにより、水環境の現状と課題、溶存酸素・富栄養化・病原微生物汚染などの水質汚濁現象、降
雨流出現象とそのモデル化、上下水道システムなどに関する理解を深め、さらに高度水処理技術や水環境保全行政に
ついて学ぶことができる。また都市雨水汚濁流出や高度下水処理の計測制御技術に関する研究論文を教材として、具
体的な事例について詳しく学ぶことができる。

次の項目に関する理解を深めること。１．水環境の現状、２．溶存酸素・富栄養化・微生物汚染、３．水循環・水文
統計・流出モデル、４．水需要予測・水道水質基準・高度浄水処理、５．下水の活性汚泥処理・高度下水処理・ポン
プ場制御、６．水環境保全施策

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

レポート（70％）、平常点（30％）

教科書・・・なし
参考書・・・プリントを使用する

上水道システム（１）

上水道システム（３）

下水道システム（１）

【 教  材  等 】 【 備 考 】

水環境保全施策 環境基準と排水基準、水辺環境の保全等

水質汚濁現象（３）

都市水文現象（１）

都市水文現象（２）

オゾン・粒状活性炭等による高度浄水処理

病原微生物による水質汚染

水循環、降雨流出現象、水文統計

タンクモデル等の雨水流出モデル

水需要予測、水源水質の保全と安全性評価

総括 総復習および発展的課題

下水道システム（２）

合流式下水道ポンプ場の改善、浸水制御、汚濁負荷削減

下水道システム（３）

嫌気・無酸素・好気による高度下水処理

活性汚泥法の数式モデル、二槽式間欠爆気法のファジィ制御

水道事業経営、広域化と水道統合

活性汚泥法による生物学的下水処理

内容・方法   等

水資源の現状と水需要のトレンド、水環境に関する諸問題

流水中の汚濁負荷と溶存酸素収支

湖沼・海域等の閉鎖性水域の富栄養化現象

15（八木）
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

中間レポートおよび期末レポートの作成（合計30ｈ）

河床変動の基礎式とその解法

河口部の密度流、塩分

講義中の演習課題・中間レポートおよび期末レポートの成績を合わせて評価する（演習課題・中間レポート50％、期
末レポート50％）。

プリントを配布

ワンド

大規模自然再生事業、魚道、水制

人工構造物と河川生態系

【 教  材  等 】

単位数 担      当      者

ｲｼﾀﾞ　ﾕｳｺ
石田　裕子2

本講義では、河川生態系の保全に必用な知識と技能の習得を目指す。まず、河川生態系や生物多様性について概説し
た後、生息場構造を形成する水の流れについて、数値解析法を用いた解法を学ぶ。用いるソフトは広く普及している
Excel（VBAでのプログラミング）とiRICソフトウェア（河川の流れ・河床変動解析ソフトウェア）とする。後半は、
河川生態系の現状とその保全方法について学ぶ。

１．数理モデルを用いて、与えられた条件の中で適切な解を求めることができること。２．河川生態系の現状につい
て把握し、その保全方法について提案ができること。

配当年次

【 事前・事後学習課題　】

環境水理学特論
Advanced Hydraulics for Environment

【 備 考 】

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

２次元流れ解析

貯水池、湖沼の密度流、熱

環境調査法、統計的手法、生息場評価法

成立過程、生態的機能、再生の取組み

ダム・堰堤の機能、ダム下流生態系

自然再生

環境アセスメント

水理現象のモデリング

地下水、伏流水

生息場構造

密度流（２）

密度流（１）

河床変動

１次元流れ解析

河川の物理基盤、微生息場所、撹乱システム

拡散現象

２次元浅水流解析モデルへの適用

テーマ

地下水の流動解析、地下水・伏流水の水質

拡散方程式への適用

内容・方法   等

ガイダンス、生物群集、物質循環、食物連鎖、河川連続体仮説

生物多様性条約、ラムサール条約、エコトーン

微分方程式による現象の記述と数値解析の説明

【 授業計画 】

科      目      名

１次元不等流解析モデルへの適用

開講期

1･2 半期

プリントと板書を用いて講義する。前半はコンピュータプログラミングの演習を行う。

河川生態系

生物多様性

16（石田）
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

単位数

建物や道路の都市熱環境対策

科      目      名

都市環境計画特論
Advanced Urban Environmental Planning

開講期

1･2 半期

都市熱環境の形成(3)潜在自然との比較に
よるヒートアイランド評価

広域的・都市的スケールにおける環境計画及び環境工学上の諸問題をテーマとし、その分析・評価・計画手法につい
て、できるだけ具体的事例をとおして講述する。全体として、環境の基礎構造、自然環境計画論、都市エネルギー計
画論の３つのサブテーマから構成し、最後にコンパクトエコシティ計画について講述する。建築・都市とのかかわり
において今後の方向性を適切に判断しうる人の育成を目的とする。

テーマ

【 評価基準 】

担      当      者

ﾓﾘﾔﾏ　ﾏｻｶｽﾞ
森山　正和

配当年次

風害（建物周辺強風）の制御、大気の汚染

都市エネルギーの計画１

数値シミュレーションによる気温形成メカニズム

【 授業概要・目的 】

【 指導方法と留意点 】

近畿地域の都市気候、大阪・神戸の気候解析、都市環境気候地図の
作成

【 教  材  等 】 【 備 考 】

ドイツのクリマアトラス

コージェネレーション・システム、未利用エネルギーによる熱供給

背景、気候解析図、都市計画への応用

都市インフラの概要、地域冷暖房システム

【 事前・事後学習課題　】

エコシティへの計画

原則授業で配布する教材資料の該当する箇所を予習しておくこと。また、当該授業終了後、毎回の小レポート作成及
び期末レポートの作成（合計30h）

都市環境気候地図

自然生態系の基本概念を理解し、種々の問題を抱える現代都市を自然環境とエネルギー供給の視点から分析し、改善
策を提示できること。

原則として毎回、小レポートを課す。また、別に課題を提示して期末レポートの提出を求める。

都市エネルギーの計画2

気候形成・熱収支

都市熱環境の形成(1)都市気候の実態

気候形成・風と気温

【 到達目標 】

2

【 授業計画 】

原則毎回行う小レポートと期末レポートにより総合的に評価する。

都市環境学教材編集委員会編：都市環境学（森北出版）
森山正和編：ヒートアイランドの対策と技術（学芸出版社）
日本建築学会編：都市環境のクリマアトラス（ぎょうせい）

クールスポット及びクールアイランドの
計画

風害と大気汚染の対策

総　括

都市気候の測定と統計資料による実態

フロンティアスペースの活用、環境に配慮した交通、プロジェクト

講義まとめ

建物の緑などによる対策、道路などの舗装面の対策

都市公園緑地の観測例、クールスポット、クールアイランドの規模
と配置の計画

潜在自然気候と現存気候との比較

都市熱環境の形成(2)ヒートアイランド現
象の数値シミュレーション

内容・方法   等

地表付近の風、気温、大気の安定度

地表面の熱収支とその成分、湿潤・乾燥気候おける熱収支比較

基礎的な用語と単位、熱移動、物質移動の基礎熱移動の基礎

17（森山）
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

【 事前・事後学習課題　】

授業内容を理解するために、学部で使用した建築環境工学の教科書やノートなどを用いて、予習すること。授業内容
の理解を深めるために授業内容を含み関連する内容を復習すること。（合計３０時間）

近年の研究を紹介し、その内容についての討論

近年の研究を紹介し、その内容についての討論

環境側４要素(気温・湿度・気流・放射熱）の測定についての講義

内容・方法   等

他の分野との関係についての講義

建築空間の熱の流れ（伝導・対流・放射）についての講義

断熱・気密性能についての講義

作用温度・ET・CETなどの温熱環境指標についての講義

近年の研究を紹介し、その内容についての討論

温熱環境：近年の研究紹介

温熱環境：近年の研究紹介 近年の研究を紹介し、その内容についての討論

PMV・ET
*
などの温熱環境指標についての講義

温熱環境：近年の研究紹介

近年の研究を紹介し、その内容についての討論

必要に応じてプリントを配布する。

　建築の熱環境や温熱環境について一級建築士レベルの問題を解くことができること。適切な議論を行うことができ
ること。

日本建築学会『室内温熱環境測定規準・同解説』丸善株式会
社
ISBN978-4-8189-3606-5

温熱環境：温熱環境指標

温熱環境：温熱環境指標

温熱環境：近年の研究紹介

近年の研究を紹介し、その内容についての討論

近年の研究を紹介し、その内容についての討論

一級建築士試験の問題の演習 過去の一級建築士試験の問題を用いた演習

温熱環境：温熱環境６要素

人体側２要素(代謝量・着衣量）の測定についての講義

ﾐﾔﾓﾄ ｾｲｲﾁ
宮本　征一2

テーマ

建築学の中の温熱環境工学の位置付け

熱環境：伝熱の基礎

熱環境：断熱・気密性能

熱環境：近年の研究紹介

熱環境：近年の研究紹介

建築空間を快適な空間とするためには、熱・光・音・空気環境のすべての環境が適切である必要がある。特に、熱環
境については省エネルギーや居住者の健康に大きく影響を与えるため、古くから幅広い研究が行なわれている。本授
業では、熱環境・温熱環境に関する基礎知識を講義した後、現在の熱環境の研究の中から、断熱・気密性能に関する
研究や人の暑さ寒さに関する研究を紹介し、その内容の理解を深めるために討論を行なう。さらに、一級建築士レベ
ルの問題を用いて知識の確認を行う。

一級建築士レベルの熱環境・温熱環境の知識を有するレベルまで達すること。近年の論文を理解し、内容について議
論ができること。

配当年次科      目      名

温熱環境特論
Advanced Thermal Environment

開講期

1･2 半期

単位数 担      当      者

【 教  材  等 】 【 備 考 】

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

温熱環境：温熱環境６要素

主として講義を行う回（７回）、討論を行う回（７回）、演習を行う回（１回）があり、特に、討論を行う回は積極
的に参加することが望ましい。

【 授業計画 】

温熱環境：近年の研究紹介

18（宮本）
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

【 事前・事後学習課題　】

毎回の講義では教材に基づいて下調べの分担を決めるので、その内容をまとめるとともに、他の文献も参考にしなが
ら講義で発表できるように準備すること。分担箇所以外は、各自が教材を読んで予習・復習を心がけること。（合計
30ｈ）

建築内部空間における直射日光と天空光の有効利用

安全・安心のためのわかりやすく機能的なサイン

採光による快適な室内光環境のデザイン

積極的な勉学意欲と平常のレポート等の内容・成果により評価する。

日本建築学会編「光と色の環境デザイン」オーム社

【 教  材  等 】 【 備 考 】

【 指導方法と留意点 】

屋外空間の視環境　３

内容・方法   等

都市やまちの景観を構成するさまざまな照明の実例を学ぶ

地球環境に配慮し安全で快適な建築・都市空間の照明の実例を学ぶ

光と色による屋外空間演出の基礎的手法を学ぶ

各自が調べた内容で分かりにくいことなどがあれば、講義中に質問をしたり、討論に積極的に参加すること。
毎回のレポート提出を怠らないようにしてください。

【 授業計画 】

1･2 半期

【 到達目標 】

科      目      名

視環境特論
Advanced Visual Environment

単位数

【 評価基準 】

カラーコーディネーションのための色彩工学

視環境デザインの手法　２

テーマ

屋外空間の視環境　１

屋外空間の視環境　２

住宅における生活行為とそれに適した照明計画の実例を学ぶ屋内空間の視環境　１

まとめ 学習した内容についての総括

視環境デザインの手法　３

テクスチャーと表面知覚を学ぶ

担      当      者

ｲﾜﾀ ﾐﾁｺ
岩田　三千子2

ヨーロッパの都市景観の色彩構成の実例、日本国内の照明による都市景観の実例，住宅，オフィス，商業施設などの
建築内部空間の色彩，照明環境の実例などを示しながら，建築デザインにおける昼光，人工照明，色彩による視環境
設計のための知識を学ぶ。また、建築主の要求を踏まえ，地域、都市，地球環境にも配慮した視環境設計を行うため
のさまざまな技術的手法を講ずる。

国内外の実例を通して建築や都市の光環境の実情に関する知識を深め，建築設計者として問題点の改善手法を生み出
す能力を身につける。インターンシップを行ううえで、建築設計者が知るべき視環境設計に関する技術的知識を身に
付ける。

配当年次

【 授業概要・目的 】

開講期

視環境を演出する装置と材料　２

人工照明による室内光環境のデザイン

空間の価値を高めるさまざまな照明（ランプ）と照明器具

昼光照明設計

視環境を演出する装置と材料　１

視環境デザインの手法　１

視環境を演出する装置と材料　３

店舗・レストラン・劇場・ミュージアムなどの照明計画の実例を学
ぶ

タスクアンビエント照明による省エネルギー効果と実例を学ぶ

屋内空間の視環境　４

屋内空間の視環境　２

屋内空間の視環境　３

光と色による屋内空間演出の基礎的手法を学ぶ

19（岩田）
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

単位数 担      当      者配当年次科      目      名

設備設計演習
Practicum in Architectural Equipment

Design

開講期

ｲﾜﾀ ﾐﾁｺ・ﾐﾔﾓﾄ ｾｲｲﾁ・ｻｶｷ ｱｲ
岩田三千子・宮本征一・榊愛

ﾀｹﾑﾗ ｱｷﾋｻ・ﾓﾘﾔﾏ ﾏｻｶｽﾞ
竹村明久・森山正和

21･2 前期

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

ＣＡＤを用いた日影の検討

学部で学んだ建築環境工学と建築設備の内容を理解していることを前提に指導を行うので、苦手なところは各自で復
習して臨むこと。
事例 学会な 行う 参加す

【 事前・事後学習課題　】

毎回の講義には、学部の講義で学んだ関連する内容を復習して臨むこと。
受講した内容は決められた時間までにレポートとして提出すること。（合計30ｈ）

【 授業計画 】

空気調和設備システムの概要

見学会をはじめ、必要に応じて開講時間を変更するこ
とがあるので、担当者との連絡を密にすること。

講義に出席して、その都度提出した課題で評価を行う。

建築環境工学、建築設備の教科書を持参すること。
必要に応じてプリントなどを配布する。

ＣＡＤを用いた形態係数の計算法

ＣＡＤを用いた日影図・天空図の作成

光環境と建築デザイン

照明設計手法

建築デザインと光環境との関わりについて学び、人の感覚に着目し
た光環境デザインの基礎を修得する

【 教  材  等 】 【 備 考 】

快適な建築空間の創造には建築設備が不可欠であり、年々、設備分野のコストが占める割合が増加している。また、
地球環境問題や省エネルギー問題への対策などの要請もあり、重要視されている分野である。建築設備設計を行うに
は、設備の基本システムを理解した上で、最適な基本システムを選択できる能力が必要であり、加えて、意匠設計、
構造設計との調整をする能力も身につけなければならない。
ここでは、具体的な設計図面を対象に空気調和・給排水などの設備の基本システムを学ぶとともに、様々な建築設備
設備の種類と、それぞれの基礎的な設計手法、CADによる実践的設計手法のための基礎知識を修得させる。
さらに、建築設計インターンシップを行う際に、設備設計に関して必要な知識を身につけるさせる。

さまざまな建築設備に関する理解を深め、建築設計における設備設計の位置付けを理解して、建築用途に合った基本
システムの選択、および、意匠設計・構造設計との関係を理解して実践的設計手法に繋げるためのスキルを身につけ
ることを到達目標とする。

消火防災設備と電気設備

作図による日影図の作成を復習した後、３ＤＣＡＤを用いた日影の
検討方法を修得する

テーマ

建築設備と建築計画・建築構造との関わ
り

意匠設計と設備設計の関わり

意匠図面と設備図面の関わり

給水設備と衛生器具

排水・通気設備

照度による照明設計手法を学び、JIS照度基準をはじめとする設計指
針の活用方法を修得する

明るさ感、誘目性、視認性などの感覚量に基づく、最新の光環境評
価の手法を修得する

冷温熱源機器の概要
ボイラーや冷凍機などの冷温熱源機器の原理について説明を行い、
冷温熱源機器の効率の評価方法などを修得する

空気調和設備の計画方法、空気調和方式の種類と特徴について説明
し、空気調和設備システムの全体的な概要を修得する

光環境評価

冷暖房負荷計算法
具体的な建物（室）について、冷暖房負荷計算の演習を行い、冷暖
房負荷の計算方法を修得する

消火防災設備の重要性について理解し、基礎的な設計手法を修得す
る。電気設備の必要知識を修得する

形態係数の計算方法について理解し、３ＤＣＡＤを用いた形態係数
の計算手法を修得する

学部の時に設計した建物を対象として、日影図・天空図の作成手法
を修得する

内容・方法   等

建築設備の必要性と、建築計画・建築構造との関わりについて修得
する

学部の時に設計した意匠設計に、空気調和・給排水などの系統を加
えるための基礎知識を修得する

学部の時に設計した意匠図面に、最適な空気調和・給排水などの系
統を加えることを修得する

給水設備の重要性について理解し、基礎的な設計手法を修得する。
衛生器具類の選定方法について修得する

排水・通気設備の基礎知識を整理し、基礎的な設計手法を修得する

20（岩田他）
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

【 事前・事後学習課題　】

・配布した文献資料について予め通読の上、要点を整理しておくこと。また、割り当てられたテーマについて、資料
やスライドを準備し発表に備えること（合計30h）・耐久性能照査に基づく配合設計レポートを作成すること（合計
30h）

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

法規制における性能規定化

論文や示方書等の文献をもとに全員で議論を行い、理解を深めていく参画型の授業である。円滑に進めるために文献
ごとに話題提供を行う担当者は決めるが、全員が予め各文献を読み、不明な点等をまとめておくことが重要である。

【 授業計画 】

耐久性能照査に基づく配合設計（６）

性能規定化が経済に与える影響

耐久性能照査に基づく配合設計（１）

単位数 担      当      者

 ｸﾏﾉ   ﾄﾓｼﾞ
熊野　知司2

配当年次科      目      名

建設施工システム特論
Advanced Construction Works Execution

Systems

開講期

1･2 半期

現在、様々な工業製品の品質保証体系は、国際標準化の流れを受けて、従来の仕様規定から性能規定へと移行しよう
としている。建設構造物においても例外ではなく、一定の品質を保証する体系から、要求性能を設定し、それを満足
することを保証する体系へと変貌しつつある。
建設施工システム特論では、まず、既往の文献研究を通して性能規定およびそれに基づく設計・施工システムの全体
像を学ぶ。次に、施工システムにおける耐久性能照査に的を絞り、モデルケースの演習を通して、施工における性能
規定の実際を理解する。さらに、性能規定化に向けた課題を、現在の研究の進展状況をまじえて解説する。

性能規定の導入に至った背景および目的を理解し、性能規定の全体像に関する知識を身につけている。また、コンク
リートの配合（調合）に関する性能照査を行い、要求性能に応じた配合（調合）設計が行える。

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

各項目の性能照査と水セメント比の決定、現在の性能照査の問題点
と将来の展望

耐久性能照査に基づく配合設計（５）

凍結融解、化学的浸食に関する性能照査

アルカリ骨材反応、水密性に関する性能照査

塩化物イオンの浸入による鋼材腐食に関する性能照査

中性化による鋼材腐食に関する性能照査耐久性能照査に基づく配合設計（２）

耐久性能照査に基づく配合設計（３）

評価は、授業中の議論への参加の様子や理解度を50％、性能規定に基づく配合設計演習のレポートを50％として総合
的に行う。

決まった教科書はなく、議論の基本となる文献を配布する。
また、受講者からのさらなる文献の提供も歓迎する。

【 教  材  等 】 【 備 考 】

授業の進め方の概説、仕様とは？性能とは？、文献の配布と担当者
の決定

具体的なモデルケースに対して従来からの仕様規定に基づく配
（調）合設計を行い、仕様規定の問題点を洗い出す

許容応力度設計法から限界状態設計法への発展とその背景

耐久性能照査に基づく配合設計演習
仕様規定と同じモデルケースを用いて、性能規定に基づく配合設計
を行う

耐久性に関する性能照査

耐久性に関する性能照査

耐久性能照査に基づく配合設計（４）

土木と建築の規制の違い、性能規定化による法規制の変化

限界状態設計法と性能照査型設計法との関係、将来の展望

耐久性に関する設計の実際、土木学会耐久設計指針案の考え方

性能規定化に伴う社会の変化、経済活動にどのような影響を与える
のか？

耐久性能照査に必要な技術、将来の総合設計への展望

コンクリート標準示方書の性能規定化、性能照査の具体的な流れ

テーマ

概説・仕様規定と性能規定

仕様規定に基づく配（調）合設計

安全性に関する性能照査

内容・方法   等

安全性に関する性能照査

21（熊野）
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回数

1 振動の発生原因と構造振動

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

テキストに沿って、講義解説を進める。事前にテキストを手渡すので、講義の前に精読すること。

【 授業計画 】

地震の発生原因とその特性

1自由度モデルの調和強制振動

1自由度モデルの調和強制振動の等価減衰
の評価

種々の地震の発生要因と動的解析の立場からの分類とその特性につ
いて学ぶ。

モーダル解析法（モード分離法）による多自由度モデルの強制振動
理論を学ぶ。

減衰のない場合と減衰付のそれぞれの1自由度モデルの自由振動理論
を学ぶ。

減衰付1自由度モデルの調和強制振動理論の詳細を学ぶ。

減衰の評価方法、共振現象、粘性減衰と履歴型減衰等について学
ぶ。

【 教  材  等 】 【 備 考 】

風の発生原因とその特性

多自由度系線形構造物の応答スペクトル解析、非線形多自由度系構
造物の応答スペクトル解析、非線形時刻歴動的解析を学ぶ。

多自由度系の地震応答解析

【 評価基準 】

【 事前・事後学習課題　】

教材の予定学習範囲の予習と要点・疑問点のまとめ。
講義内容の復習と課題の作成。

開講期

1･2 半期
振動学特論

Advanced Structural Dynamics

種々の風の発生要因と動的解析の立場からの分類とその特性につい
て学ぶ。

多自由度モデルの減衰マトリックス

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

テーマ

単位数 担      当      者

ｽﾞｲ　ﾋﾛｼ
頭井　洋2

最新の耐震設計法では震度法や地震時保有水平耐力法などの静的設計法に加え、動的解析が取り入れられている。地
震力、風荷重、交通荷重のいずれも本来動的な荷重であり、今後、動的解析の必要性はこれまで以上に高まり、コン
ピュ－タや解析ソフトの普及とともに実設計に多用されるようになってきている。この講義では、実際の構造を1自
由度系のモデルに近似する方法、多自由度系のモード分解法による地震応答解析、応答スペクトル法、非線形時刻歴
応答解析法などの動的解析と地震時保有水平耐力法など最新の耐震設計法を理解することを目的とする。専門書や論
文の英語読解力を見につけるため、英語で書かれたテキストを使用する。

静的設計法に加え動的解析に基づく最新の耐震設計法の考え方を理解し、応用できる基礎的知識を身に付ける。同時
に英語で専門領域の文献を読解する能力を身に付ける。

配当年次科      目      名

動的解析の基礎的理解は設計や施工に関係する技術者
には不可欠である。

毎回の受講前の準備状況と講義時の理解度および課題レポート。

予定テキスト　Structural　dynamics for engineers
(H.Buchholdt)

多自由度モデルの自由振動

多自由度モデルのモード分離

多自由度モデルの強制振動

多自由度モデルの固有値解析による固有振動数や振動モードなどの
計算方法の詳細を学ぶ。

振動計測に基づく多自由度モデルの減衰の評価方法を学ぶ。

1自由度系の地震応答解析と応答スペクト
ル

線形1自由度系の応答最大値を求める設計用応答スペクトルおよび非
線形領域の1自由度系に対する地震応答の運動方程式を学ぶ。

風や地震などランダムな動的入力に関する1自由度モデルの強制振動
理論を学ぶ。

振動モードの直行性を利用して、モードごとに独立な振動方程式を
導く。

1自由度モデルの任意強制振動の線形理論
および非線形理論

内容・方法   等

構造物を振動させる原因（風や地震など自然現象、交通振動など人
為的要因）とそれによって生じる振動現象の概要を学ぶ。

同上

種々の実際構造物を等価な1自由度モデル（1個の集中質量とばね・
減衰要素）に置換する方法と自由度モデルの振動理論の基礎を学
ぶ。

振動の発生原因と構造振動

等価1自由度モデル

1自由度モデルの自由振動

22（頭井）
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

【 事前・事後学習課題 】

本授業の基礎となる構造力学の知識を復習する。講義内容を復習し、理解と応用を促す目的で課される課題に解答す
る。

平面問題有限要素法(2)、等価節点力、剛性方程式

差分法、モード重ね合わせ法

エネルギー原理（２）

相反作用の定理、カスチリアーノの定理

平面問題有限要素法(1)、三角形一様ひずみ要素、内挿関数

シェル有限要素、ハイブリッド型有限要素

その他の数値解析法（１）

その他の数値解析法（２）

可変形体の補仮想仕事の原理（仮想力の原理）曲げせん断を生じる
梁柱部材について

単位仮想変位法、単位仮想荷重法

全ポテンシャルエネルギー停留の原理、最小の原理

コンプリメンターエネルギー停留の原理、最小の原理

演習課題成績：４０％＋期末試験成績：６０％によって総合評価する。

講義プリント

重み付き残差法

【 教  材  等 】 【 備　考 】

数値解析の基礎的考え方を理解し、有限要素法などの立式法について具体的に学ぶ。この授業内容を理解すれば、自
分で解析プログラムを作成するための理論的基礎が身に着く。理解、習得すべき項目としては：１）仮想仕事の原理
とエネルギー原理、　２）近似解析法の基本的的考え方、３）有限要素法など

エネルギー原理（１）

テーマ

仮想仕事の原理（１）

仮想仕事の原理（２）

仮想仕事の原理（３）

仮想仕事の定義、剛体系の仮想仕事の原理（仮想変位の原理）

可変形体の補仮想仕事の原理（仮想力の原理）軸変形だけが生じる
直線棒材について

現在行われている構造物の実用解析の殆どはコンピューターを用いた数値解析である。有限要素法を始めとする数値
解析法は殆ど全てが変分原理（仮想仕事の原理）、エネルギー原理を下に構築されている。この科目では、数学的基
礎となる仮想仕事の原理とエネルギー原理について説明し、これに基づいて近似数理解析法の基礎的考え方を一般的
に説明する。具体的な解析法として、有限要素法（梁・柱要素、２、３次元連続体要素、シェル要素、混合型有限要
素）、モード重ね合わせ法の基本的考え方及び立式法について解説する。

配当年次科      目      名

有限要素法（４）

数理解析法の基礎的考え方

有限要素法（１）

変数の離散近似、ラグランジュ乗数法、近似解の上下限

有限要素法（３）

梁・柱部材の有限要素法(1)、要素剛性方程式

有限要素法（２）

2

【 授業概要・目的 】

単位数 担      当      者

ｳｴﾀﾆ ｺｳｼﾞ
上谷　宏二

構造力学特論
Advanced Structural Mechanics

開講期

1･2 半期

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

エネルギー原理（３）

仮想仕事の原理（４）

配布資料に基づく講義。適宜、演習課題を課す。

【 授業計画 】

内容・方法   等

有限要素法（５）

梁・柱部材の有限要素法(2)、塑性、幾何非線形、動的解析

23（上谷）

- 23 -



回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

【 事前・事後学習課題　】

各回の指定教材ページを予め通読のうえ、要点を整理しておくこと。また当該授業終了後、自らの考えをまとめてお
き、最終回の発表に備えること。（合計30ｈ）。

Design for Share force(2)
せん断設計について（２）
ACI規準との相違

Shear strength provided by shear
reinforcement(1)

せん断補強筋によるせん断強度ついて（１）
抵抗機構

せん断補強筋によるせん断強度ついて（２）
設計法

せん断設計について（１）
日本のせん断設計

Shear strength provided by shear
reinforcement(2)

ノンプレストレス部材でコンクリートが負担する強度について
（２） 設計法

概要
講義内容、範囲、担当など

せん断強度について（１）
抵抗機構

せん断強度について（２）
設計部位ごとの違い

APENDIX A-STRUT AND TIE MODEL(3)

プレストレス部材でコンクリートが負担する強度について（１）
抵抗機構

ストラットとタイのモデルについて（３）
鉄筋の役割

Shear strength provided by concrete
for prestresed Members(1)

プレストレス部材でコンクリートが負担する強度について（２）
設計法

ノンプレストレス部材でコンクリートが負担する強度について
（１） 抵抗機構

 国際社会における論文発表や専門の追究は極めて重要である。国際社会で活躍するためには海外の文献や資料から
幅広い知識を習得しコミュニケーション能力を身につけることが肝要である。ここでは鉄筋コンクリート構造に関す
る国際社会に示されている最新の設計・構造解析理論の中で、特にせん断伝達機構に重点をおき英文和訳と日本のせ
ん断設計を比較検討しながら、せん断設計法の理解を高めることを目的とする。

鉄筋コンクリート構造に関するせん断設計法に関して、米国の設計法と日本の設計法との差異や同等性などを認識
し、せん断設計法を理解する。

毎回の講義時の準備状況および理解度による。

Building Code Requirements for Structural Concrete and
Commentary (ACI-318-05)

Shear strength provided by concrete
for prestresed Members(2)

Shear strength provided by concrete
for non-prestresed Members(1)

Shear strength provided by concrete
for non-prestresed Members(2)

開講期

1･2 半期

全体まとめ まとめの発表

Shear strength(1)

Shear strength(2)

APENDIX A-STRUT AND TIE MODEL(1)

APENDIX A-STRUT AND TIE MODEL(2)

ストラットとタイのモデルについて（１）
抵抗機構

【 教  材  等 】 【 備 考 】

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

ストラットとタイのモデルについて（２）
コンクリートの役割

テーマ

General requirements

内容・方法   等

該当範囲の英文を読み和訳しながら日本の設計法との違いなどを解説する。

【 授業計画 】

Design for Share force(1)

単位数 担      当      者

ﾔﾅｷﾞｻﾜ　ﾏﾅﾌﾞ
柳沢　学2

配当年次科      目      名

鉄筋コンクリート構造特論
Advanced Reinforced Concrete Structure

24（柳沢）
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8 設計法について（２）

9

10

11

12

13

14

15

【 事前・事後学習課題　】

・各回の授業テーマに従い、参考書を通読の上、要点を整理しておくこと。また、予習および復習を毎回すること。
（合計30h）・橋梁模型の製作および計算書レポートを作成すること。（合計30h）

科      目      名

【 指導方法と留意点 】

構造設計の概要

1･2 半期

鋼構造物の種類の説明、構造力学の演習課題

橋梁の破壊の紹介、構造力学の演習課題

【 授業計画 】

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

内容・方法   等

部材の強度特性

構造物の計画、形式選定の考え方

限界状態設計法の理解、性能照査型設計法の理解

設計法について（１）

　都市内に存在する橋梁などの鋼構造物の構造設計の流れを講義と実践的（模型製作・構造解析）により理解する。
（また、構造力学についても簡単に復習を行う。）

設計条件、構造計画等

許容応力度設計法の理解

構造設計の流れの理解、荷重

　資料は、その都度配布し、板書およびパワーポイントを用いて説明する．また、計算機を持参して下さい。

【 評価基準 】

テーマ

橋梁などの土木構造物の現状、種類につ
いて

破壊事例等の紹介

構造物の計画と形式選定

曲げ部材の特性を理解

まとめ 数値計算結果と模型実験結果を比較・考察

模型製作（１）

単位数 担      当      者

ﾀﾅｶ　ｹﾝﾀﾛｳ
田中　賢太郎2

　橋梁などの各種鋼構造物の構造設計の手法、設計荷重の設定方法、安全率の考え方について講義を行う。そして、
模型製作および載荷実験を通じて構造設計について基本的な事項について学ぶ。
　有限要素法解析プログラムを用いて、簡単な数値計算を実施し、製作した模型の応力状態を調べ理解する。最後
に、数値計算結果と実験結果とを比較し考察する。

配当年次

構造工学特論
Advanced Structural Engineering

強度解析の実施、応力状態を把握する

構造物の強度解析（１）

模型の組み立てチェック、載荷実験

有限要素法解析プログラムの使用方法の説明
解析モデル化を実施、固有値解析実施

荷重の種類、部材の強度特性

模型製作（２）

荷重の種類と組み合わせ、引張部材、圧縮部材

加工、組み立て等

参考書：中井博・北田俊行：「新編 橋梁工学」（共
立出版）

　毎回の受講時の理解度と課題レポート

　プリント配布

【 教  材  等 】 【 備　考 】

開講期

構造物の強度解析（３） 強度解析の実施、応力状態を把握、安全性の照査

構造物の強度解析（２）

模型製作（３）および載荷実験

25（田中）
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

【 事前・事後学習課題　】

（事前学習）新聞に記載された災害事例（地震・水害・土砂くずれ・津波）等の違いを自分なりに調べる。
（事後学習）講義内に配布した資料を用いて災害と自分が学ぶ分野との関係性について考察する。レポート準備を行
う。

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

日本は社会全体が高度な技術に支えられている一方で、突発的な大災害に対して非常に脆弱性が高いことが指摘され
ている。本講義では、実際の災害事例を学ぶことで防災の基本的考え方や基盤施設の重要性、その対策について知識
を広め、自ら主体的に考える能力の育成を目的とする。

阪神淡路大震災

最近の地震災害（東日本大震災含む）

近年の台風被害、水害事例

社会における基盤施設の種類

【 評価基準 】

被害軽減策４

これからの防災―自助・公助・共助― これからの防災とは？

【 授業計画 】

災害事例２

ファシリティマネージメント

被害軽減策１

内容・方法   等

防災とは何か？防災はなんのために必要か？

評価は、講義中における発表や討論への参加の様子を50％、テーマごとのレポート提出を50％として行う。

配布資料を基本とするが、受講生に資料提出を求めることも
ある。

防災に関する関連法規

基盤施設の防災対策１

基盤施設の防災対策２

【 教  材  等 】

災害事例４

基盤施設とは何か？基盤施設の特徴について

【 備 考 】

災害発生直後の緊急対応の円滑化

被害軽減策３

科      目      名

テーマ

防災学入門

災害事例１

【 指導方法と留意点 】

単位数 担      当      者開講期

被害軽減策２

半期

配当年次

防災に対する基本的知識を習得し、被害軽減策に対する自分の考えをまとめ、議論できること。

防災工学特論
Advanced Disaster Prevention Engineering

1･2

配布資料に基づく講義を主とし、11回～15回まではテーマごとの討論を行う。

ｲｹｳﾁ　ｼﾞｭﾝｺ
池内　淳子2

小規模災害事例災害事例５

災害事例３

BCP(Business Continuity Plan：事業継続計画)

建築構造体の安全性、避難計画

災害後の時系列分類と災害フェーズ

情報伝達の重要性、通信途絶への対策

災害対策基本法、建築基準法、消防法

自然災害以外の災害（JR福知山線列車脱線事故など）

26（池内）
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

テキストおよび配布資料にしたがって講義を進める。
適宜レポートの提出を求めるとともに、話題に応じて発表と質疑応答を行ってもらう。

【 事前・事後学習課題　】

1回から8回までの講義に関しては、配布するテキストを必ず事前学習し、講義時の理解が深まるように備える事。9
回から14回の英文論文の輪読では、担当論文以外にも目を通し、理解を深めること。

科      目      名

施設構造の被害、機能停止の被害、震害資料の整理法（小テスト）

【 授業計画 】

ライフライン地震応答解析

内容・方法   等

管路-地盤系の動的相互作用、応答変位法、疑似静的地震応答解析
(小テスト）

テーマ

【 備 考 】

近年のライフライン被害の分析や挙動解析、実験観測に関する論文
の学習（毎回口頭発表）

【 評価基準 】

ライフライン工学の研究体系と今後の展
開

近年のライフライン被害の分析や挙動解析、実験観測に関する論文
の学習（毎回口頭発表）

【 指導方法と留意点 】

ライフラインの耐震設計-1

地盤変状とライフライン-1

近年のライフライン被害の分析や挙動解析、実験観測に関する論文
の学習（毎回口頭発表）

ライフライン解析のための地盤振動

ライフライン施設の地震被害

ライフラインの地震観測と実験

表面波と相対地震動、実体波と相対地震動（小テスト）

開講期

【 授業概要・目的 】

ライフライン工学特論
Advanced Lifeline Engineering

実地震観測と挙動実験、地盤拘束力測定実験、管体・継手特性実験
(小テスト）

配当年次 単位数 担      当      者

【 到達目標 】

都市生命線であるライフライン施設の特性とその地震時被害、および耐震設計・耐震対策について講義する。最初
に、地震時の被害とライフライン地震応答計算の基本について述べる。次に、種々の実験ならびに観測、地盤変状と
の関係、耐震設計法について述べる。さらに近年の英文論文を輪読し、各自レポートとしてまとめる。最後に、全体
を総括してた小テストを行う。

ライフライン地震工学の体系、現状の技術および今後の展開に関する理解。

ｶﾀｷﾞﾘ　ｼﾝ
片桐　信21･2 半期

適宜行うレポートの成績40％と授業での発表、質疑応答への参加の様子や理解度30％、最終小テスト40％で総合的に
評価する。

ライフライン地震工学（共立出版）
テキストと関連資料は適宜配布する。

ライフラインの耐震設計-2

英文論文の輪読-1

英文論文の輪読-2

英文論文の輪読-3

英文論文の輪読-4

全体総括の小テスト

【 教  材  等 】

地盤変状と管路の被害、地盤の不等沈下と地中管路(小テスト）

近年のライフライン被害の分析や挙動解析、実験観測に関する論文
の学習（毎回口頭発表）

英文論文の輪読-6

近年のライフライン被害の分析や挙動解析、実験観測に関する論文
の学習（毎回口頭発表）

近年のライフライン被害の分析や挙動解析、実験観測に関する論文
の学習（毎回口頭発表）

地盤変状とライフライン-2

耐震設計の基本、地震波動に対する耐震設計（小テスト）

地盤液状化と地中管路、断層運動と地中管路(小テスト）

英文論文の輪読-5

地盤変状に対する耐震設計、液状化対策（小テスト)

27（片桐）
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

【 事前・事後学習課題　】

・各回で次回範囲の教材を通読のうえ、要点をレジメとして整理しておくこと。（合計30ｈ）
・期末レポートの作成。（合計30ｈ）

【 授業計画 】

土の基本的性質4

科      目      名

内容・方法   等テーマ

・土の基本的性質、土の状態量を表す諸式

開講期

1･2 半期

授業では、学生が予習を行い、レジメを作成する。授業時間には、学生の発表、そして教員の解説と質疑応答を行
う。さらに、理解を助けるために演習問題を頻繁に解かせる。成績は、レジメ、発表、演習、期末試験より総合的に
評価する。

・移流分散のモデル

・透水係数の求め方

・数値計算

・圧密現象

・せん断

・汚染物質と土との相互作用2

・土質パラメータの相互関係

・細粒土の特徴

【 備 考 】

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

土の基本的性質1

土の基本的性質2

土の基本的性質3

水溶性物質の移動2

水溶性物質の移動4

単位数 担      当      者

ｲﾄｳ ﾕｽﾞﾙ
伊藤　譲2

前半部では、従来の地盤工学の分野について、基本的性質、透水現象、圧密現象、土のせん断特性、土質パラメータ
の相互関係、などを解説する。
後半部では、都市再開発において問題となっている汚染地盤対策についてメカニズムから修復技術までを地下水流、
土中の物質移動、物質の相互作用、非水溶性液体の挙動、汚染土壌の浄化修復技術の順に解説する。

地盤工学の主要分野である圧密と軟弱地盤、せん断特性、斜面安定、汚染地盤対策について基礎的内容を英文の文献
を用いて修得する。

配当年次

地盤工学特論
Advanced Geotechnical Engineering

レジメと発表（60%)、期末レポート（30%)、単語試験（10%)の総合評価とする。

Geoenvironmental Engineering, Sharma & Reddy
Introduction to Geotechnical Engineering, Holtz & Kovacs，
Fundamentals of Soil Behavior,J.K.Mitchell&K.Soga他

地下水1

地下水2

地下水3

・地下水流の特徴

水溶性物質の移動1

・数値計算

【 教  材  等 】

・透水現象

汚染土壌2 ・浄化修復技術2

・汚染物質と土との相互作用1

水溶性物質の移動3

汚染土壌1 ・浄化修復技術1

土の基本的性質5

土の基本的性質6

28（伊藤）
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適宜、資料を配布する。

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

実践的な構造設計演習を通じて経済設計に配慮した構造設計のプロセスを理解し、高度な設計能力と問題解決能力が
身に着く。

基本的な鉄筋コンクリート構造建物の設計プロセスを、手計算による設計および構造解析ソフトによる設計から、設
計のモデル化の差異の影響を理解し、設計プロセスにおけるモデル化の重要性を認識する。

【 教  材  等 】 【 備考 】

【 事前・事後学習課題　】

各回の課題に対して要点を整理しておくこと。また当該授業終了後、自らの考えをまとめておき、期末レポートの作
成に備えること。（合計30ｈ）。

開講期

1･2 半期

実務的主流をなす鉄筋コンクリート構造および鋼構造建物の一次設計から二次設計に至る実践的な構造計算の流れを
理解し、構造計算で重要なモデル化について理解を深める。その上で、意匠設計演習課題により提案された基本設計
図を基に実践的な構造設計に取り組む。

単位数 担      当      者

ﾔﾅｷﾞｻﾜ　ﾏﾅﾌﾞ
柳沢　学2

配当年次科      目      名

構造設計演習
Practicum in Structural Design

【 授業（指導）概要・目的 】

【 授業（指導）計画 】

各回の課題の出来栄えと、最終の発表会による成果および期末レポート

第１回～第１０回
基本的な鉄筋コンクリート構造建物の構造計算を実習する。
主に手計算により、準備計算、固定モーメント法による長期荷重に対する応力計算、D値法による水平荷重に対する
応力計算を実習し、長期および短期荷重時の応力を算出する。

第１１回～第１４回
構造解析ソフト「SS３」を用いて応力解析を行う。
手計算により算出した応力と解析ソフトを用いて算出した応力とを比較検討して、解析時に設定したモデル化の相違
について検討する。
時間があれば意匠設計課題のモデル化を行う。

第１５回　両設計法の相違に対する検討結果を発表する。また、それらをまとめて期末レポートとする。

【 評価基準 】

29（柳沢）
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

【 教  材  等 】

事前ガイダンス

【 評価基準 】

研修を総括した報告書を作成し、それを発表会形式で講評する。

建築設計事務所における研修
（４週間、１４０時間）

研修報告会

本大学が認めた一級建築士事務所で、夏期集中講義として４週間
（７時間×５日×４週間＝１４０時間）の研修を行う。

主な研修内容　１）建築模型・各種建築設計図面の作成　２）材料
見本・設計関連資料を基にしたプレゼン用資料などの作成　３）各
種打ち合わせ実習　４）確認申請業務実習　５）積算業務実習
６）工事監理業務実習

【 事前・事後学習課題　】

研修説明会後は、研修先の業務内容について文献等調査を行う。研修期間中は、日報を作成する。研修後は報告会用
のプレゼン準備をする。（合計30h)

配当年次科      目      名 単位数

1･2

開講期

集中
講義

4

担      当      者

建築設計の実務経験として必要な次の業務知識を体験的に修得する。１）設計過程における都市計画、建築企画、建
築計画、建築構造、建築設備、設計技能に関する知識。２）建築を創造する専門職業人としての職能と役割の理解。
３）建築設計に伴う構造設計、設備設計、施工、エンジニアリングに関する知識。４）設計制約条件に対する問題解
決に必要な設計技術の理解。５）建築設計に必要な規制、手続きに関する知識。

講義、演習などで学んだ知識・技術を活かして、一級建築士事務所で実務を体験し、生きた知識、技術、倫理を習得
する。

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

ｷﾀ　　ｱﾔｺ
木多　彩子

建築設計インターンシップ
Architectural Design Internship

研修先は本大学院が認める一級建築士事務所で、本大学院が認める一級建築士が直接業務指導にあたる。

【 授業計画 】

【 指導方法と留意点 】

必要に応じて研修先へのヒアリング調査を行う。

日報の提出と業務指導者の確認、研修報告書および研修報告会を元に評価する。

適宜、資料を配付する。

テーマ

研修説明会

【 備 考 】

内容・方法   等

30（木多）
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【 授業（指導）概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

各々の学生が、それぞれの指導教員から指導を受けるゼミナールであり、文献購読や研究会などを通して、各々の専
門領域とその周辺分野について幅広く、かつ、深い専門知識を修得するため、および、科学技術一般について総合的
な見地からの考察力を養うために行うゼミナールである。

それぞれの専門分野とその学際領域での専門知識を多く修得して、それをさらに深化することや、科学技術一般につ
いても総合的な知識の蓄積を行うことを目指す。

【 事前・事後学習課題　】

・与えられたテーマに対する文献を収集・購読し、ゼミや研究会等で発表を行えるように準備すること（合計120h）

到達目標をどれだけ達成できたか等によって評価する。

指導教員から別途連絡する。

担当教員の研究分野に関連した文献の講読・研究会等を実施する。指導教員ごとに内容は異なる。

【 授業（指導）計画 】

指導する担当教員ごとに、授業計画は異なるが、履修した学生がより多くの専門知識を修得できるよう、状況に応じ
ながら指導を進めていく。

【担当教員】
　八木俊策・岩田三千子・川上比奈子・平田陽子・森山正和・本多友常・宮本征一・柳沢学・木多彩子・
　上谷宏二・加嶋章博・大谷由紀子・池内淳子・榊愛・竹村明久・伊藤譲・熊野知司・熊谷樹一郎・片桐信・
　頭井洋・石田裕子・田中賢太郎

【 教  材  等 】 【 備 考 】

担      当      者

ゼミナール
Seminar

1～2 通年 4 下表参照

科      目      名 配当年次 開講期 単位数

31
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担      当      者

理工学特別研究
Special Research in Science and

Engineering
1～2 通年 8 下表参照

科      目      名 配当年次 開講期 単位数

公聴会にて審査を行い、研究科委員会にて審議する。

指導教員から別途連絡する。

論文作成、発表等の研究指導を受ける。

【 授業（指導）計画 】

指導教員により異なるが、主として、修士論文のテーマ選択等準備段階から、その論文内容、実験・調査・設計・解
析等の指導を受ける。なお、1年次前期と2年次前期に集合教育による研究倫理をテーマにした授業を行う。また、研
究の進展に合わせて適宜、指導教員より研究倫理の指導を行う。
　
【担当教員】
　八木俊策・岩田三千子・川上比奈子・平田陽子・森山正和・本多友常・宮本征一・柳沢学・木多彩子・
　上谷宏二・加嶋章博・大谷由紀子・池内淳子・榊愛・竹村明久・伊藤譲・熊野知司・熊谷樹一郎・片桐信・
　頭井洋・石田裕子・田中賢太郎

【 教  材  等 】 【 備 考 】

【 事前・事後学習課題　】

・文献収集・分析、研究計画、研究実施、結果の分析、考察の各段階における指導教員との打合せ資料の作成。
　（合計120h）
・修士論文のとりまとめと公聴会、最終試験の準備（合計120h）

【 授業（指導）概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

各々の学生がそれぞれの研究テーマについて、指導教員から修士論文をまとめるために受ける研究指導である。単に
修士論文をまとめるだけでなく、研究倫理に関しても適宜指導を受けながら進める。

修士（工学）の学位を取得すること。

32
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

解の漸近挙動(1)

非線形連立系の定常解の安定性を線形近似で調べる

行列の固有値による指数関数の性質の分類

２次元連立線形方程式の解軌道

定常解の近傍での軌道を調べる

連立線型方程式(3)

行列の固有値による解の大域的軌道の分類

連立系を数値的に近似解を構成し解軌道を視覚化する

線形近似

解の漸近挙動(3)

数値解法(2)

初等解法、定数係数連立系の指数関数による解法で６０％の達成、数式処理ソフトや表計算ソフトなどで視覚化でき
て９５％の達成度とする。

授業進行具合により適宜指摘する。

定常解や閉軌道が極限集合として現れる例の説明

【 教  材  等 】 【 備考 】

【 評価基準 】

解の漸近挙動(4)

【 事前・事後学習課題　】

各回の授業後、内容を整理し要点を押さえること。また計算問題は反復練習を繰り返すこと。

単位数 担      当      者

ﾄﾓｴﾀﾞ ｷｮｳｺ
友枝　恭子2

現代の工学の諸分野では、物理学をはじめとする自然科学にその基礎を据えている。自然科学の扱う現象の多くは微
分方程式によって記述される。すでに工学部各専門学科で実際に応用される微分方程式の実例にふれていることを念
頭におき、この授業では微分方程式の解の漸近的性質に重点をおいて、記述する現象との関連性を説明する。
実際の例として、工学に現れるものに限らず、化学反応、生態系、非線形振動などさまざまな現象を記述する微分方
程式を採りあげて、力学系の視点からそれらを統一的に扱えることを理解できることを目指す。

配当年次

応用数学特論Ⅰ
Advanced Applied Mathematics Ⅰ

科      目      名 開講期

学部初年度に学習した微積分と線形代数を基礎知識をふまえて、積分により初等的に解ける場合の説明から始めて、
安定性を論じるもとになる定数係数線形連立系の解法に重点をおいて講義する。

【 授業計画 】

テーマ

微分方程式とは

初等解法(1)：変数分離型

解の挙動を理解するためには、解曲線の視覚による観察と理解が不可欠である。現在ではパソコンのフリーソフトで
高機能を備えた数学ツールが普及しており、解曲線のグラフの視覚化も身近に行なえる状況になっている。
微分方程式の解の定性的性質、とくに定常解や周期解の安定性を視覚的に理解することが講義の目的である。

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

1･2 半期

【 授業概要・目的 】

初等解法(2):1階線形方程式

解の構成と一意性

内容・方法   等

運動方程式、曲線群などの微分方程式の導出例の説明

連立線型方程式(2)

解の漸近挙動(2)

基本解の構成と解の表示方法について説明

行列の指数関数の定義とその計算方法を説明

方程式にもとづいて近似解を構成、漸近挙動を調べる

連立線型方程式(1)

数値解法(1)

解が特定の値に収束するような状況を示す例の説明

不定積分で解が求まる例の説明

不定積分で解が求まる例と指数関数の役割の説明

解の存在とそれ以外の解がないことを保証する条件の説明

解の存在範囲と解が発散するような状況を示す例の説明

33（友枝）
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回数

1

2

3

4

5
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7
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9

10

11

12

13

14

15

科      目      名

応用数学特論Ⅱ
Advanced Applied Mathematics Ⅱ

開講期

1･2 半期

単位数 担      当      者

ｼﾏﾀﾞ　ｼﾝｲﾁ
島田　伸一2

配当年次

複素解析の初歩とその２、３ の応用を講ずる。 複素解析は実数での微積分学を複素数の世界に拡張したものであ
る。 複素数の世界から実数の世界を眺めると統一的な視点が得られる。 例えば実数の世界では指数関数と三角関数
は全く別ものと見られるが、複素数の世界では深い関係があることがわかる。 実数の世界の三角関数の複雑な加法
定理は、複素数の指数関数の全く簡明な指数法則の実数の世界への影なのである（影はいつも複雑である)。 解析関
数という複素数の世界でのきわめて整った王国を紹介する。

留数定理を用いた種々の実積分が計算でき、複素領域でのスターリングの公式の証明を理解することを目標とする。

複素級数

テーマ

複素数

内容・方法   等

演算・複素平面・複素数列の収束発散

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

講義の中で必要に応じて基礎的な知識も説明していく。 従って解析学の復習という性格も講義に持たせるので、予
備知識が怪しくても意欲を持ち、毎回出席すればひととおりの理解は得られる。

【 授業計画 】

収束の判定法・一様収束

内容は浅いが数学のかなり広い範囲をカバーするので
毎回の出席が望まれる。

出席状況と何回かのレポートで総合的に評価する。

毎回プリントを用意し、それに基づいて講義する。

正則関数

正則関数

正則関数

広義積分の収束・種々の関数等式

正則関数

偏角の原理

実積分への応用(その１)

【 教  材  等 】 【 備考 】

【 評価基準 】

ガンマ関数・ベータ関数

留数・極・ローラン展開

【 事前・事後学習課題　】

指数法則・オイラーの公式・極形式

正則関数

コーシーの積分公式

線積分・グリーンの定理・コーシーの積分定理

複素数の指数関数・三角関数

解法

コーシー・リーマンの関係式

定数係数２階線形微分方程式

正則関数

正則関数

毎回のプリントで宿題を課し、次回の学習内容を提示する。

ガンマ関数・ベータ関数 相補公式

正則関数 実積分への応用(その２)

実積分への応用(その３)

ガンマ関数・ベータ関数 ワトソンの補題・スターリングの公式

34(島田）
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書： 坂田，高田，百武 著 「基礎統計学」（朝倉
書店）
参考書： 服部哲弥 著 「統計と確率の基礎」（学術図
書出版社）

線形モデル、相関係数、最小二乗法など回帰分析の基本

統計的仮説検定２ 分散の検定

分散分析

【 教  材  等 】

演習 分散・回帰分析の演習

【 備 考 】

各単元ごとに行う小テストの成績ならびに演習・レポートの内容により総合的に評価する。

離散的確率変数２

離散的確率変数１

連続型確率変数１

内容・方法   等

事象と確率、条件付確率と事象の独立性

ベイズの定理、演習

ポアソン分布、演習

1. 確率論の基礎事項に慣れる。　2. 統計学の推定・検定の考え方を理解し応用できる。　3. 正規母集団に関する
統計的推測の手続きに習熟する。　4. 実際にデータが得られたときに、その統計的解析ができるようになる。

統計学は現在の理工学において非常に重要かつ強力な道具になっている。この講義では、数理統計の基本的な考え方
を紹介し、皆さんの将来に役立てることを目的とする。確率の基本的な諸概念から出発して、ランダムな現象を捉え
る確率分布モデルを学ぶ。その上でデータから母集団分布の特性について推論を行う統計的推測の基本的な考え方
と、統計的推定、検定を学ぶ。更に、データの構造や特徴を把握し情報を有効に抽出・分析するための手法として、
分散分析、回帰分析の基本を学ぶ。

テーマ

講義内容の説明

確率とその基本的な性質１

確率変数と確率分布、二項分布，ポアソン分布

科      目      名 単位数 担      当      者

ﾅｶﾂ　ﾄｼｵ
中津　了勇2

配当年次

数理統計学
Probability and Statistics

開講期

1･2 半期

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

回帰分析

平均の検定

一次元を中心とした分散分析の基本

統計的仮説検定１

一様分布、指数分布、正規分布の基本的性質

確率とその基本的な性質２

統計的推定１

正規分布とその関連分布の性質、演習

現象のモデル化

連続型確率変数２

初学者にも抵抗なく理解できるように、統計的手法をわかりやすく具体例を通して説明するように留意する。

【 授業計画 】

データの整理

標本平均、標本分散、点推定、区間推定

標本平均、標本分散、点推定、区間推定統計的推定２

母集団分布、母平均、母分散、母標準偏差

【 評価基準 】

【 事前・事後学習課題　】

教科書の該当箇所を予め通読のうえ、要点を整理しておくこと。また当該授業終了後、自らの考えをまとめておき、
レポート課題の作成に備えること。（合計45ｈ）。

35（中津）
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回数

1

2

3

4

5 運動方程式の積分(1)

6 運動方程式の積分(2)

7

8

9

10

11

12

13

14

15

力学の演習問題のレポート、プログラム作成などから評価。

Landau Lifshitz  力学 (東京図書)、   Arnold-Avez、 古典
力学のエルゴード問題 (吉岡書店) など

正準変換理論(1)

正準変換理論(2)

リュービルの定理(1)

リュービルの定理(2)

Hamilton-Jacobi 方程式

リュービルの定理と可積分性

Hamilton 方程式を不変にする変換理論（正準変換理論）をまなび、
解きやすい形への変形を学ぶ

【 教  材  等 】 【 備 考 】

KAM 理論(2)

ニュートン方程式に於けるカオス発生機構(差分近似力学系の研究)

 KAM 理論の物理的意味と証明の概略

【 評価基準 】

単位数 担      当      者

ﾃﾗﾓﾄ　ﾖｼｱｷ
寺本　惠昭2

保存量と方程式(角運動量)

内容・方法   等

Lagrangean と変分法、 運動方程式の導出

Lagrangean の構成と方程式の導出

エネルギー保存則と、 それから派生する緒定理

角運動量が保存される系(中心力の場合)の性質と運動の積分

配当年次科      目      名

力学特論
Advanced Dynamical Systems

開講期

1･2 半期

【 授業概要・目的 】

【到達目標】

【 事前・事後学習課題　】

学部初年次に履修する微積分・線形代数の知識と計算技法、および力学の基本法則を確認しておく。学習した力学系
概念の定性的意味を理解し、具体的な質点系・剛体の運動方程式解析に適用できることを目指す。

【 指導方法と留意点 】

Hamilton 方程式の導出、 基本的性質の学習

剛体、 結晶格子の振動

2重振子やブランコの振動の解. 計算機による数値計算との比較

ラグランジ形式によるニュートン方程式の導出から出発し、まず力学系の保存量（エネルギー、運動量、角運動量な
ど）について学ぶ。次にこれを基にして如何なる条件下で運動方程式が解けるか議論するが, これはリュービルの定
理として知られているものの系である。この積分可能系に微小な摂動が入った場合、系の積分可能性（安定性）はい
かなる影響をうけるか、この勉強がこの講義の主目的である。これは Kolmogorov-Arnold-Moser 理論と呼ばれてい
るが、 難解な部分があるので計算機で可視化した解を検討しつつ議論をしたい。

(1)力学系の満たすニュートン方程式の導出と積分  (2)保存量と積分可能性の関係の理解  (3) KAM 理論の理解

Hamilton 方程式

講義形式である。力学と微分方程式の基礎知識を有していることが望ましい。

【 授業計画 】

KAM 理論(1)

テーマ

正準変換による相空間体積不変性

リュービルの定理から KAM 理論へ、　KAM tori

保存量と積分可能性 無限個保存量、 ソリトン理論、 可積分系

Lagrange 方程式と変分(1)

Lagrange 方程式と変分(2)

保存量と方程式(エネルギー）

カオスと乱流の起源

36（寺本）
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

座標と運動量の揺らぎの計算

波動関数の直交系による展開

Schrödinger方程式及びその解法

確率解釈・期待値の計算

量子力学の数学的基礎1

量子力学の数学的基礎2

量子力学の数学的基礎3

トンネル効果・ガモフの透過因子

調和振動子2

反射率及び透過率3

基礎原理

様々な系への応用

出席、及びレポート課題によって総合的に評価する。

Quantum Mechanics Demystified(2版)
(著者David McMahon、ISBN 9780071765633)

【 教  材  等 】 【 備 考 】

科      目      名

半期
量子物理学

Quantum Physics

開講期

1･2

単位数 担      当      者

ｱｽﾞﾏ ﾀｹﾋﾛ
東　武大2

配当年次

【 評価基準 】

量子力学の数学的基礎5

量子力学に限らず、自然科学とは数学を多用するものである。予備知識として学部レベルの微積分や線形代数及び、
微分方程式の知識を仮定する。

【 授業計画 】

3次元Schrödinger方程式2 水素原子の量子力学

3次元Schrödinger方程式1

量子力学の数学的基礎6

反射率及び透過率1

生成消滅演算子

調和振動子1 エルミート多項式

変数分離法による3次元ラプラス方程式の解法

量子力学の数学的基礎4

確率の保存則

不確定性原理

【 事前・事後学習課題　】

教科書の演習問題、及び関連するレポート課題

量子力学における基礎的な概念である確率解釈について理解するとともに、数学を駆使した定量的な理解を目標とす
る。特に、2階微分方程式であるSchrödinger方程式を解けるようになることを目指す。
また、英語の教科書を教材として自然科学における英語に習熟することも目標とする。

前期量子論2

テーマ

前期量子論1

内容・方法   等

黒体輻射

Bohrの原子理論

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

量子力学とは、原子などのような微視的な物質の振る舞いを記述する枠組みである。この講義では、量子力学の基礎
的な概念について習熟することを目指す。また、実際の微視的な物理現象を解き明かすうえで、量子力学がどのよう
に役に立つかについても理解することを目指す。

反射率及び透過率2

37（東）
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

生産システムの生産効率性(1)

平常点（授業への積極的態度30%）、講義中に実施する小テスト（40%）、演習課題レポート（30%）を評価する。

テキスト：毎回の講義で資料を配布する。
参考書・参考資料等：「生産工学入門」岩田一明監修，NEDEK
研究会編著，森北出版，1997 (2,200円)

並列マシン・スケジューリング

生産システム・シミュレーション 種々のコンピュータ・シミュレーション技術

能力負荷計画

【 教  材  等 】 【 備考 】

生産システムの最前線

生産システムの生産効率性(2)

生産システムの運用(2)

【 評価基準 】

ジョブショップ・スケジューリング

生産システムの運用(1)

ものづくりは、素材・部品を加工し組み立てて製品へと変形させる水平方向の流れと、生産要求・計画から製造、生
産管理という垂直方向の二軸のモノ・情報の流れを有するシステム（生産システム）として捉まえることができる。
本講義では、製造活動を持続可能とするための生産システムの諸技術、機能、構造および振る舞いを理解する。ま
た、生産システムの生産性と効率性を解析および評価するための方法を、数理モデルやシミュレーション・モデルを
通じて習得することを目的とする。

・ 生産システムの諸技術を理解し、生産管理の基礎知識を習得する。
・ 生産システムのモデル（数理モデルとシミュレーションモデル）を理解する。
・ 生産システムの生産効率を解析・評価する技法を学ぶ。

生産システム特論
Advanced Manufacturing Systems

1･2

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

製造ラインの設計

ジョブショップ系生産システム(1)

ジョブショップ系生産システム(2)

テーマ 内容・方法   等

製造業における生産システムの概要

コンカレント・エンジニアリング

ライン系生産システム(1)

ライン系生産システム(2)

マシニングセル、フレキシブル製造システム

ルーティング・フレキシビリティ

担      当      者

ｽﾜ ﾊﾙﾋｺ
 諏訪 晴彦2

科      目      名 開講期 単位数配当年次

半期

・各回の事前に配布する資料を通読し、要点と質問事項を整理しておく（合計30時間）。
・各回の復習としての演習課題に取り組む（合計30時間）。

生産システムの最近の話題

【 事前・事後学習課題　】

【 指導方法と留意点 】

理論を理解するための演習を実施する。生産システム分析では、表計算ソフト（Excel)を利用するため、Excelの基
本操作（学部開講科目の「情報リテラシーII」）を習得しておくこと。

生産システムとは？

生産技術を支える情報システム

【 授業計画 】

M/M/1システムの理論

生産計画

M/M/1システムの演習

生産システム分析(1)

トランスファーライン、組立ライン

生産システム分析(3)

待ち行列システムの考え方

生産システム分析(2)

38（諏訪）
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

工作機械に要求される機能とその評価法

教員による講義に加え、学生による自主的な調査研究などを加味して、議論や質疑応答を通じて理解を深める。自ら
進んで調査するなど、積極的に参加することが望ましい。

【 授業計画 】

システムの信頼性と保全対策

テーマ

生産システムのあり方と今後の研究開発
課題

将来における高度な生産システムについて討論する。

機械加工システムにおける産業用ロボットの具体的な応用例を紹介
する。

精度、剛性、熱特性など、工作機械の重要な特性とその評価法を述
べる。

【 事前・事後学習課題　】

予め次回の講義プリントを配布するので、事前に通読しておくこと。また講義の後に当日の講義内容をまとめておく
こと。発表テーマが与えられた場合には、予め発表準備としてパワーポイントによる発表資料を作成し、当日そのコ
ピーを持参すること。

内容・方法   等

生産機械と生産システムの基本について紹介する。

有史以来のものづくりの歴史、特に工作機械について紹介する。

開講期

1･2 半期

【 授業概要・目的 】

単位数 担      当      者配当年次科      目      名

生産システムの主要な構成要素である工作機械および関連して用いられる産業用ロボットなどの関連機器を中心に、
生産機械の基本構成要素とそれらの基本的な制御方法、制御装置、システム構成について講述する。さらにこれら生
産機械の基本的な特性とその評価法、ならびに機械の高度化、高精度化、高速化、知能化、システム化などの現状と
将来の動向について討議・検討を行う。

【 到達目標 】

ﾓﾘﾜｷ　ﾄｼﾐﾁ
森脇　俊道2

工作機械や産業用ロボットなどの高度な生産機械について、その基礎から最先端の応用技術に至るまでの理解を深め
るとともに、実際にこれらの機械を操作・運用するための基礎的な知識を習得することを目的とする。

生産機械特論
Advanced Machine Tool Engineering

学生にはテーマごとの課題を与えて、予め自宅学習をさせ、その結果を発表する機会を設けて、発表内容を評価に加
える。最終評価は定期試験の評価７０％および課題発表と日常の講義態度を加味して３０％の評価点で合計の評価を
行う。

テキスト：テキストは特に使用しないで、講義ごとにプリン
トを配布するなど補助教材を使用する。
参考書・参考資料等：伊東・森脇著「工作機械工学」コロナ
社

最新工作機械の技術動向

産業用ロボットの分類と基本構成要素

産業用ロボットの応用技術

機械加工システムの構成

機械加工システムにおいて使用される産業用ロボットの基本を述べ
る。

工作機械と機械システムの診断・保全などについて紹介する。

【 教  材  等 】 【 備考 】

５軸MC,超精密工作機械、高速MCなど最新の工作機械技術を紹介す
る。

各種機械加工システムの事例紹介と特徴について述べる。

製品の形状、精度、機械と工具に関する各種計測技術を紹介する。機械加工システムにおける計測

加工機能、加工法に基づく工作機械の分類と、それらの特徴を述べ
る。

基本的な機械加工プロセスの種類とその特性について紹介する。

歴史的な経緯を含め、数値制御工作機械の基本について述べる。

NCプログラミングの基本から、先端的なCAMソフトまで概要を紹介す
る。

数値制御工作機械のソフトウェア

数値制御工作機械の原理と基本構成要素

工作機械の構造要素、主軸、送り機構など基本要素の紹介を行う。

本講義の概要と生産システムの基本構成

ものづくりと工作機械の歴史的な発展過
程

各種生産プロセスの概要

工作機械の分類と基本的な加工機能

汎用工作機械の基本構成要素と機能

39（森脇）
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

ｶﾜﾉ　ﾂﾈｵ
川野　常夫2

人間の生理・心理特性

デジタルヒューマンモデル、基礎と産業応用

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

通常は座学形式で進めるが、必要に応じて輪講形式やプレゼン形式で行う。

内容・方法   等

人間の体型特性、筋骨格特性

血流特性、疲労特性、反応時間、記憶特性

・人間工学、デザインと人間要素などについて、人間の生体計測方法、並びに人間の諸特性が、論理的に述べられ
る。
・生活器具や繊維・服飾デザインなどのプロダクトデザインにおける人間工学的設計手法が論理的に述べられる。
・労働集約型生産工場の工業管理技術において、人間工学的作業設計手法が論理的に述べられる。

【 授業計画 】

　人間工学は、人間が快適に効率的に、かつ安全に「もの」を使用できるように、あるいは「労働」ができるよう
に、機器や製品、施設、環境などを人間の心理、生理、身体の特性に適合させる技術または方法論のための学問であ
る。製品にとっては安全に使いやすいという付加価値を与えるため、また人間にとっては健康で生き生きと働けると
いう付加価値を与えるための追究がなされている。本講義では、プロダクトデザイン、インテリア設計、作業設計な
どに用いられる人間工学的方法について、基礎と応用、並びに国内外の研究開発動向などを学ぶ。

テーマ

ヒューマンエラー

サーブリック分析、作業動作、時間分析

人間工学の基礎

生体計測法

基本原理、実習

人間工学の定義、生産活動と人間工学のかかわり

生体計測データの統計処理

インテリアのための生体計測、生理計測、心理計測

ユニバーサルデザイン

人間のモデリング

デザインのための人間工学的手法、応用

担      当      者

パーセンタイル設計問題

配当年次

【 事前・事後学習課題　】

各回の１週間前に配布する予習プリントを読み、要点を整理するとともに、不明な点、疑問点などをメモしておくこ
と。また、当該授業終了後に、授業の内容および自らの考えをまとめ、レポート作成に備えること。（合計30ｈ）

科      目      名

人間工学特論
Advanced Ergonomics

開講期

1･2 半期

単位数

ニーズ、プロダクトデザイン、AHP分析、評価手法

生産工場と人間工学

動作解析

人間の身体的特性

ヒストグラム、散布図、σ、統計的検定

平常点（20%）、レポート課題（40%）、プレゼン課題（40%)の成績を総合して評価する。

参考書・参考資料等：工業管理技術の参考書として、「品質
管理のための統計学」技術評論社（2012）

ヒューマンインタフェース

動作分析

【 教  材  等 】 【 備考 】

【 評価基準 】

まとめ 人間工学的ものの見方、人間工学のパラドックス、総括

人体の力学モデル、逆動力学

分析、対策

原理、アフォーダンス、スキーマ

製品開発と人間工学

工場管理、作業設計、生産環境、生産現場の災害と防止

40（川野）
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隔週に行うテーマに応じた実験・演習レポートを評価し、到達目標に達しているかどうかを総合的に評価する。

テキスト：センシング工学　井口征士編（オーム社）
参考書・参考資料等：資料等プリントを配布する。

温度を測るセンサ

温度計測実験

計測システムの設計と評価

温度センサを用いた計測実験とデータ処理

AD変換、サンプリング定理、ノイズフィルタ、データ処理、可視化

【 備考 】

【 評価基準 】

【 教  材  等 】

温度センサの種類、接触型温度センサ、非接触温度センサ、温度分
布の可視化

隔週で行う実験結果を次回の授業までにレポートとしてまとめる。(合計30h)

雑音軽減のためのデータ処理ソフトウエアの開発

流量計測の原理、流量センサ、流速センサ

流速計測実験

レオナルドダビンチが芸術家であるだけでなく、すぐれた科学者であったことは、観察することが科学に必要な要素
であったことを物語っている。観察すること、すなわち計測することは、理学・工学にとっては重要な要素であり、
特にメカトロニクス機器の開発には必要不可欠の技術となっている。本科目は特にメカトロニクス機器に対応したセ
ンサ技術、計測制御用の各種センサ、トランスデューサの動作原理及び計測データ処理、基本的なアクチュエータに
ついて最近の研究成果を中心に学ぶ。

・メカトロニクス機器の開発に際して、適切なセンサとアクチュエータを選択でき、制御システムの構成を設計する
ことができる知識を身につける。コンピュータのインターフェースを通じて得られた計測データを統計処理し、必要
な情報を抽出できる。
・実験・演習による実践を通じて知識の定着をはかる。

2
センサー工学特論

Advanced Sensor Engineering

力センサの原理、代表例としてひずみゲージ、圧力・加速度・トル
クへの応用例について

【 事前・事後学習課題　】

センサとは

計測システムの設計演習

センサ、AD変換、データ処理、可視化までをシステムとしてとらえ
た計測システム

センシングデータ処理

力を測るセンサ

移動平均法を用いたデータ処理演習

色における錯誤体験実験

力センサを用いた計測実験とデータ処理

光センサの原理、エリアセンサへの応用、形を測る光・音センサ

光センサを用いた計測実験とデータ処理

センサに共通した事柄［信号調整（差動法・零位法・増幅・交直変
換・AD変換）・雑音処理］について

色と感覚の実験

力応用計測実験

光応用計測実験

開講期

テーマ

単位数 担      当      者

ﾊｼﾓﾄ　ﾏｻﾊﾙ
橋本　正治

【 授業計画 】

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

内容・方法   等

座学と実験を交互に行い、座学で学んだ知識を体験するすることで学びを深める。

配当年次科      目      名

【 指導方法と留意点 】

1･2 半期

センサを用いた計測システム

流速センサを用いた計測実験とデータ処理

流量・流速を測るセンサ

形・位置を測るセンサ

色を測るセンサ 光の波長と色、可視光と人間が感じる色の関係

41（橋本）
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平常点(20%)，課題及び演習(50%)，プレゼンテーション(30%)により評価する。

テキスト：必要に応じプリントを配布する。
参考書・参考資料等：必要に応じプリントを配布する。

【 教  材  等 】 【 備考 】

古典制御の復習

離散事象システムにおける故障診断と可診断性

制御工学の概要

オブザーバによる状態推定

離散事象システム

オブザーバを用いたシステムの状態推定と併合系

【 評価基準 】

可制御性と可観測性

形式言語とオートマトンの定義，それらを用いたシステムの記述

半期

状態方程式によるモデリング

各回のテーマに応じて課される演習課題の提出。また，発表課題のための調査と資料作成を行うこと。(合計30h)

講義のまとめ

制御工学の概要

状態方程式の解と時間応答

離散事象システムとその制御問題

極配置を用いたフィードバック制御系の設計法

スーパバイザ制御問題と可制御性，最大可制御部分言語

最適レギュレータ

システムの状態方程式による表現法

形式言語とオートマトン

制御の実応用

【 授業計画 】

テーマ

状態方程式の解の求め方と時間応答の計算

可制御性，可観測性の定義と判定法

内容・方法   等

開講期

1･2

状態方程式によるシステムの表現と状態フィードバックを用いた制御系の設計法について理解する。形式言語とオー
トマトンに基づくシステムの表現とその制御法について理解する。

科      目      名

【 到達目標 】

単位数 担      当      者

ﾔﾏｻｷ　ﾀﾂｼ
山﨑 達志

配当年次

【 授業概要・目的 】

2

制御の実応用の事例紹介

【 事前・事後学習課題　】

【 指導方法と留意点 】

板書を中心とした講義形式で行う。また、演習や文献紹介で理解を深める。

システム制御特論
Advanced System Control

本講義のまとめと総合演習

スーパバイザ制御

故障診断

ペトリネット

古典制御理論の基本事項

システム制御における代表的なアプローチについて学ぶため，前半では連続系のシステムを対象とする現代制御理論
について，状態方程式によるシステムの表現を紹介し，可制御性，可観測性の概念と状態フィードバックによる制御
について学ぶ。後半では事象駆動型のシステムを対象とする離散事象システム理論について，形式言語とオートマト
ンに基づくシステムの表現と，それらに対する制御法について学ぶ。

ペトリネットによるシステムの表現

極配置による制御系設計

評価関数の導入と最適レギュレータの設計法

42（山崎）
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テキスト：適宜資料を配布する
参考書：ロボティクス, 日本機械学会(著)，ISBN-
10:4888982082

各回の関連文献や資料を予め検索し読み込むことで関連知識を身につけること。また授業終了後、考えを整理し、レ
ポートの作成に備えること（合計30ｈ）。

【 評価基準 】

テーマ毎に実施する演習とレポートにより評価する。

【 教  材  等 】 【 備考 】

電子機械応用、操作インタフェース 人間活動支援ロボットにおけるインタフェースの例

まとめ 本講義の総括と今後のロボット研究の展望

【 事前・事後学習課題　】

ロボットにおける電子制御技術、ロボッ
トの動作計画

作業の実行プロセスと作業計画方法

生物に学ぶ情報処理 自己組織化マップと遺伝的アルゴリズムの応用例

電子機械、人間活動支援ロボットシステ
ムの例

福祉・活動支援のためのロボットの紹介

力覚センサ 力覚センサの紹介とロボットアームのハイブリッド制御法

距離センサとビジョン 測距センサ・ステレオビジョンによる環境認識

ロボットの逆運動学２
　(ヤコビ行列を用いた手法)

ヤコビ行列を用いた導出

電子計測制御、サーボ機構 アクチュエータの種類とセンサの紹介

触覚センサ 圧力センサからのデータの処理方法

ロボットの運動学２
　(同次変換行列の導出)

同次変換行列の導出

ロボットの逆運動学１
　(手先位置から関節角度軌道へ)

手元位置からの関節角度起動の導出

ロボットとは ロボットの歴史、基本構成の紹介

ロボットの構造 ロボットの機構例、代表的な機械要素の紹介

ロボットの運動学１
　(座標系の回転と併進)

座標の回転方法の理解

【 指導方法と留意点 】

研究論文や配布資料を基に輪読形式で講義を進める。

【 授業計画 】

テーマ 内容・方法   等

【 授業概要・目的 】

　電子機械システムの例である、産業用ロボットを取り上げ、ロボット工学の基礎、ロボットアームの構造と運動
学、動力学、制御システム、操作について学ぶ。さらにロボットシステムは様々な技術要素から構成されていること
を確認し、周辺知識である、電子計測制御、電子情報技術に関しても、センサやフィードバック制御等を通して理解
を深める。

【 到達目標 】

ロボットを構成する要素技術について理解する。要素技術を統合してロボットシステムを構成することを理解する。
ロボットの運動学を理解する。

ロボット工学特論
Advanced Robotics

1･2 半期 2
ﾖｺﾀ　ｼｮｳ
横田 祥

科      目      名 配当年次 開講期 単位数 担      当      者

43（横田）
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応力およびひずみと、それらの分布の求
め方

き裂周りの応力分布。割れ・き裂の発生。き裂の発生限界。

応力およびひずみと、それらの分布の求め方。限界ひずみ。引張り
強度。破断延性。

切欠き周りの応力分布の求め方。代表的な応力分布およびひずみ分
布。

切欠き周りの応力分布

破壊力学の基礎に関するまとめと事例計算。

1･2 2

【 授業概要・目的 】

破壊と関連する応力およびひずみ、ならびにその代表量の求め方を理解するとともに、それらを用いて構造物の安全
性および寿命を評価する手法を修得することを到達目標とする。このため、テーマとして、応力およびひずみとその
分布、き裂先端の特異応力・ひずみ場に基づく破壊力学等を用いた構造物の健全性および寿命評価手法を取り上げ
る。

【 到達目標 】

内容・方法   等

講義内容の理解を深め、理解度を調べるため、適宜 小テストをおこなう。

テーマ

【 授業計画 】

【 備考 】

【 評価基準 】

【 教  材  等 】

小規模降伏

弾塑性状態下のき裂先端近傍の応力とひ
ずみ

弾塑性状態下のき裂先端近傍の特異応力・ひずみ場（HRR特異場）。
J積分。

クリープ強度。クリープき裂成長。クリープ疲労き裂成長。クリー
プJ積分。応力腐食割れ。環境強度。環境き裂進展。

高温、環境条件下の強度評価

弾塑性破壊じん性。J支配き裂成長。破壊じん性に及ぼす温度の影
響。環境の影響。経年劣化の影響。

破壊力学に関する基本的な事項について、小テストと定期試験を行う。成績は定期試験70％、平常点（小テスト・レ
ポートを含む）30％として評価する。

疲労強度。S-N曲線。疲労限度。疲労き裂成長。下限界応力拡大係
数。残存寿命。

界面強度評価

テキスト：資料は配布する。
参考書・参考資料等：「破壊力学入門」，日本材料学会。

【 事前・事後学習課題　】

き裂に対する破壊力学の概要

線形弾性のもとにおける、き裂先端近傍の特異応力場。応力拡大係
数。小規模降伏。

異種接合材の界面強度。界面破壊力学。特異性指数。応力特異場パ
ラメータ。

健全性評価のための数値的手法 講義の総括。

事前に配布された資料を予め通読のうえ、要点を整理しておくこと。また与えられた課題についてレポートを書くこ
と。（合計30ｈ）

健全性評価のためのモニタリング・計測 非破壊検査手法。モニタリング手法。健全性評価。

小規模降伏条件下のき裂発生と不安定き裂成長。線形弾性破壊じん
性。

弾塑性破壊じん性

線形弾性破壊じん性

塑性の影響。小規模降伏

疲労強度評価

科      目      名

半期
材料力学特論

Advanced Strength of Materials

【 指導方法と留意点 】

エネルギー解放率。コンプライアンス

破壊力学の基礎

配当年次 開講期 単位数 担      当      者

ｸﾎﾞ　ｼﾛｳ
久保　司郎

構造健全性の重要性と、構造健全性を評価するための手法について
概説する。

構造物やその部材に外力が作用すると、破損や破壊を起こすことがある。これらを防止することは、構造物の健全性
評価と安全性確保に必要である。
本講義では、構造物に切欠きやき裂がある場合を含め、構造物の健全性を評価し、安全性を確保する手法について議
論する。まず、破壊を特徴付ける応力とひずみの求め方について述べ、切欠きやき裂がある場合の応力の分布につい
て議論する。特に、き裂がある場合には破壊力学的取扱いに基づき、き裂先端近傍に表れる特異応力分布について論
じ、応力分布がエネルギーとどのように関連するかを議論する。応力分布とそれを代表する力学量を用いた不安定破
壊、疲労、環境破壊、高温破壊などに対する応用について論じる。さらに、健全性評価のためのモニタリング・計測
と数値的手法について述べる。

構造健全性評価の意義と手法

き裂先端近傍の応力分布と応力拡大係数

エネルギーバランスに基づく不安定破壊の開始条件。Griffithの理
論。エネルギー解放率。変形能を表すコンプライアンス。

44（久保）
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【 授業概要・目的 】

 はじめに 　ﾌﾟﾘﾝﾄ配布、講義の趣旨、留意点

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

金属材料の強靱性を支配する要因を原理的に理解することは、すべての機械装置の開発・設計に欠かせない。同じ成
分組成の材料でも、加工度や熱処理工程の違いにより全く強靱性が異なった材料となる。そこで、本講では、最も重
要な要因である格子欠陥、特に転位の諸性質とその振る舞いについて詳しく学び、次に材料の組織を決める要因であ
る凝固、相変態、回復・再結晶、拡散、析出について学び、このような現象と転位論がどう関連しているか理解す
る。以上により、金属材料の強靱化機構を、加工強化、粒界強化、析出強化、変態強化の各素過程ごとに定量的に把
握しながら、材料の強靱化設計ができるようにする。

１．転位論を習得し、強靱化機構との関連を理解する。
２．金属材料の強靱化設計ができるようにする。

教科書と時に論文をまじえ講義を行い、理解を深めるため演習問題も実施する。

【 授業計画 】

テーマ

ﾂｼﾞﾉ　ﾘｮｳｼﾞ
辻野　良二

科      目      名 開講期 単位数配当年次 担      当      者

金属物理学特論
Advanced Physical Metallurgy

1･2 半期 2

【 備考 】

【 評価基準 】

小テストとレポートにより評価する。

【 教  材  等 】

下記から抜粋しﾌﾟﾘﾝﾄとして配布する。
Dislocations and Plastic Flow in Crystals
（A.H.Cottrell）

l l d （ h l ）等

　　　　　　転位のエネルギー 　転位を作るための仕事、転位の芯のエネルギー、転位の張力

内容・方法   等

　転位論　　転位の幾何学 　転位とは何か、バーガース回路、転位の合成・分岐

　　　　　　転位の周りの歪と応力 　らせん転位、刃状転位の周りの応力場、弾性体の運動方程式

　　　　　　転位に働く力と転位の運動 　転位に働く力、転位の運動、フランクリード源

　凝固－２ 　平衡分配係数、実行分配係数

　　　　　　転位に対する摩擦力

　凝固－１ 　核生成、凝固組織、連続鋳造

　　　　　　結晶粒界の転位模型

　転位を動かすのに必要な力、パイエルス近似

　結晶粒界の構造、移動

　　　　　　転位と点欠陥との相互作用 　弾性的、電気的、化学的、幾何学的相互作用

各回の内容に関する課題問題を課すので、次回の始めにA4１枚程度にまとめて提出すること。

　回復・再結晶 　回復・再結晶の構造変化、役割

　加工、粒界、析出、変態の各強化機構と定量化　強化機構

　拡散　析出 　拡散、析出、時効の機構

　相変態 　相律、状態図、同素変態、無拡散変態

　偏析、組成的過冷　凝固－３

【 事前・事後学習課題　】
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振動制御（３） スカイフックダンパ、最終レポートに向けた演習

【 教  材  等 】 【 備考 】

テキスト：資料を配布する。
振動工学の図書を参考にする。

作成プログラムの相互評価 最終レポートに向けた総括的検討

【 事前・事後学習課題　】

事前：機械力学、制御工学（周波数応答、ボード線図）を復習しておくこと。MATLAB、行列、対数尺の扱いも復習し
ておくとよい。学習：MATLABのプログラムや演習課題をよく学習して最終レポートに備える。

【 評価基準 】

平常の受講姿勢30%、都度の課題とMATLABのプログラム作成30%、最終レポート40%で評価する。

剛体系の振動（３） モード座標とその解析、演習

振動制御（１） モデルのブロック図と振動制御、演習(MATLABによるプログラム)

振動制御（２） 機械系の誤差と振動制御、演習

多自由度系の振動（３） モード座標とその解析、演習

剛体系の振動（１） 並進と回転の力学、演習(MATLABによるプログラム)

剛体系の振動（２） 剛体系のモデル化、演習

振動の計測（２） 構造物の応答と計測、伝達関数による評価

多自由度系の振動（１） 2自由度系のモデル化と解析、演習(MATLABによるプログラム)

多自由度系の振動（２） 多自由度系のモデル化、演習

1自由度系の振動（１） 微分方程式によるモデル化、演習(MATLABによるプログラム)

1自由度系の振動（２） 伝達関数と周波数応答、演習

振動の計測（１） 時間領域、周波数領域

板書とPPTを併用するが、MATLABを用いたモデル化を行い、その演習と並行させて理解を助ける。

【 授業計画 】

テーマ 内容・方法   等

講義の概説 動的モデル、振動の計測から振動制御

【 授業概要・目的 】

機械の力学的特性、なかでも動的な特性を知ることは機械そのものの目的を実現するうえで欠くことができない。動
的な特性の求め方、さらにその解析から計測そして制御まで学ぶことで動力学的視点から機械を見る習慣をつけてほ
しい。
振動の問題解決は、人体の知覚や安全の問題だけではなく、産業の基盤、特に精密産業やその計測にも欠くことがで
きないことはあまり知られていない。講義の中では具体的な事例を取り入れ、その計測や制御といった例にも時間を
取り、基礎的な学習から実業とのつながりまでを学ぶ。

【 到達目標 】

振動の周波数応答を理解して各種の応答関数の意味を知る。座標変換、特にモード座標系について基本を理解をして
多自由度モデル、剛体系モデルが扱える。
MATLABによる初歩の振動制御プログラムが書ける。

【 指導方法と留意点 】

機械力学特論
Advanced Machanical Dynmics

1･2 半期 2
ﾔｽﾀﾞ　ﾏｻｼ
安田　正志

科      目      名 配当年次 開講期 単位数 担      当      者
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科      目      名

熱工学特論
Advanced Thermal Engineering

開講期

1･2 半期

単位数 担      当      者

ｲｯｼｷ　ﾖｼﾋﾛ
一色　美博2

配当年次

熱システムを含む機械製品の開発において、数値シミュレーション技術の重要性が増している。製品開発では、信頼
性向上のための応力・振動解析、性能向上のための熱流体・騒音解析などが実施されている。このような構造物の安
全性、流れとエネルギーなど応用的な工業の事象の解析には差分法、有限体積法、有限要素法など様々な数値解析手
法が開発されており、事象に応じて各手法が使い分けられている。これらの手法のなかでも汎用性の高い有限要素法
は数値シミュレーション技術の核となっている。本科目では、有限要素法について、その基礎を理解するとともに問
題解決のためのツールとして解析ソフトウェアを利用する方法を学ぶ。

工業数理基礎における応用的な数理処理として、有限要素法の基礎知識を習得する。一次元ヘルムホルツ方程式およ
び二次元ラプラス方程式の有限要素式が導出できる。自分で設定した問題について有限要素解析ソフトウェアを用い
て解き、解析結果を評価できる。

有限要素法で必要となる演算法(2)　　

テーマ

有限要素法で必要となる演算法(1)　　

内容・方法   等

・基本関数､導関数､数値積分､微分方程式

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

前半の有限要素法の基礎を学ぶ内容では、受講生各自が予習した範囲を順番に説明する輪講形式とする。後半の解析
ソフトウェアを用いた演習では、各自が設定した問題を解析するので予め解析対象を考えておくとよい。

【 授業計画 】

・スカラーとベクトル､グリーンの定理､連立方程式

平常点(20％)、課題レポート(50％)、プレゼンテーション(30％)の総合点で評価する。

テキスト：「Internet-College of Finite Element Method」
(Web版)
参考書・参考資料等：「工学解析入門」CAD/CAE研究会編、理
工学社、2001(3045円)

ANSYSを用いた演習(1) 　　　　　

ANSYSを用いた演習(2) 　　　　　　

問題設定と解析方針　　　　　　　

・修正モデルによる解析

ANSYSによる解析(2)

・流体解析､熱流体解析

・各自が興味のある熱流動現象に対して問題を設定する。
・数値解析の方針を検討する。

【 教  材  等 】 【 備考 】

【 評価基準 】

ANSYSによる解析(3)　　　　　　

・構造解析､伝熱解析

【 事前・事後学習課題　】

・一次元ヘルムホルツ方程式､重み付き残差法

ラプラス方程式の有限要素式(1)　　　

・剛性マトリクス､ラプラス方程式の有限要素式

・熱伝導方程式､熱伝導率､三角形要素

ヘルムホルツ方程式の有限要素式(1)　

・一次要素､要素積分

・ヘルムホルツ方程式の有限要素式

ヘルムホルツ方程式の有限要素式(2)　

ヘルムホルツ方程式の有限要素式(3)　

ラプラス方程式の有限要素式(2)　　　

各回の教材を通読、要点を整理し輪講に備える（14ｈ）。課題レポート・プレゼンテーション資料の作成（16ｈ）。

ANSYSによる解析(4)　　　　　　 ・ケーススタディ、解析結果の評価

ANSYSによる解析(1)
・計算モデルの作成
・境界条件などの設定

・解析結果の検討と計算モデルの修正

解析結果のまとめとプレゼンテーション
・解析結果のまとめ
・プレゼンテーション
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平常点50%、課題50%程度として評価を行う。

テキスト：　資料を配付する。
参考書・参考資料等：流体機械に関する多くの書物が出版さ
れているので参考にしてください。

損失と効率

キャビテーション

旋回失速とサージング

風車、水車の種類と性能について説明する。

流体軸受け 流体潤滑理論による流体軸受けの考え方について説明する。

特殊流体機械 流体機械の応用例について説明する。

流体潤滑理論の基礎について説明する。

風車、水車

ターボ機械の運転条件について説明する。

損失と効率について説明する。

【 教  材  等 】

1･2 半期

タービン、水車、ポンプなどの原動機および被動機である流体機械は機械システムを構成する重要な工業製品であ
る。本講義では流体機械に関する基礎的な知識を修得し、流体機械設計に関する素養を養う。さらに空気輸送技術や
人工臓器などの応用的な技術について講述する。

・　流体機械に関する基礎知識を習得し、基礎的な計算を行うことが出来る。
・　流体機械を用いた応用技術について理解を深めることを目標とする。

【 到達目標 】

【 備考 】

【 評価基準 】

運転

【 授業計画 】

流体潤滑理論

基礎理論

流体機械の構成要素

キャビテーションについて説明する。

ターボ機械の基礎理論について説明する。

【 事前・事後学習課題　】

レポートの作成（合計30ｈ）

流体機械の構成要素について説明する。

軸流式羽根車

遠心式ターボ機械について説明する。

斜流式ターボ機械について説明する。

軸流式ターボ機械について説明する。

遠心式羽根車

斜流式羽根車

旋回失速とサージングについて説明する。

送風機 送風機の種類と性能について説明する。

担      当      者

ﾎﾘｴ　ﾏｻｱｷ
堀江　昌朗2

テーマ

流体機械概要

内容・方法   等

流体機械の分類について説明する。

配当年次科      目      名

流体機械特論
Advanced Fluid Machinery

開講期 単位数

【 授業概要・目的 】

【 指導方法と留意点 】

資料を配付し、その説明と演習を行います。また、適宜課題を与えます。
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【 授業計画 】

科      目      名

動的荷重の基本事項について演習問題で確認する。

開講期

1･2 半期

配布した英文資料を事前に読み、講義中に要点を発表する。同様に、英文資料中の演習問題についても事前に解答を
準備し、講義中に発表する。

Basic Concepts

Theramal Deformation

【 指導方法と留意点 】

テーマ

Combined Stress

Dynamic Loading and Alternating Stress

はりのたわみの基礎理論について解説する。

S.F.DおよびB.M.D.の描き方と意味について解説する。

内容・方法   等

構造工学に必要な材料力学の基本知識について復習する。

熱変形、熱応力について解説する。

組み合わせ応力について解説する。

Practice Problems (1)

6～9回の講義に対応する演習問題を解答、解説する。

複雑な条件のトラスの変形について解法を解説する。

許容応力の考え方と強度設計について解説する。

11～13回の講義に対応する演習問題を解答、解説する。

Truss Deflection(2)

Beam Deflection（1）

Truss Deflection(1)

Practce Problems (2)

Beam Deflection(2)

Shear and Bending Momdent Diagrams（2） 複雑な条件のS.F.D.およびB.M.Dについて解法を解説する。

複雑な条件のはりのたわみについて解法を解説する。

Shear and Bending Moment Diagrams(1)

1～4回の講義に対応する演習問題を解答、解説する。

トラスの変形の基礎理論について解説する。

単位数 担      当      者

ｷｼﾓﾄ　ﾅｵｺ
岸本 直子2

現実の機械の設計・製造には、材料力学に基づく構造工学の知識が不可欠である。また技術英語を正確に読んで理解
し、課題を解決する能力も求められている。本講義では、英語で書かれた簡単な構造工学の資料を読んで、基礎を理
解し、英文の演習問題に取り組むことで、実践力をつけることを目的とする。

・ 現実の機械の設計・製造に必要な構造工学の基礎を習得する。
・ 技術英語を読み、理解する。

配当年次

構造工学特論
Advanced Structural Engineering

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

平常点（英文資料の要点発表30%）、講義中に発表する演習問題の解答（40%）、総合演習課題レポート（30%）から
評価する。

テキスト：授業中に演習問題付きの英文の資料を配布
参考書・参考資料等：M.R. Lindeburg, Engineering Traning
Reference Manual, 8th Edition, 2002

Stress Design and Strength Design

全講義を総括する演習問題を解答、解説する。

Practice Problems(3)

【 教  材  等 】

【 事前・事後学習課題　】

【 備考 】

【 評価基準 】

Practice Problems (4)

英文の資料を事前に読み、資料中の演習問題を解いてくること。（合計40ｈ）また、授業終了後は、事前学習でわか
らなかった英文や演習問題に、授業内容を参考に再度取り組んでおく。（合計20ｈ）
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到達目標に対して授業への取組み状況20%、授業における発表・ディスカッションの評価40%、提出レポートの内容
40%で総合評価する。

テキスト：　配付資料等を使用
参考書・参考資料等：大学図書館に所蔵されている電気エネ
ルギー関係の書籍を参考にしてください。

再生可能エネルギー（２）

再生可能エネルギー（３）

総括

各種エネルギー貯蔵システム

エネルギーシステムに関する課題とディスカッション

風力発電システムの構成、各種風車の特徴、風力発電機

【 教  材  等 】 【 備考 】

分散型電源

配電方式、スマートグリッド、スマートハウス

コジェネレーション、マイクロガスタービン、燃料電池

高電圧直流送電、異周波数連系、非同期連系

【 事前・事後学習課題　】

エネルギーの輸送と供給（３）

火力発電システム

原子力・核エネルギー

エネルギーの発生と変換

【 到達目標 】

2

【 授業計画 】

ウランなどの原子と核分裂、核分裂連鎖反応

太陽電池の種類・特徴、太陽光発電システムの構成、太陽電池の電
気的特性

各種水力発電、揚水発電、ダムや水車の分類、水力発電設備

原子力発電システム

内容・方法   等

エネルギーの種類、エネルギー変換、熱サイクル、蒸気動力サイク
ル

火力発電の種類、火力発電設備

エネルギー貯蔵システム

図書館所蔵の電気エネルギー工学、エネルギー変換工学、電力工学等の書籍を通読のうえ、各回の授業テーマに関す
る要点を整理しておくこと。また当該授業終了後、復習をし、最終回における課題とディスカッションに備えるこ
と。

エネルギーの輸送と供給（１）

【 評価基準 】

担      当      者

ﾎﾘｳﾁ　ﾄｼｶｽﾞ
堀内　利一

配当年次

海洋エネルギーを利用した発電システム、地熱発電システム

エネルギーの輸送と供給（２）

原子炉の原理・種類、原子力発電設備

【 授業概要・目的 】

【 指導方法と留意点 】

エネルギー輸送の分類、三相交流送電、同期連系

上記のエネルギーシステムについて十分理解した上で、その知識を総括し、エネルギー問題や将来のエネルギーシス
テムについて技術的な討論ができることを目標とする。

配付資料およびプロジェクターによる講義と、レポート課題に対するディスカッションを実施。レポート課題は随時
出題する。

エネルギー需要の動向、電力システムの変遷エネルギーシステムの変遷

単位数

再生可能エネルギー（１）

科      目      名

エネルギーシステム工学特論
Advanced Energy System Engineering

開講期

1･2 半期

水力発電システム

地球規模でエネルギー問題・環境問題が深刻化してきているが、この状況を把握するには、人類の活動を支えるエネ
ルギーシステムとはどういったものかを理解する必要がある。授業では、電力を中心とするエネルギーシステムの変
遷、エネルギーの発生と変換、大規模集中型発電システム、分散型電源システム、再生可能エネルギーによる発電シ
ステム、エネルギーの輸送と供給、エネルギー貯蔵システムについて学習し、理解することを目的とする。

テーマ
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
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12
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14

15

成績評価は平常点とレポートにより行う。

テキスト：赤澤堅造「生体情報工学」東京電機大学出版局
参考書・参考資料等：赤澤堅造・星宮望「筋運動制御系」昭
晃堂　必要に応じて適宜プリントを配布する。

生体信号の福祉機器制御への応用事例を説明する。福祉工学への応用 (1)

福祉工学への応用 (2)

【 教  材  等 】 【 備考 】

BMIの現状と機器制御への展開について解説する。

【 評価基準 】

授業中に指示したテキスト記載の章末問題を解く。

データ処理で用いられる誤差逆伝搬法を解説する。

筋の神経制御を解説する。

【 指導方法と留意点 】

細胞膜と活動電位の発生機序を解説する。

医用生体工学の概要 

ニューロンと神経回路網 (1)

神経筋制御機構 (2)

ニューロンと興奮の伝搬について解説する。

人工神経回路網と学習機械 (1)

人工神経回路網と学習機械 (2)

神経筋制御機構 (1)

【 授業計画 】

受容器と感覚情報の関連性を解説する。

テーマ 内容・方法   等

講義形式で行う。ただし、受講生の希望があれば生体信号計測など実習を取り入れることもある。

1･2 半期

本講義では医用生体工学に関して、生体内における細胞・神経回路網の特性とその仕組みを取り入れた学習機械の原
理、筋運動制御機構の構成、筋電図などの生体信号計測・処理法、それら生体機能の特性を用いた福祉機器ついて講
義する。

【 授業概要・目的 】

・生体における神経回路網や筋運動制御機構における知識を理解すること。
・生体信号の計測・処理法とその応用事例を理解すること。

【 到達目標 】

ニューロンと神経回路網 (2)

ガイダンス及び医用生体工学の概要を述べる。

筋の収縮と張力制御を解説する。

データ処理で用いられる形式ニューロンを解説する。

【 事前・事後学習課題　】

生体信号計測における計測制御機器について解説する。

神経の結合様式と脳の構造について解説する。

生体の記憶と学習について解説する。

ニューロンと神経回路網 (3)

ニューロンと神経回路網 (4)

ニューロンと神経回路網 (5)

神経筋制御機構 (3)

生体電気信号計測 (1)

生体電気信号計測 (2)

筋活動と生体信号である筋電図の概要を解説する。

生体信号計測におけるデータ測定法について解説する。

担      当      者

ｵｸﾉ　ﾘｭｳﾍｲ
奥野　竜平

配当年次科      目      名

医用生体工学特論
Advanced Biomedical Engineering

開講期

2

単位数
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到達目標に対して、平常点50%、設計課題30%、レポート点20%で評価する。

資料を配布する。
参考書：「知の創成」 R.Pfeifer著 共立出版株式会社
(13,650円)

ロボット設計(3)

ロボット設計(4)

【 教  材  等 】

簡単なプログラミングを行う。

講義についてまとめを行い、期末レポートを作成・提出する。

【 備考 】

【 評価基準 】

【 事前・事後学習課題　】

・配布資料についてあらかじめ熟読し、要点を整理しておく（合計5h）。
・ロボットの行動設計について改良点を事前に考えておく（合計8h）。　・期末レポートの作成（合計2h）。

まとめ

課題成果発表 設計したロボットについてデモを行い、ディスカッションを行う。

ロボット設計(5)

単位数 担      当      者

ｶﾀﾀﾞ　ﾖｼｱｷ
片田　喜章2

身体性認知科学

【 授業概要・目的 】

テーマ

ロボットにおける知能の研究

科      目      名

知能ロボット特論
Advanced Intelligent Robotics

開講期

1･2 半期

配当年次

高度経済成長期には工場における生産ラインの自動化に伴い、産業用ロボットが普及した。さらに近年ではエンター
テイメントロボットや救助ロボットなど多くのロボットがマスメディアを通して紹介されている。しかしながら、現
在私たちの日常生活や身の周りでロボットを目にするという状態には至っていない。これにはロボット工学の特徴・
問題が深く係わっている。本科目では、ロボット工学の基礎を踏まえ、さらに高度なロボット工学を学ぶ。特に、人
間の日常生活において活躍するロボットの実現に必要であり、先端技術の一つでもあるロボットの知能化について、
自律性をキーワードとして講述する。

ハードウェア技術およびコンピュータシステム技術の結晶であるロボット工学の現状を理解し、ロボットの知能化に
は何が必要かを理解する。ソフトウェア技術演習を交えて電子回路の設計を行い、ロボットに簡単な行動を行わせる
ことができる。講義の後半には知能ロボット設計を行い、ロボットと環境の相互作用から創発するロボットの知能と
は何かを理解する。

ロボットの行動を作ってみる。

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

ロボット設計(2)

サブサンプション・アーキテクチャ(2)

ロボット設計(1)

ロボット設計演習に用いる教材の扱い方について学ぶ。

ロボット工学の現状・ロボットの知能研究について解説。

身体性認知科学の基本概念を学ぶ。

移動ロボットへの適用例について学ぶ。

昆虫型ロボットへの適用例について学ぶ。

ロボット設計演習に用いる教材の扱い方について学ぶ。

内容・方法   等

講義の前半では講義形式を取り、資料を配布する。その内容について、参加者全員で議論を行い理解を深める。講義
の後半では自律型サッカーロボットの設計を通して、ロボットと環境の相互作用について自ら経験し、その知識を深
める。

【 授業計画 】

今年度の行動設計のテーマを教員から提示する。

身体性認知科学に基づくブライテンベルグ・ビークルについて学
ぶ。

ブライテンベルグ・ビークル

サブサンプション・アーキテクチャ(1)

ロボット設計(8) これまでの講義をもとにロボットの行動を設計する。

ロボット設計(7) これまでの講義をもとにロボットの行動を設計する。

ロボット設計(6) これまでの講義をもとにロボットの行動を設計する。
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単位数 担      当      者

【 教  材  等 】 【 備考 】

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

プラズマの集団運動２
　（プラズマ中の電磁波）

板書とスライドを使って講義する。常に質問するつもりで聞くこと。

【 授業計画 】

核融合研究

配当年次科      目      名

プラズマ工学特論
Advanced Plasma Engineering

開講期

1･2 半期

荷電粒子の運動１
（サイクロトロン運動、E×Bドリフト）

荷電粒子の運動２
（その他のドリフト、磁気ミラー効果）

プラズマの記述階層

プラズマは地上から宇宙まで様々なスケールで存在する。プラズマは衝突が少なく、平衡状態に緩和する時間が長い
ため、数学的な記述方法に階層があり、階層に応じて微視的現象、巨視的現象、およびそれらを結合した現象が存在
する。本講義では、このようなプラズマの多様性について説明し、この多様性が自然界や人工的な高温プラズマ現象
の中でどの様に現れるかについて述べる。その上で、プラズマ中で起こる色々な現象の定量的解析を示し、プラズマ
現象の本質を講述する。
本講義では、プラズマの記述方法を理解させ、それを用いてプラズマ中で起こる現象を把握し、最終的には応用解析
ができる様にすることを目的とする。

プラズマの各種方程式を理解させ、それを用いてプラズマ中で起こる現象を解析、理解する能力を身につけさせるこ
とを最終的な到達目標とする。これにより、工業基礎技術や、電気基礎がどのような形で応用に生かされているかを
知ることができる。

ﾀｸﾞﾁ　ﾄｼﾋﾛ
田口 俊弘2

テーマ

プラズマとは何か

デバイ長と衝突の効果

内容・方法   等

原子構造と電離、放電の原理、放電の応用、自然界のプラズマ

プラズマの記述法、デバイしゃへいとデバイ長、クーロン衝突

荷電粒子の運動方程式、一様電磁界中の運動、ドリフト

数学的な部分が多いので、微積分・線形代数などの数
学を勉強しておいてください。

学生に対する評価　レポートなどで総合的に評価する。

教科書は特に用意しない、適宜資料を配布する。

レーザープラズマ１
　（レーザーの原理）

レーザープラズマ２
　（プラズマ中の非線形効果）

磁気流体力学１
　（MHD方程式と磁気平衡）

磁気流体波、磁気流体力学不安定性、宇宙でのプラズマ現象

超高強度レーザー、相対論的効果、実験の現状

コンピュータシミュレーションによるプ
ラズマ解析

プラズマの解析手法、流体シミュレーションと粒子シミュレーショ
ン

レーザーの発振原理、各種レーザーの現状

縦波と横波、プラズマ中の電磁波伝播

【 事前・事後学習課題　】

各回に配った教材により講義で学んだことを復習し、要点を整理して次回の講義に備えること。特に、物理的意味の
把握に努め、プラズマの全体像と応用分野の重要性を把握して期末レポートの作成に備えること。（合計30ｈ）

各種ドリフト、磁気ミラーとプラズマの閉じ込め

プラズマ振動、プラズマの記述階層、分布関数と非平衡性

流体方程式の導出、摂動論の基礎、プラズマ中の静電波

原子核の構造、核分裂と核融合、ローソン条件、磁場閉じ込め核融
合

超高強度レーザー科学

慣性閉じ込め核融合の現状 レーザー核融合の原理、実験の現状、高速点火レーザー核融合

高強度電磁波による非線形現象、電磁波の非線形散乱

磁気流体力学２
　（MHD波と不安定性）

磁気流体方程式、磁気圧、磁力線凍結定理

プラズマの集団運動１
　（プラズマ中の静電波）
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・原子核反応で発生する核エネルギーと放射線に関する基礎知識を修得する。
・原子力発電をはじめ産業における核エネルギーの利用に関して、工業や医療など応用分野における核エネルギーの
利用技術について理解する。

配当年次

【 授業概要・目的 】

開講期

放射線の基礎

環境放射線と放射性同位元素、誘導放射能、即発放射線

調査課題の発表

核反応による放射線の発生

ホウ素中性子捕捉療法(BNCT)の概要、原子炉および加速器の利用

大強度陽子加速器施設(J-PARC)の核変換物理実験

軍事利用

核変換処理の研究

がん治療法の開発

ウラン濃縮技術、第2次世界大戦時のマンハッタン計画

プルトニウムの利用、核燃料の再処理、高速増殖炉開発の今後核燃料サイクル計画

報告後にレポートを提出

施設見学／実習

利用法の分類、安全な取り扱いと国際放射線防護委員会の勧告

X線CTなどの診断利用、γナイフなどの治療利用、食品照射

工業利用、農業利用

放射線応用技術

1･2 半期

【 到達目標 】

科      目      名

核エネルギー応用特論
Advanced Nuclear Energy Application

単位数 担      当      者

ﾔﾏﾓﾄ　ｼﾞｭﾝｼﾞ
山本　淳治2

　原子力発電はウラン原子の核分裂反応によって発生したエネルギーを電気エネルギーに変換しており、微少な原子
核から大きなエネルギーが発生するため、原子核反応ではそのエネルギー密度が非常に高いことが特徴である。この
特徴を活かした核エネルギーの利用技術が原子力発電以外にも展開されており、新たな研究も行われている。本科目
では、核エネルギー応用の現状と研究開発について講義する。また、核反応によって生成し、エネルギーのキャリ
アーでもある放射線に関する利用技術についても産業分類別に体系的に述べて、放射線についての理解も深めること
を目的としている。

【 指導方法と留意点 】

原子力発電

内容・方法   等

原子核の構造、核分裂反応と核融合反応、生成核の性質

核反応断面積、質量欠損と発生エネルギーの計算

電力の発生、事故と防災対策、事故例と国際評価尺度

　履修者は事前に提示した調査課題のレポートを提出し、発表と質疑応答を行う。期末には原子力施設の見学または
実習を行い、レポートを作成する。

【 授業計画 】

テーマ

核反応の基礎

核エネルギーの発生

【 事前・事後学習課題　】

中間期に行う課題発表の調査・発表準備・レポート作成、期末期に行う報告会の資料準備とレポート作成（合計30
ｈ）

発表後にレポートを提出

基本的性質、種類、測定原理と放射線計測、放射線管理

ラジオグラフィー、トレーサー、殺菌・滅菌、放射化分析

授業時における討論（20%）、調査課題等のレポート（50%）およびプレゼンテーション（30%）を総合して評価す
る。

テキスト：資料を配付する。
参考書・参考資料等：関井康雄ほか，ｴﾈﾙｷﾞｰ工学(電気書院)
　　　  石榑顕吉ほか，放射線応用技術ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ(朝倉書店)

【 教  材  等 】 【 備考 】

【 評価基準 】

原子力関連施設を訪問し、見学もしくは実習の実施

医学・生物学利用

施設見学／実習の報告会
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画像処理と受講者の研究分野を考慮した論文紹介

3-1 多面体、 3-2ソリッドモデルの形状表現、 3-3 曲線・曲面

6-1 2値画像処理、 6-2 領域処理、 6-3 パターンマッチング、　6-
4 パターン認識

6-5 動画像処理、 6-6 3次元再構成

内容・方法   等

1-1 ビジュアル情報処理とカメラモデル、 1-2 座標系とモデリン
グ、 1-3 ビジュアル情報処理の幾何学モデル（～1-3-3）

1-3 ビジュアル情報処理の幾何学モデル(1-3-4～)、
1-4 ビジュアル情報処理の光学的モデル、1-5 ディジタル画像

1-6 画像処理の分類と役割、 (補足) カメラの基礎知識

2-1 画像の性質を表す諸量、  2-2 画素ごとの濃淡変換

2-3 領域に基づく濃淡変換、  (補足)画像の空間周波数と周波数
フィルタリング、 2-4 そのほかの処理

ディジタルカメラモデル (2)

ディジタルカメラモデル(3)

画像の濃淡変換とフィルタリング処理 (1)

画像の濃淡変換とフィルタリング処理 (2)

8-1 コンピュータ、 8-2 ビジュアル情報処理システム

輪講の進行状況に応じて補足資料を配布する。

講義・輪講における質疑応答の状況から到達目標の理解度を評価し、講義への貢献姿勢・レポート点・発表点を加味
して総合的に評価する。

・教科書：「ビジュアル情報処理」CG-ARTS協会(2,700円)
・参考書：「はじめてのデジタル画像処理」
          山田宏尚著 技術評論社(2,678円)

画像からの情報の抽出 (1)

画像からの情報の抽出 (2)

画像入出力と伝送・蓄積のための処理

システムと規格 (1)

7-1 入出力に関わる処理、  7-2 画像符号化

【 教  材  等 】 【 備考 】

8-3 入出力装置、　8-4 画像フォーマットと記録方式

論文紹介 (2) 受講者の選定した英文論文の紹介

A1 知覚 、A2 知的財産権（ビデオ講座）

システムと規格 (2)

論文紹介 (1)

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

モデリング (2)

教科書を用いて輪講形式で受講者が順に講義とディスカッションを行う。重要ポイントでは詳しい解説講義を行う。
また、随時レポート課題を出題する。

【 事前・事後学習課題　】

・輪講担当者はPCによる説明資料を準備し、必要に応じ事前（または事後）に資料を配布すること。
・輪講担当以外の受講者は事前に教科書の該当範囲を一読し、積極的な議論を通じて理解を深めること。

【 授業計画 】

画像の知覚

視覚情報を処理する技術は、情報通信分野におけるキーテクノロジーの一つである。本講では主に画像処理に着目
し、デジタル画像の獲得、記述と処理に関する知識と基本原理について学ぶ。光学画像の基礎知識から、デジタル画
像への変換、画像データの記述・保存、画像特性の指標とその獲得、画質の改善、画像変換、画像特徴の抽出、画像
特徴量の計算と応用などに関する基本原理を理解させる。

デジタル画像の獲得方法、画像処理の原理を体系的に理解することを目的とする。
また、与えられた処理目標を達成するために正しい処理手法とその組み合わせを見つけるための基礎知識を習得する
ことで、具体的な画像処理プログラムの実装研究を行えるように指導する。

モデリング (1)

3-4 ポリゴン曲面、 3-5 そのほかの形状生成手法

テーマ

ディジタルカメラモデル(1)

単位数 担      当      者配当年次科      目      名

画像情報工学特論
Advanced Image Information Engineering

開講期

ｼｶﾏ　ｼﾝｽｹ
鹿間　信介21･2 半期

55（鹿間）
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二次イオン質量分析装置の構造と動作原理を理解する。

【 到達目標 】

イオンの電子的阻止能、核的阻止能を理解する。

チャネリング、スパッタリング、電子励起現象を理解する。

講義の際に、参考書の必要部分や原著論文のコピーを
配布します。

輪講における質疑応答の状況から到達目標の理解度を測定し、出席状況や授業に対する姿勢などを加味して総合的に
評価を行う。配分は、理解度 70%、その他 30%。

参考書：J.R.Bird & J.S.Williams "Ion Beams for Material
Analysis", D.P.Woodruff & T.A.Delchar "Modern
techniques of surface science"

【 教  材  等 】 【 備考 】

各種電子源、イオン源の構造と動作原理を理解する。

電子顕微鏡 走査型および透過型電子顕微鏡の構造と動作原理を理解する。

各種レンズの構造と動作原理を理解する。

各種偏向器の構造と動作原理を理解する。

イオンビームを使った物質微細加工

電子ビームを使った分析装置（２） オージェ電子分光装置の構造と動作原理を理解する。

配当年次科      目      名

電子・イオンビーム工学特論
Advanced Electron and Ion Beam Engineering

開講期

荷電粒子ビームを固体表面に照射すると、電子ビームの場合は様々な電子励起現象が生じ、またイオンビームの場合
は、そのエネルギー領域によって、インプランテーション（注入）、スパッタリング、デポジション（堆積）といっ
た現象が生じる。これらの現象を利用して材料表面の観察や分析を行ったり、微細加工、表面改質、薄膜形成を行
い、材料表面に機能性を持たせることができる。本講義では、これらの現象の基本となる物理概念を理解するととも
に、荷電粒子ビームの発生と応用に関する技術の概要を理解することを目的とする。

単位数 担      当      者

ｲﾉｳｴ　ﾏｻﾋｺ
井上　雅彦2

【 授業概要・目的 】

1･2 半期

電子ビームを使った分析装置（１）

イオンビームを使った分析装置（１）

原子、イオン、電子

電子の散乱

電子のエネルギー損失

イオンの弾性散乱、非弾性散乱、散乱断面積を理解する。

原子間ポテンシャル、衝突、弾性および非弾性散乱、阻止能、スパッタリング、チャネリングなどの物理概念を理解
する。また、電子ビーム装置やイオンビーム装置の構造と動作原理を理解する。

内容・方法   等

原子構造、イオン、電子を理解する。

電子の弾性散乱、非弾性散乱、散乱断面積を理解する。

電子の電子的阻止能、核的阻止能を理解する。

【 指導方法と留意点 】

【 事前・事後学習課題　】

参考書・原著論文の該当部分の英訳を行い、講義に備えること。

【 評価基準 】

電子源、イオン源

下記の参考書と、トピック的な原著論文を教材にして輪講形式で進めて行き、重要なポイントでは詳しい講義を行
う。

【 授業計画 】

イオンビームを使った分析装置（２）

静電レンズ、磁場レンズ

静電偏向器、磁場型偏向器

ラザフォード後方散乱分析装置の構造と動作原理を理解する。

イオンの散乱

イオンのエネルギー損失

電子、イオンビームと物質との相互作用

テーマ

収束イオンビーム装置の構造と動作原理を理解する。

電子プローブマイクロアナライザの構造と動作原理を理解する。

56（井上）
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　１時間以上をかけて丁寧に復習すること。理解できなかった点を洗い出し、可能な限り次の授業にて質問をしたう
えで、さらなる知識を積み上げること。

フォトダイオードと類似した構造をもつ太陽電池について解説す
る。

【 評価基準 】

光のエネルギーと太陽電池

波動関数とエネルギー固有値

固体中の電子による光吸収

内部光電効果を利用して光を検知するフォトダイオードの原理を理
解する。

【 事前・事後学習課題　】

発光ダイオードの動作原理や発光効率について学ぶ。

電子が光によって固体外部に飛び出す外部光電効果、固体内部にと
どまって誘起する内部光電効果を学ぶ。

フォトダイオードの原理

内容・方法   等

この授業の概要と光物性とは何かを説明する。また身近な光エレク
トロニクスを紹介し、光デバイスに関する導入部を解説する。

電子のエネルギーが、離散的な準位をとることを量子力学を用いて
学ぶ。

授業態度（50％）、レポート課題（50％）の割合で評価する。

テキスト：「工学系のための量子力学」（森北出版社）上羽
弘
参考書・参考資料等：「光エレクトロニクス入門」（コロナ
社）　西原　浩、裏　升吾

遷移確率と選択則

直接遷移と間接遷移

コンパクトディスク（CD）、DVDやプリンターのレーザーなど、私た
ちの身の周りにある光エレクトロニクスについて概観する。

半導体のバンド構造を概観し、どのような原因によって光吸収がお
きているのか例をあげて解説する。

半導体の発光（発光ダイオード）

光電効果

【 教  材  等 】 【 備考 】

光エレクトロニクス

電子のエネルギー帯構造

1･2

半導体の光吸収

電子励起を伴う光吸収には、準位間遷移に確率を伴うことと、そこ
には選択則があることをフェルミの黄金則を通して学ぶ。

バンド構造は物質によって異なるため、光の吸収の仕方も様々であ
る。直接遷移と間接遷移のバンド構造を示し、これらによる吸収を
解説する。

陽子１個と電子１個からなる水素原子モデルを用いた電子の波動関
数を求める。

原子を規則的に整列させた結晶格子について講述する。

並進対称性をもつ結晶格子内で、電子の波動関数に課せられる条件
を理解する。

ブロッホの定理に従う電子は、バンドと呼ばれるエネルギー準位を
形成する。これが、物質の様々な特性を明らかにしていることを学
ぶ。

固体に光を照射したときの光の吸収現象を解説する。

ブロッホの定理

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

現代社会における電子技術の発達は、エネルギー準位と呼ばれる離散的な状態が物質内にできていることの発見から
始まる。半導体中のキャリヤの働きとダイオードの構造、基本的な特性を習得した上で、半導体の光吸収および放出
の原理について説明できるようになる。光学的な電子回路用素子の活用例を概観し、それら取扱いに関する知識と実
際に活用する態度を身につける。

水素原子モデル

光エレクトロニクスと光物性

配当年次

半期
光物性工学特論

Advanced Optical Properties of
Materials

結晶の幾何学的構造と並進対称性

テーマ

授業は教科書を輪読し、議論と解説を中心に進む。その週に教科書の解説を担う学生は、必ず予習を行ってくるこ
と。

【 授業計画 】

物質の光学的性質を調べることは、電子、原子、結晶格子などによる素励起がどのようなエネルギー状態に置かれて
いるかを理解することにつながる。現代のキーテクノロジーの粋を集めた光デバイスの原理や応用技術を理解するた
めに、量子力学の力を借りて、光と物質との相互作用を講述する。後半の授業では、実際の応用例にもふれ、基礎と
の関係も含め光エレクトロニクスに関する系統だった知識を身につけることを目標とする。

単位数 担      当      者

ｶﾐｼﾏ　ｵｻﾑ
神嶋　修2

科      目      名 開講期

57（神嶋）
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授業では教科書を輪読し、解説を中心に進めていくため、解説を担当する学生は事前に予習を行うこと。

【 授業計画 】

内容・方法   等

＜物性の観測手法 I＞　

バンド構造と機能性材料の性質について説明を行う。

一般的に用いられている結晶構造の決定手法を説明する。

原子の平衡位置からの物質の変形とその特性について説明を行う。

物体の比熱とその性質について説明を行う。

固体中の電子を取り扱うための基本となる量子力学の復習を行う。

機能性材料に含まれる反磁性と常磁性についての説明を行う。

＜量子力学の基礎と復習＞　

固体内電子と物質特性についての説明を行う。

磁性の基本的な性質と身近な磁性物質についての説明を行う。

近年、様々な物性測定に用いられている放射光について説明を行
う。

＜固体中の自由電子I＞　

配当年次科      目      名

＜様々な磁性 II＞　

＜固体中の自由電子II＞　

＜固体の電子バンド構造I＞　

機能性材料についてミクロ立場から比熱や熱電子放出などの物理
的・化学的性質についての説明を行う。

＜様々な磁性 I＞　

機能性材料の特徴を捉えるために電子バンドについての説明を行
う。

＜固体の電子バンド構造II＞　

2

【 授業概要・目的 】

単位数 担      当      者

ﾋｶﾞｼﾔ　  ｱﾂｼ
  東谷　  篤志

電子物性工学特論
Advanced Electronic Properties of Solids

開講期

環境保全や新エネルギー開発等に役立つ新素材技術開発に取り組むために必要な物理的・化学的な基礎知識、そして
機能性材料などの工学的応用を行うために必要となる物性知識とその性能評価測定手法についての幅広い知識を習得
することを目的とする。

＜固体物質の熱的性質＞　

テーマ

＜固体における化学結合＞　

＜結晶の分類と性質＞　

＜結晶の構造解析＞　

身近にある工業材料と使用による結晶構造の違いと結合状態につい
ての説明を行う。

身近にある金属やセラミックス(酸化物)などの結晶構造についての
説明を行う。

物性の物理的・化学的性質の知識は、現代のエレクトロニクスなどの機能性材料分野だけではなく広く工業分野にお
ける研究開発の基礎となっている。工業分野で使用される物質の独創的な性質は、結晶構造と密接に関わっている電
子や原子の働きと深く結びついている。そのため、物質内部の状態を理解することは次世代の科学技術にとって非常
に重要となる。
　本授業では、機能性材料等の工業材料開発に必要な基礎的知識を習得するために、工業的な応用に用いられる物質
の結晶構造から原子・電子の運動に関わる物性さらに磁気的な現象についてミクロな立場から講義する。

1･2 半期

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

＜結晶中の原子の動力学＞　

放射光を用いて行われた工業製品等の物性測定の例を紹介。

授業における受講態度と中間・期末のレポート課題により評価する。

テキスト：固体物理学(岡崎誠　著)
参考書・参考資料等：固体物理学 (アシュクロフト・マーミ
ン)、固体物理学入門 (キッテル)、作成した配布資料

放射光を用いて物質内部の電子状態を測定する手法とその原理を説
明する。

【 教  材  等 】 【 備考 】

＜物性の観測手法 III＞　

【 事前・事後学習課題　】

授業は輪講形式で行うため、各回の授業にたいして指定教材を予め通読のうえ、要点を整理しておくこと。また当該
授業終了後、授業中の質疑応答および解説をふまえて自らの考えをまとめ、中間レポートおよび期末レポートの作成
に備えること。（合計30ｈ）。

【 評価基準 】

＜物性の観測手法 II＞　

58（東谷）
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参考書：J. F. Kurose and K. W. Ross, “Computer
Networking: A Top-Down Approach”6th edition, Pearson
Education.

【 事前・事後学習課題　】

事前学習：参考書の必要な箇所を資料として配布するので読んで可能な限り理解しておくこと。
事後学習：講義内容を復習しておくこと。

【 評価基準 】

理解度（70%）：14回目まで毎回、講義の最後に内容に関する小テストないしは口頭試問を行い、各回の理解度を評
価する。
レポート（30%）：15回目終了時に課すレポートで全体の理解度と、理解した内容を説明できるかどうかを評価す
る。

【 教  材  等 】 【 備考 】

ネットワーク層（３） IPの基本について解説する。

ネットワーク層（４） IPにおけるルーチングについて解説する。

総括 14回目までの講義のまとめを行う。

トランスポート層（５） TCPの輻輳制御について解説する。

ネットワーク層（１） ネットワーク層のサービスについて解説する。

ネットワーク層（２） ルーチングの原理について解説する。

トランスポート層（２） 高信頼データ転送の仕組みについて解説する。

トランスポート層（３） TCPの基本的な仕組みについて解説する。

トランスポート層（４） TCPの高信頼データ転送とフロー制御について解説する。

アプリケーション層（３） FTP、メール転送、DNSについて解説する。

アプリケーション層（４） コンテンツ分散、P2Pについて解説する。

トランスポート層（１） トランスポート層のサービス、多重化、UDPについて解説する。

コンピュータネットワークの概要 コンピュータネットワークの概要を解説する。

アプリケーション層（１） アプリケーション層プロトコルについて解説する。

アプリケーション層（２） WebとHTTPについて解説する。

【 指導方法と留意点 】

板書ならびにスライドを用いて講義する。毎回、講義の最後に内容に関する質問をするので、しっかりと講義を聞く
こと。また、事前・事後学習もきちんと行うこと。

【 授業計画 】

テーマ 内容・方法   等

【 授業概要・目的 】

インターネットは現在、通信インフラとして生活に欠かせないものとなっている。他方、技術的なトラブルやセキュ
リティ面での不安要素も多く抱えており、電気系の技術者としてはインターネットが動作する仕組みを十分理解した
上で、それらに対応できるようになることが望ましい。
本講義では、インターネットに代表されるコンピュータネットワークの仕組みや動作原理について講義する。まず全
体の概要と通信プロトコルの階層化モデルについて解説し、その後はアプリケーション層からネットワーク層までを
順次解説していく。

【 到達目標 】

・コンピュータネットワークにおける通信プロトコルの階層化モデルを理解する。
・各階層での通信プロトコルの役割や動作を理解する。
・上記２点を踏まえ、コンピュータネットワークがどのように体系的に機能しているのかを説明できる。

通信工学特論
Advanced Communications Engineering

1･2 半期 2
ｸﾄﾞｳ　ﾀｶﾉﾘ
工藤　隆則

科      目      名 配当年次 開講期 単位数 担      当      者

59（工藤）
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担      当      者

ゼミナール
Seminar

1～2 通年 4 下表参照

科      目      名 配当年次 開講期 単位数

到達目標をどれだけ達成できたか等によって評価する。

指導教員から別途連絡する。

担当教員の研究分野に関連した文献の講読・研究会等を実施する。指導教員ごとに内容は異なる。
研究者・技術者倫理に関しては、１年次生全員は、第１回目に専攻主任から説明を受け、２年次生は、各研究担当教
員から第１回目に説明を受けるとともに、討論を行う。

【 授業（指導）計画 】

指導する担当教員ごとに、授業計画は異なるが、履修した学生がより多くの専門知識を修得できるよう、状況に応じ
ながら指導を進めていく。

【担当教員】
　橋本正治・川野常夫・諏訪晴彦・森脇俊道・山﨑達志・辻野良二・一色美博・久保司郎・安田正志・堀江昌朗・
　岸本直子・田口俊弘・山本淳治・井上雅彦・堀内利一・奥野竜平・工藤隆則・神嶋修・片田喜章・鹿間信介・
　東谷厚志

【 教  材  等 】 【 備考 】

【 授業（指導）概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

各々の学生が、それぞれの指導教員から指導を受けるゼミナールであり、文献購読や研究会などを通して、各々の専
門領域とその周辺分野について幅広く、かつ、深い専門知識を修得するため、および、科学技術一般について総合的
な見地からの考察力を養うために行うゼミナールである。
また本ゼミナールの中で研究者・技術者倫理に関して学ぶ。

それぞれの専門分野とその学際領域での専門知識を多く修得して、それをさらに深化することや、科学技術一般につ
いても総合的な知識の蓄積を行うことを目指す。また研究者・技術者倫理の内容を説明できる。

【 事前・事後学習課題　】

次週のゼミの内容に関して課題を課しA4１枚程度にまとめ、次週の初めに提出する。

60
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【 授業（指導）概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

各々の学生がそれぞれの研究テーマについて、指導教員から修士論文をまとめるために受ける研究指導である。

修士（工学）の学位を取得すること。

公聴会にて審査を行い、研究科委員会にて審議する。

指導教員から別途連絡する。

論文作成、発表等の研究指導を受ける。

【 授業（指導）計画 】

指導教員により異なるが、主として、修士論文のテーマ選択等準備段階から、その論文内容、実験・調査・設計・解
析等の指導を受ける。
　
【担当教員】
　橋本正治・川野常夫・諏訪晴彦・森脇俊道・山﨑達志・辻野良二・一色美博・久保司郎・堀江昌朗・岸本直子・
　田口俊弘・山本淳治・井上雅彦・堀内利一・奥野竜平・神嶋修・片田喜章・鹿間信介・東谷厚志

【 教  材  等 】 【 備考 】

【 事前・事後学習課題　】

修士論文に関する特別研究において実施した実験・調査・設計・解析等のまとめをその都度行い、次回に報告や提案
を行う。

担      当      者

理工学特別研究
Special Research in Science and

Engineering
1～2 通年 8 下表参照

科      目      名 配当年次 開講期 単位数
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

DNAの修飾と組換え

遺伝子の転写

内容・方法   等
ヌクレオチドと核酸、ＤＮＡの構造と機能、染色体とクロマチンの
構造、真核生物ゲノムの構造、進化のしくみについて講義する。
（尾山）

タンパク質の構造

遺伝子発現の制御（１）ウイルスと原核
生物

ＤＮＡの解析と操作、遺伝子の発現と機能の解析に用いる実験技法
の原理を講義する。（尾山）

タンパク質を構成するアミノ酸の構造と性質、タンパク質の高次構
造の特徴について講義する。（芳本）

専門化した細胞を作り出す分子遺伝機構、転写後調節のしくみにつ
いて講義する。（尾山）

遺伝子の解析技法

遺伝子発現の制御（２）真核生物

ＤＮＡ配列の維持、遺伝子スイッチの働くしくみについて講義す
る。（尾山）

原核生物及び真核生物のＤＮＡ複製のしくみについて講義する。
（尾山）

遺伝子の変異と修復、相同組換えのしくみについて講義する。
（尾山）

ＤＮＡからmＲＮＡへのゲノム情報の伝達のしくみについて講義す
る。（尾山）

mＲＮＡからタンパク質へのゲノム情報の伝達のしくみについて講義
する。（尾山）

生体を構成する遺伝子やタンパク質の構造と機能及びそれらの解析技法を学び、生命現象の大きなしくみの概要を分
子レベルで簡潔に説明できるようになる。

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

1･2 半期

【 授業概要・目的 】

パワーポイントを用いたプレゼンテーションやプリントを用いた講義形式で行う。

【 授業計画 】

テーマ

DNAと染色体、ゲノム進化

DNAの複製

単位数 担      当      者

 ｵﾔﾏ ﾋﾛｼ ・ ﾖｼﾓﾄ ﾀﾀﾞｼ
尾山　廣 ・ 芳本　忠2

本講義の目的は、生命現象を分子レベルで理解することである。具体的には、タンパク質の構造、酵素の機能、遺伝
情報のしくみ、分子生物学に関する研究手法の基礎について説明する。

配当年次

分子生物学
Molecular Biology

科      目      名 開講期

講義に対する積極的な姿勢(建設的な質問など)及びレポートにより評価する。

テキスト：適宜、資料を配布する。
参考書・参考資料等：必要に応じて参考図書や文献を紹介す
る。

構造活性相関に基づいた分子創薬の方法論について講義する。
（芳本）

【 教  材  等 】 【 備考 】

【 評価基準 】

X線結晶構造解析法（２）解析の実際

【 事前・事後学習課題 】

事前に大学教養課程レベルの参考書（例えば、「コア講義・生物学」裳華房など）の当該内容の箇所を読んでおくこ
と。また、講義開始時に前回の復習をするので、必ずノートを持参すること。

遺伝子の翻訳

タンパク質の精製、タンパク質の性質の解析に用いる実験技法の原
理を講義する。（芳本）

酵素の分類、酵素の構造と基質特異性、酵素の触媒機構、酵素活性
の調節について講義する。（芳本）

膜受容体の機能

Ｘ線結晶構造解析法の原理と解析方法について講義する。（芳本）

酵素の機能

膜受容体の分類、膜受容体の構造、リガンド・受容体の結合様式に
ついて講義する。（芳本）

タンパク質の高次構造予測やモチーフ検索と、タンパク質の機能と
の関連性について講義する。（芳本）

タンパク質の解析技法

X線結晶構造解析法（１）結晶化と回折理
論

タンパク質情報処理法

62（尾山）

- 62 -



回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書を読んで予習復習を行う。

がん（２）：がん発症の分子機構
遺伝子レベル、タンパク質レベルおよび細胞レベルにおけるがん化
の仕組みについて講義する。（西村）

細胞周期（１）総論（西村）
サイクリンやサイクリンキナーゼ、ユビキチン・プロテアソーム系
による細胞周期の分子機構について講義する。（西村）

サイクリンやサイクリンキナーゼ、ユビキチン・プロテアソーム系
による細胞周期の分子機構について講義する。（西村）

生殖 配偶子形成および受精の分子機構について講義する。（西村）

細胞における小胞の形成・輸送機構について講義する。（松川）

細胞結合、細胞接着、細胞外マトリクス

アポトーシスの分子機構について講義する。（松川）

細胞同士の結合の仕組みやそれらの役割、細胞外マトリクスの構造
と機能について講義する。（松川）

細胞内輸送（２）核と細胞質

細胞骨格の形成と役割について講義する。（松川）

細胞骨格の形成と役割について講義する。（松川）

細胞骨格（１）細胞骨格

細胞骨格（２）細胞骨格と細胞の動態

アポトーシス

講義内の小テストや講義後のレポート、受講態度等から総合的に判断する。

テキスト：細胞の分子生物学、第５版（中村桂子・松原謙一
監訳、ニュートンプレス社）
参考書・参考資料等：適宜、資料を配布する。また、必要に
応じて参考図書や文献を紹介する。

組織再生、幹細胞

細胞内情報伝達系（１）情報伝達分子の
構造と機能

細胞内情報伝達系（２）情報伝達系の異
常と病態

遺伝子レベル、タンパク質レベルおよび細胞レベルにおけるがん化
の仕組みについて講義する。（西村）

細胞周期（２）ユビキチン系による制御
機構

受容体やＧタンパク、２次メッセンジャー、キナーゼ、ホスファ
ターゼの活性化・制御機構について講義する。（西村）

受容体やＧタンパク、２次メッセンジャー、キナーゼ、ホスファ
ターゼの活性化・制御機構について講義する。（西村）

【 教  材  等 】 【 備考 】

【 評価基準 】

がん（１）がん原遺伝子とがん抑制遺伝
子

組織の再生と修復、およびそれに関係する幹細胞の役割について講
義する。（松川）

【 事前・事後学習課題 】

本講義では、細胞の構造や細胞内シグナル伝達系、細胞機能の調節など、色々な生物に共通する基礎基盤について学
ぶ。

細胞の基本構造に始まり、いろいろな生命現象において細胞の機能がどのように制御されているかを理解する。

細胞内輸送（１）ゴルジ装置

テーマ

細胞についての概論

内容・方法   等

細胞の一般的な構造と機能について講義する。（松川）

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

板書またはスライドを使って講義する。最近の生命科学の話題に応じて、適宜、質疑応答を取り入れるので、積極的
に参加すること。

【 授業計画 】

細胞内におけるタンパク質の目的場所へのソーティング（輸送）機
構について講義する。（松川）

単位数 担      当      者

ﾏﾂｶﾜ　ﾄｵﾙ ・ ﾆｼﾑﾗ　ﾋﾄｼ
松川　通　・ 西村　仁2

配当年次科      目      名

細胞生物学
Cell Biology

開講期

1･2 半期

63(松川）
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

微生物産生の阻害剤、化学合成阻害剤について講義する。

酵素の食品加工への利用について講義する。酵素の応用　（１）食品への応用

阻害定数の解析について講義する。

【 評価基準 】

【 事前・事後学習課題 】

各回の講義の前に学部で学んだ生化学の関係する項目を通読し基礎的な項目をまとめておくこと、授業後は授業ノー
トと与えられた資料で復習すること(合計30h)。

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

酵素阻害剤の医薬品への利用
　（３）代謝系疾患

酵素の医薬品への利用について講義する。

血圧関連（高血圧治療薬、血栓治療薬）などの医薬品について講義
する。

酵素の応用　（２）診断酵素試薬

基質認識機構について講義する。

酵素の精製

酵素阻害剤の化学

ミカエリスメンテンの速度式について講義する。

酵素反応速度論　（２）酵素阻害形式と
Ｋｉ

酵素反応速度論　（１）ミカエリスメン
テン式、Ｋｍ，Ｖｍａｘ，ｋｃａｔ

酵素の立体構造を常に示しながら講義する。

【 授業計画 】

酵素研究の歴史

科      目      名 単位数 担      当      者

ﾖｼﾓﾄ　ﾀﾀﾞｼ
芳本　忠2

配当年次

酵素科学特論
Advanced Science in Enzyme

開講期

1･2 半期

酵素の反応機構　（１）触媒機構

酵素の構造と機能

酵素の反応機構　（２）基質認識機構

内容・方法   等

酵素の特徴である基質特異性など、無機触媒との比較について講義
する。

生体からの酵素の抽出や、遺伝子組換え酵素の精製方法及び結晶化
について講義する。

触媒機構について講義する。

酵素の作用機構を理解し、酵素の食品への応用や、酵素阻害剤の応用が理解できる能力を持たせるのが到達目標であ
る。理科の酵素がテーマである。

酵素は生体物質の変換やエネルギーの生成と利用、遺伝子の調節など生体のあらゆるところで働いている重要な生体
触媒である。

テーマ

鳥の胃の消化の発見から、なた豆ウレアーゼの結晶化、リゾチーム
の酵素解析など研究の歴史について講義する。

酵素の性質　

酵素の構造解析法の概要と機能について講義する。

テキスト：プリント
参考書・参考資料等：生化学教科書

アルツハイマー病、糖尿病などの医薬品について講義する。

酵素阻害剤の医薬品への利用
　（１）呼吸器系疾患

ウイルス（エイズ、インフルエンザ他）治療薬について講義する。

酵素阻害剤の医薬品への利用
　（２）循環器系疾患

【 教  材  等 】

まとめ

【 備考 】

講義中の演習と課題レポートで評価
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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13

14

15

【 事前・事後学習課題 】

講義終了後、配布したプリントを参考に、講義内容の流れを把握し要点を整理すること。さらに、自分の研究テーマ
と講義内容との関連を考察すること。

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

パワーポイントを用いたプレゼンテーションやプリントを用いた講義形式で行う。

【 授業計画 】

タンパク質研究の方法論（７）

テーマ

アミノ酸残基の置換に用いるさまざまな実験方法とそれらの原理に
ついて講義する。

分子進化工学（in vitroでの突然変異の人為的な淘汰）に用いる実
験方法とその原理について講義する。

無細胞系でのタンパク質合成に用いるさまざまな実験方法とそれら
の原理について講義する。

タンパク質（１）

タンパク質（２）

タンパク質（３）

生理活性タンパク質（１）

内容・方法   等

タンパク質の生成と成熟のしくみについて講義する。

生理活性タンパク質（２）

【到達目標】

単位数 担      当      者

ｵﾔﾏ　ﾋﾛｼ
尾山　廣2

本講義の目的は、タンパク質の構造と機能に関する知見及び実験方法を講義とセミナーにより学習し、それらについ
ての理解を深めることである。具体的には、タンパク質の一生、生理活性タンパク質の構造と機能、タンパク質研究
の方法論の基礎と最新のトピックスについて説明する。【生物基礎：生物と遺伝子及び生物の体内環境の維持、生
物：生命現象と物質に対応】

タンパク質はアミノ酸が直鎖状に連結された高分子であり、決められた形に折り畳まれたのち、触媒作用や相互認識
など、生命活動に必須の機能を有する分子となる。現在では、さまざまなタンパク質の解析結果をデータベース化
し、合理的に、狙った構造や機能を持ったタンパク質の創製が試みられている。タンパク質の機能とそれを解析する
技法について学び、生命現象におけるタンパク質の役割について簡潔に説明できるようになる。

配当年次科      目      名

タンパク質機能学特論
Advanced Protein Science and Engineering

開講期

1･2 半期

【 授業概要・目的 】

講義に対する積極的な姿勢(建設的な質問など)及びレポートにより評価する。

テキスト：プリント配布
参考書・参考資料等：ヴォート 生化学 第4版

タンパク質研究の方法論（１）

タンパク質研究の方法論（２）

タンパク質研究の方法論（３）

タンパク質研究の方法論（４）

酵素免疫測定法（ELISA）の原理とその応用について講義する。

各種細胞におけるタンパク質合成に用いるさまざまな実験方法とそ
れらの原理について講義する。

タンパク質研究の方法論（５）

【 教  材  等 】 【 備考 】

タンパク質研究の方法論（６）

タンパク質研究の方法論（８）

ファージディスプレイによる抗体の作製に用いる実験方法とその原
理について講義する。

タンパク質－タンパク質、タンパク質－ＤＮＡの相互作用に用いる
実験方法とそれらの原理について講義する。

生理活性タンパク質（３）

タンパク質の精製に用いるさまざまな実験方法とそれらの原理につ
いて講義する。

生理活性タンパク質（４）

タンパク質の輸送と品質管理のしくみについて講義する。

フォールディング異常による病態の発生メカニズムを講義する。

免疫応答に関わるタンパク質の構造と機能を講義する。

濁水浄化タンパク質の特徴を講義する。

タンパク性の酵素阻害剤の特徴と代表的な阻害機構について講義す
る。

プロテアーゼの分類と代表的な触媒機構について講義する。
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回数

1
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【 事前・事後学習課題 】

微生物の生体機能、応用微生物学、微生物酵素の利用、に関する論文を検索、修士研究と関連付けて興味あるものを
選択する。論文を授業にて紹介し、議論の土台とすると共に、修士研究に活用する。

環境中の種々の微生物に関する理解を深め、知識・技術の活用方法を学ぶことにより、研究開発の論理的基盤を身に
付ける。

特殊環境微生物学の基礎　

テーマ

序論

内容・方法   等

地球環境と微生物の関わり、バイオテクノロジーの主役としての微
生物について講義する。

生命の起源と特殊環境微生物、その種類や特徴などについて講義す
る。

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

地球上で生物が存在するのは表面のみ、地表の上下それぞれ10km程度の範囲である。その限られた空間のうち、われ
われ人類が生活し得る場所は更に僅かであり、大部分は極限環境に属する。また、人類にとって身近な場所であって
も、環境的に特異な領域も少なくない。本講義では、これら広範な特殊環境で生育する様々な微生物について、一般
的な生物とは異なる生体機能、生態系における役割などを、最新の研究成果を交えて講義する。また、これらの微生
物における遺伝子やタンパク質などの構造、特徴的な代謝、そして各種産業分野への応用例等についても講義する。

微生物酵素の応用（１）

【 評価基準 】

微生物機能の利用（２）　

分担課題の発表や討論など、学生参加型、課題解決型の指導を中心に講義を行う。

【 授業計画 】

まとめ
これまでの講義内容を基に、本分野の研究展開について議論すると
ともに、自分の考えをレポートに纏める。

知的財産の活用（３）

微生物機能の利用（３）

微生物酵素の特徴　

特殊環境微生物に関する特許を基に、知的財産の活用を講義する。

知的財産の活用（１） 特殊環境微生物に関する特許を基に、知的財産の活用を講義する。

特殊環境微生物に関する特許を基に、知的財産の活用を講義する。

微生物機能の利用（１）

微生物機能の産業利用について、事例を基に講義する。

微生物機能の産業利用について、事例を基に講義する。

単位数 担      当      者

ﾆｼﾔ　ﾖｼｱｷ
西矢　芳昭2

配当年次科      目      名

半期特殊環境微生物学特論
Advanced Environmental Microbiology

開講期

1･2

成績評価は、課題の発表、討論への参加の状態、レポートなどから総合的に判定する。

テキスト：なし。
参考書・参考資料等：文献・特許などを資料として使用す
る。

【 教  材  等 】 【 備考 】

微生物酵素の応用について、事例を基に講義する。

知的財産の活用（２）

微生物酵素の応用（２）　

特殊環境微生物が産生する酵素の特徴を講義する。

微生物酵素の応用について、事例を基に講義する。

微生物機能の産業利用について、事例を基に講義する。

特殊環境微生物の特異な生体機能について講義する。

特殊環境微生物の特異な生体機能について講義する。

特殊環境微生物の特異な生体機能について講義する。

特殊環境微生物の生体機能（１）

特殊環境微生物の生体機能（２）

特殊環境微生物の生体機能（３）
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回数
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配布資料などに基づいて，レジュメを作成するとともに、関連事項を調査する。

総括

【 事前・事後学習課題 】

【 指導方法と留意点 】

配布資料に基づいて、構造生命科学分野についての講義を行い、議論を通じて理解を深める。

構造生命科学とは

分子構造決定法

【 授業計画 】

グループ討論と解説

調査した膜タンパク質に関するプレゼン発表

光合成のような光化学系を含む膜タンパク質の働きと立体構造の関
連性

転写・翻訳（２）

代謝などに関与する酵素の働きと酵素タンパク質の立体構造の関連
性

膜タンパク質（１）

調査したタンパク質に関するプレゼン発表

転写・翻訳（３）

担      当      者

ﾅｶｼﾞﾏ　ﾖｼﾀｶ
 中嶋　義隆2

科      目      名 開講期 単位数配当年次

半期

調査した酵素に関するプレゼン発表

酵素（３）

転写・翻訳（１）

テーマ 内容・方法   等

構造生命科学とはどのような分野か解説する。

X線結晶構造解析法の基礎

酵素（１）

酵素（２）

グループ討論と解説

転写と翻訳に関与するタンパク質の働きとその立体構造の関連性

本講義では、各テーマの初回にそのテーマについての概要を講義形式で行う。次回、次々回に学生自身がテーマに基
づいて調査した事項を発表し、グループ討論、最後に解説を行う。これらを通じて、学生が自ら学ぶ姿勢を身に着け
ると同時に各テーマに対する理解を深める。

生体の最小単位は細胞である。これら細胞の内部で、あるいは細胞同士をつなぐ、様々な生命活動を核酸やタンパク
質をはじめとした生体分子が担っている。本講義ではタンパク質に着目し、生命現象を支えているタンパク質の立体
構造とその生命活動で果たす働きとの関連性を理解する。

構造生命科学特論
Advanced Structural Biology

1･2

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

膜タンパク質（２）

講義への取組み（３０％）と課題発表（７０％）から総合的に判断する。

テキスト：配布プリントなどを用いる。
参考書・参考資料等：「構造生物学」Liljas, A. et al. 著
田中勲・三木邦夫 訳　化学同人

体液性免疫や細胞性免疫に関与するタンパク質の働きと立体構造の
関連性

免疫（３） グループ討論と解説

グループ討論と解説

【 教  材  等 】 【 備考 】

これまでの講義をふまえ、本分野の研究展開について議論する。

膜タンパク質（３）

免疫（２）

【 評価基準 】

調査したタンパク質に関するプレゼン発表

免疫（１）
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回数

1
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概論

毒性発現と生体防御のメカニズム（１）
重金属

化学物質と生態系／公害問題

毒性発現と生体防御のメカニズム（２）
内分泌撹乱化学物質など

毒性発現と生体防御のメカニズム（３）
ナノ物質

内分泌撹乱化学物質などの毒性発現メカニズムと生体防御機構につ
いて、国内外の研究者の実験結果を交えて解説する。

環境化学物質の生態系への影響や公害問題について解説する。

その他の化学物質の毒性発現メカニズムと生体防御機構について、
国内外の研究者の実験結果を交えて解説する。

環境化学物質によるエピジェネティクス制御がもたらす生体影響に
ついて、国内外の研究者の実験結果を交えて解説する。

環境化学物質によるエピジェネティクス
制御

毒性発現と生体防御のメカニズム（４）
その他の化学物質

ナノ物質の毒性発現メカニズムと生体防御機構について、国内外の
研究者の実験結果を交えて解説する。

授業中の発表、質疑応答を通しての理解度（50%）、演習･レポート（50%）を総合的に評価する。

テキスト：配布プリント
参考書・参考資料等：熊谷嘉人・姫野誠一郎・渡辺知保 編
「毒性の科学」（3,300円）。その他、講義中に紹介する。

毒性評価

毒性予測／トキシコゲノミクスなど

疫学調査

環境化学物質の起源推定

化学物質の毒性予測方法について解説する。

環境化学物質に対する国内外の法規制、今後の取り組みを解説す
る。

【 教  材  等 】 【 備考 】

化学物質の毒性評価方法について解説する。

環境化学物質の起源を推定する手法について、実例を交えて解説す
る。

環境化学物質への曝露の解析とリスクの判定の方法を解説する。ま
た、例示した数値を用いてリスク判定を行う。

環境リスク解析／曝露の解析、リスクの
判定

工業的に製造された化学物質は10万種類ともそれ以上とも言われおり、現在、環境中には数多くの化学物質が存在し
ている。本講義では、このような環境に適応する生体の防御システムとこれが破綻する仕組みを理解し、多種多様な
環境化学物質の安全性･危険性を知る。また、環境化学物質のリスク評価方法について、評価結果を解釈する方法を
身につける。最後に、リスク管理やリスクコミュニケーションを取り上げ、安全な環境構築への行政の取り組みにつ
いて議論する。

【 到達目標 】

ｷﾑﾗ　ﾄﾓｷ
木村　朋紀2

毒性発現と生体防御（環境応答）に関する最新の知見を知り、これら知見を得るための研究手法を理解する。最新の
知見や研究手法を調べる方法を身につける。また、環境化学物質のリスク評価を行い、その結果を伝える方法を習得
する。さらに、これらに関連する英語論文を読解する能力を身につける。

環境毒性学特論
Advanced Environmental Toxicology

開講期

1･2 半期

【 授業概要・目的 】

単位数 担      当      者配当年次科      目      名

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

毒性発現と生体防御のまとめ

ほぼ毎回レポート提出を課す。また、英語文献を各自で精読し、その内容を発表する。演習形式でのリスク解析も行
う。最後に、リスク評価などの問題点を討議する。

【 授業計画 】

国内および海外の法規制

テーマ

総括 毒性予測やリスク評価方法の問題点を討議する。

「子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）」など、
国内外の疫学調査とその成果について解説する。

毒性発現と生体防御のメカニズムに関する英語論文の内容を各自が
発表する。

【 事前・事後学習課題 】

各回の指定教材（配付プリントなど）を予め通読のうえ、要点を整理しておくこと。また当該授業終了後、課題レ
ポートを作成すること。（合計30ｈ） 英語論文内容発表（7回目）の準備も行うこと。（合計30ｈ）

内容・方法   等

環境毒性学の基本概念を解説する。

重金属の毒性発現メカニズムと生体防御機構について、国内外の研
究者の実験結果を交えて解説する。
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授業中の発表、質疑応答を通しての理解度(50%)、演習・レホート(50%)を総合的に評価する。

テキスト：必要に応じてプリントを配布する。
参考書・参考資料等：特になし

重金属ストレスと遺伝子工学

植物の形質転換（総論）

【 教  材  等 】 【 備考 】

【 評価基準 】

まとめ 本講義のまとめと文献紹介

いくつかの遺伝子組換え植物を紹介し、関連する研究を解説する。

環境ストレスに耐性を有する遺伝子組換え植物を紹介し、関連する
研究を解説する。

植物の水銀などによる重金属ストレス時の生理応答と原子吸光光度
法や放射性核種を用いた分析法について説明し、関連する研究を解
説する。

未来の遺伝子組換え植物

現在までに創生された遺伝子組換え植物を紹介し、関連する研究を
解説する。

担      当      者

植物の無機栄養ストレス

配当年次

【 事前・事後学習課題 】

各回の指定教材（英語論文）の重要箇所を予め通読のうえ、日本語に訳しておくこと。また当該授業終了後、各回の
レポートを作成すること。（合計30ｈ）。

科      目      名

環境遺伝子工学特論
Advanced Environmental Genetic

Engineering

開講期

1･2 半期

単位数

将来必要とされる遺伝子組換え植物について討論し、関連する研究
を解説する。

植物バイオテクノロジーの利用

植物の形質転換（各論）

光と活性酸素

有機化合物の一種である植物ホルモンと生理応答の関係や、各種機
器分析方法について説明し、関連する研究を解説する。

テーマ

ストレス耐性植物

代表的な植物への遺伝子組換え技術について説明し、関連する研究
を解説する。

葉緑体

耐病性と遺伝子工学

植物のpH変動によるストレスや乾燥ストレス時　の生理応答につい
て説明し、関連する研究を解説する。

色素化合物の構造式や、葉緑体で起こる生理応答の理解に必要な知
識を説明し、高速液体クロマトグラフィーなどを用いた研究を解説
する。

植物ホルモン

植物が有する耐病性と植物性免疫化合物について説明し、関連する
研究を解説する。

pHストレスや乾燥ストレスと遺伝子工学

植物の病害

植物と無機栄養物質などイオン化合物の関係について化学反応式を
用いて説明し、関連する細胞応答における研究を解説する。

ﾅｶﾞﾀ　ﾀｹｼ
長田　武2

植物の生殖

植物の病害の理解に必要な知識を説明し、関連する研究を解説す
る。

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

植物の応答反応を講義するので、よく復習すること。適宜、関連した英語文献を配布するので、授業時間外に精読す
ること。該当範囲の英文を読み和訳してもらい、担当者が解説する。また、レポート提出を怠らないようにするこ
と。

内容・方法   等

植物細胞内の活性酸素とその消去にはたらくタンパク質や化学反応
後、生じる分子種について説明し、関連する研究を解説する。

植物の生殖において起こる生命現象の理解に必要な知識を説明し、
関連する研究を解説する。

植物生理学に加え遺伝子組換え技術を用いた最近の研究例を学ぶ。よって、植物を用いた研究および無機・有機化合
物と生物応答について正しい知識を習得することを到達目標とする。また、同時に最近の英語論文を読解する能力を
身に付けることも到達目標とする。

【 授業計画 】

植物の生命現象は、遺伝子や酵素などの解析により詳細に解明されつつある。特に、環境中の重金属などのストレス
因子に対して植物が示す毒性機構の解明は大きく進展した。また、環境ストレス因子はヒトへの健康影響も有するこ
とから環境負荷低減技術の開発が求められている。本講義では、まず環境ストレス因子に対する植物の生理応答につ
いて解説する。次に、環境ストレス因子に対抗する有用遺伝子の植物への遺伝子組換え技術について講義する。さら
に、植物を用いた環境負荷低減技術として組換え植物の利用などについて説明する。
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

神経再生

行動変化を指標とする遺伝子学について講義する。

食欲と肥満

マグネティックセンス

聴覚とコミュニケーション
昆虫が鳴くことや、トリのさえずりは彼らのコミュニケーションの
方法である。動物のコミュニケーションの仕組みと機能について話
す。

開講期

テーマ

単位数 担      当      者

ﾏﾂｶﾜ　ﾄｵﾙ
松川　通

【 授業計画 】

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

内容・方法   等

講義を中心にして学習する。主としてプロジェクターを用いる。

配当年次科      目      名

【 指導方法と留意点 】

1･2 半期

生物がどのように光をとらえ、色や形を認識するかについて話をす
る。

【 事前・事後学習課題 】

軸索伸展,神経接続および接続の可塑性

グリア細胞は単なるグルーでは無い

哺乳類の中枢神経を再生させる試みについてトピックスを紹介す
る。

神経変性疾患

光と形や色の認識について。

精神神経疾患と遺伝子

生物は体内に時計を持っています。そのために、真っ暗な部屋に一
日中いても昼夜が解る。そういう体内時計の分子機構について解説
する。

物質を感知する機構と嗅覚の性質についていくつかのトピックスを
紹介する。

多くの生物（細菌もふくむ）は磁気を感知する。どのような仕組み
になっているか、我々の知らない感覚について紹介する。

動物の中には生物の発する電気を感知して相手の位置を探索した
り、自ら弱い電気を発して情報を探るものまでいる。

神経細胞はの軸索の接続は流動的で、神経細胞の活動によって変化
する。これら変化の機構と役割について学ぶ。

生物時計と概日周期

嗅覚の分子生物学

電気感覚

感覚という脳への情報入力とその処理、行動という形での脳からの出力について、分子生物学、生化学、遺伝学、細
胞生物学など様々な観点から解説する。感覚については、感覚受容器と刺激の受容、その処理機構について解説す
る。ヒトばかりでなく、様々な動物が持っている我々とはちょっと異なる特殊な感覚についても解説する。また、脳
による行動の制御機構や遺伝子と行動の関係などについて、いろいろな動物を用いて行われている研究を紹介する。
また、神経疾患や神経変性病のいくつかの難病について、分子生物学、細胞生物学的な観点から、その原因、治療法
などについて解説する。

動物の脳や神経細胞の機能や動物の行動について動物行動学、分子生物学、遺伝学、細胞生物学、電気生理学等の
様々な研究から得られたトピックスを最新の物も含めて紹介する。

2
神経生物学特論

Advanced Neuroscience

毎回宿題を出す。次回の講義の時に回収する。それを点数化して成績とする。

テキスト：基本的に各講義とも論文の紹介になるのでテキス
トは無い。
参考書・参考資料等：資料を毎回配布する。

睡眠

学習と記憶のメカニズム

グリア細胞が神経組織内で果たしている役割について、最新の知見
を紹介する。

ハエやアメフラシを通して学習と記憶の機構について最近の知見を
紹介する。

神経細胞が変性して壊れてしまう病気などを通して遺伝子と神経に
ついて講義する。

【 備考 】

【 評価基準 】

【 教  材  等 】

我々は眠るが、理由はあまりはっきりわかっていない。眠りの機構
について解説する。

毎回宿題（課題）を出すので、次週に提出のこと。講義の始まる前に、その課題の答えについて全員で討論する。

精神疾患の病状、原因について最近の知見を紹介する。

様々な因子による食欲の促進抑制について最近の知見を紹介する。

行動と遺伝子

70（松川）
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

他の重要な細胞制御機構について講義する。

【 事前・事後学習課題 】

【 指導方法と留意点 】

毎回の講義の最初の部分で講義内容を理解する上で最低限必要なことを概説した後で、最近の論文で発表されたデー
タについて講義する。論文データについて議論する時間も設けるので、積極的な参加が望ましい。

細胞制御学特論
Advanced Cell Regulation

第8-14回の講義の総括。

エピジェネティクス研究の最前線（３）
その他の非翻訳RNA

他の細胞制御機構の最前線（１）
ユビキチン・プロテアソーム系

他の細胞制御機構の最前線（２）
ウイルスや細菌の感染

現代の生命科学研究で使用されているモデル生物の紹介と、それら
の生物を使った研究手法について講義する。

本講義では、さまざまなモデル生物で明らかになった細胞機能の制御機構について、ゲノムレベルから個体レベルま
で階層的に講義する。

他の重要な細胞制御機構について講義する。

生殖機構の最前線（３）
受精

第1-7回の講義の総括。

開講期

1･2

生命現象がいかに制御されているかについて、ゲノムレベル、タンパク質レベル、細胞レベル、および個体レベルと
いう立体的な理解を目指す。

科      目      名

【 到達目標 】

単位数 担      当      者

ﾆｼﾑﾗ　ﾋﾄｼ
西村　仁

配当年次

【 授業概要・目的 】

2

【 授業計画 】

テーマ

モデル生物を使って明らかになった最新の生殖に関する知見を講義
する。

モデル生物を使って明らかになった最新の生殖に関する知見を講義
する。

内容・方法   等

【 評価基準 】

生殖機構の最前線（２）
卵子形成

論文データを元に、最近のエピジェネティクスに関する知見につい
て講義する。

半期

モデル生物を使った細胞生物学（３）
マウス

毎回、講義の基本データとなる原著論文（英語）の要旨を渡すので、それを和訳しつつ、講義内容を復習する。

第９回－第１４回のまとめ

モデル生物を使った細胞生物学（１）
細菌・酵母

生殖機構の最前線（１）
精子形成

論文データを元に、最近のエピジェネティクスに関する知見につい
て講義する。

モデル生物を使って明らかになった最新の生殖に関する知見を講義
する。

論文データを元に、最近のエピジェネティクスに関する知見につい
て講義する。

第１回－第７回のまとめ

現代の生命科学研究で使用されているモデル生物の紹介と、それら
の生物を使った研究手法について講義する。

エピジェネティクス研究の最前線（２）
RNA干渉

他の細胞制御機構の最前線（３）
iPS細胞

モデル生物を使った細胞生物学（２）
線虫

他の重要な細胞制御機構について講義する。

現代の生命科学研究で使用されているモデル生物の紹介と、それら
の生物を使った研究手法について講義する。

生殖機構の最前線（４）
卵子活性化を含む初期発生

エピジェネティクス研究の最前線（１）
DNA・ヒストンのメチル化・アセチル化

モデル生物を使って明らかになった最新の生殖に関する知見を講義
する。

講義内の小テストや講義後のレポート、受講態度等から総合的に判断する。

テキスト：適宜、資料を配布する。
参考書・参考資料等：必要に応じて参考図書や文献を紹介す
る。

【 教  材  等 】 【 備考 】

71（西村）
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

食品関連細菌の遺伝子構造とその発現制御機構を説明する。ＲＮＡ
の多彩な機能についても講義する。

生物の多様性として微生物を知り、微生物を利用した食品から微生物の作用を学ぶ。

食品と微生物の関係及び微生物と人間の関係を、自然界における微生物の存在形態やその多面的な機能を通して説明
する。また、微生物を産業に応用するための基本的な戦略も講述する。

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

原核・真核微生物の細胞構造と生理

【 指導方法と留意点 】

基礎知識の完全な修得を目標にし、資料やパワーポイントなどを用いて懇切丁寧な指導を心掛ける。講義が下記予定
通りに進行しない場合や予定を前後させる可能性もあるため、全講義への出席が望ましい。

【 授業計画 】

テーマ

食品微生物学特論　－緒論－

内容・方法   等

食品微生物に関連した学術的・社会的諸問題を解説し、本講義の構
成と概要、並びに目的を明確にする。

微生物の探索(難培養性微生物を含む)・培養・保存の基本と系統的
解析法を説明し、自然界における微生物の多様性について講義す
る。

バクテリア、酵母、カビの形態、細胞構造及びその食品科学的機能
について講述する。

配当年次科      目      名 単位数 担      当      者

2

開講期

1･2 半期
食品微生物学特論

Advanced Food Microbiology
ﾑﾗﾀ　ｺｳｻｸ
村田 幸作

講義の中で課す試験やレポートの結果、並びに受講姿勢なども含めて総合的に評価する。

①「遺伝子から見た応用微生物学」(熊谷英彦,加藤暢夫,村田
幸作,阪井康能 編著)2008年(朝倉書店)；②「応用微生物学」
(清水昌,堀之内末治 編著)2006年(文永堂出版)；③「応用化
学講座12 遺伝子工学」（木村光,村田幸作 編著）1990年(朝
倉書店)

酵母とカビの遺伝子構造と発現制御

発酵生理とエネルギー

【 事前・事後学習課題 】

代謝制御発酵

【 教  材  等 】

食品微生物と先端科学技術

食中毒菌の感染戦略と制御

遺伝子組換え微生物の作成とその社会的受容の問題を、遺伝子組換
え食品と対比しながら考察し、将来の食品の在り方について講義す
る。

複雑系微生物制御発酵

発酵食品の製造に欠かせない酵母とカビの遺伝子構造と発現制御機
構を説明し、真核微生物の分子育種の方法論を講述する。

発酵食品の製造において乳酸菌、酵母、カビなどが構成するコン
ソーシアムの特質と制御、並びにその応用について講義する。

アミノ酸や呈味性核酸の発酵原理と分子育種法を、代謝工学、分子
進化工学、逆進化工学などの観点から講義する。

食中毒菌の感染戦略機構とその制御法を説明し、食品の安全性確保
の方法論について講義する。

【 備考 】

生命科学と微生物学　

アルコール発酵の原理と酒類製造との関係を説明する。食品産業酵
母の育種法や発酵エネルギーの有用物質生産への応用について講義
する。

バクテリアの遺伝子構造と発現制御　

ヒトマイクロバイオーム解析と展望
ヒトマイクロバイオーム(ヒトと微生物の社会ネットワーク)解析の
現状とヒト・微生物・食品の一体的理解の重要性について講義す
る。

先端的科学技術（網羅的解析学、合成生物学、システム生物学、構
造生物学）とその食品分野への応用について講義する。

食品微生物のバイオテクノロジーと社会

食品微生物の多様性と系統解析

【 評価基準 】

微生物のパワーとエコシステム
微生物の自然界における存在状態とその意義を説明し、環境・食
糧・生命の分野における微生物パワーの源泉について講義する。

バクテリオファージの生態・生活環とその食品殺菌や医療への応
用、並びにファージ対策や微生物免疫などについて講義する。

腐敗と発酵の理解からスタートした微生物学の歴史的側面と今後の
発展方向を、食品関連微生物に焦点を当てて講義する。

ファージ　－感染機構と食品殺菌－

下記【教材等】①、②を参考にして各回のテーマに関する予備知識を得ておくこと。特に、下記【教材等】①の詳読
を薦める。また、各テーマに関する講義の前に、前回の講義の内容を復習しておくこと。
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

プロトン拡散速度とモビリティ

生体機能と自然環境

電子素子としての生体物質

内容・方法   等

生体機能と自然の類似点と共存について講義する。

電子素子の立場から見た生体物質の特色について講義する。

【 事前・事後学習課題 】

授業テーマに記載されている語句を各自調べておくこと。また授業終了後、授業内容についてまとめ、レポートの作
成に備えること。（合計30ｈ）。

アニオン輸送

核磁気共鳴法と中性子回折法について講義する。

バイオ燃料電池の特性について講義する。

バイオセンサー

生体由来物質と次世代マテリアル

フラックス方程式とプロトン駆動力・移動度について講義する。

レポート課題に対する評価を基本とする。

テキスト：必要に応じてプリントを配布する。
参考書・参考資料等：必要に応じてプリントを配布する。

プロトン輸送と膜電位

イオンポンプとプロトン駆動力

膜電位の測定法

電気化学ポテンシャルとネルンストポテンシャルについて講義す
る。

次世代センサー・次世代エネルギーへの生体物質の役割について講
義する。

バイオセンサーの構造と特性について講義する。

バイオ電池（２）

【 教  材  等 】

新規バイオエネルギー（まとめ）
まとめと生体物質を利用したさまざまな新規エネルギーについて講
義する。

イオン濃度および膜電位の測定法について講義する。

【 備考 】

バイオ燃料電池の構造について講義する。

単位数 担      当      者

ﾏﾂｵ　ﾔｽﾐﾂ
松尾　康光2

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

配当年次科      目      名

1･2 半期
生体機能利用学特論

Advanced Biofunctional Application

開講期

生体物質は低炭素化社会の実現において重要な物質であり、生物と環境の共存を導く優れた性質を備えている。特
に、生物内の電荷輸送やエネルギー代謝機能は人工物にはない独特の優れた特性である。本講義では、生体膜のイオ
ン輸送システムを例に挙げ、生物内の物質輸送を分子構造および力学・熱力学・電磁気学的観点（電子・イオン輸
送）から講義する。さらに、生体物質を利用した環境と共存できる新規エネルギーについても、バイオ燃料電池等を
例に挙げて解説し、その機能およびイオン輸送に伴うエネルギー授受について講義する。

生物内の物質輸送とエネルギー代謝機能について、幅広い視野から把握する。特に、生物内の物質輸送を分子構造と
イオン動力学（力学・熱力学・電磁気学）の観点から理解し、環境と共存しつつ、生体機能を利用する物理化学的方
法について学ぶ。

細胞膜型、液胞型プロトンポンプの構造と電荷輸送について講義す
る。

板書とスライドを使って講義する。重要なポイントでは輪講形式にて議論する。

【 授業計画 】

バイオ電池（１）

テーマ

イオン輸送の測定法

プロトンの拡散速度の測定と計算方法について講義する。

プロトンポンプと電荷輸送

プロトンチャネルと電荷交換
プロトンチャネルとトランスポーターの構造と電荷交換について講
義する。

生体内におけるリンや塩素イオンの輸送について講義する。

73（松尾）
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

各回の指定教材（英文）を予め読解のうえ、要点を整理しておくこと。また当該授業終了後、レポートを作成し提出
すること。（合計30ｈ）。

遺伝子制御の分子機構
遺伝子発現、ＲＮＡプロセシングと分解の段階、翻訳段階、がんの
起源について講義する。

量的形質の遺伝学、多因子性形質、自然選択、母性遺伝について講
義する。

生体機能モデルとシミュレーション

複合形質と進化遺伝学
領域形成と細胞運命の特定化、逆遺伝学、集合遺伝学と進化につい
て講義する。

生体機能モデルの形式的記述
発生の遺伝的制御、コロニー形成能、プログラムされたＤＮＡ再配
列について講義する。

転移因子、自然突然変異と誘発突然変異、ゲノムの不安定性、マイ
クロサテライト不安定性について講義する。

遺伝子操作と機能ゲノム科学

【 事前・事後学習課題 】

【 備考 】

【 評価基準 】

講義に対する取り組みと何回かのレポートで総合的に評価する。

【 教  材  等 】

テキスト：毎回プリントを用意し、それを配布する。
参考書・参考資料等：適時、参考書と資料は配布するプリン
トにて紹介する。

ゲノム（２）
連鎖と遺伝地図、遺伝子発現、コーディングＲＮＡ、ノンコーディ
ングＲＮＡ、酵母と動物の分子遺伝学について講義する。

内容・方法   等

古典遺伝学
遺伝子伝達の遺伝学、塩基配列、アミノ酸配列、タンパク質立体構
造について講義する。

ゲノム（１）
遺伝の染色体的基礎、細菌とバクテリオファージの分子遺伝学、突
然変異、形質、進化について講義する。

ｶﾜｻｷ　ｶﾂﾐ
川崎 勝己

科      目      名 開講期 単位数配当年次 担      当      者

個体ゲノム制御学特論
Advanced Genome Dynamics

1･2 半期 2

エピゲノム（１）
ヒトの核型と染色体の行動、表現型、相補性、エピスタシス、転写
翻訳のエピジェネティクな調節について講義する。

遺伝子（ゲノム）機能の解析
遺伝子制御の分子機構、倍数種、染色体再配列、ゲノム進化につい
て講義する。

エピゲノム（２）

遺伝子とゲノムの分子生物学
遺伝子発現の分子遺伝学、自然流産と染色体異常、染色体再配列に
ついて講義する。

分子遺伝学的解析

体細胞分裂、減数分裂、動原体とテロメア、エピゲノムの調節と異
常、リプログラミングについて講義する。

組換え、突然変異とＤＮＡ修復の機構、比較進化について講義す
る。

ゲノム関連ＤＢとタンパク質関連DB
遺伝子座、遺伝的多型、家系、単一遺伝子疾患とミトコンドリア病
について講義する。

【 授業概要・目的 】

分子遺伝学とゲノム科学の概要 遺伝子とゲノムの遺伝暗号、ゲノム情報について講義する。

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

高等生物は一つの受精卵からはじまり、ゲノム情報に基づいて細胞が増殖・分化し個体として形成される。生物個体
の中で各細胞は機能を発揮し、内外の変化に応答し、次世代にゲノム情報を受け継がせる。本講義では、ゲノム上の
遺伝情報の保持機能、ゲノムからの発現機構について分子・細胞及び個体のレベルで理解させる。また、ゲノム安定
性、発現制御機構、そして個体全体での調和や統合など、生体を構成する分子の諸機能を解説する。それらをこれか
らの先端技術の基盤として発展させる可能性について講義する。

近年発展しつつあるゲノム科学を支える情報と生物学の領域に焦点を当て、ゲノムの情報解析の生物学的意義につい
て理解を目指す。ゲノム情報解析について学び、ゲノムと生体機能の関係についての解析技術とゲノム機能制御の分
子機構を理解する。

講義の中で必要に応じて基礎的な知識も説明していく。従って生命科学への応用を目指した分子生物学の復習という
性格も講義に持たせるので、予備知識が怪しくても意欲を持ち、毎回出席すれば一通りの理解は得られる。

【 授業計画 】

テーマ

74（川崎）
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
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12
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15

殺虫剤、殺菌剤、除草剤などの農薬について、その河川濃度の推移
と、生態リスクについて解説する。

耐性ウイルスの発生が危惧されている抗インフルエンザ薬の環境汚
染実態と分析手法について解説する。

【 事前・事後学習課題 】

事前に、我が国や諸外国で研究対象となっている環境汚染化学物質について調べ、講義後、講義内容を加味し、理解
を深める。

残留性有機汚染物質（POPs)による日本周辺海域汚染調査から、その
越境汚染実態について解説する。

環境汚染医薬品の同時分析法の開発

AhR受容体およびCAR受容体の結合活性を指標とした酵母アッセイ法
を用いた曝露評価モニタリング手法について解説する。

受容体結合活性を用いた曝露モニタリン
グ

イムノクロマトによる簡易測定

有機ハロゲン化合物の網羅的分析

河川における農薬濃度と生態リスクの推
移

越境大気汚染物質であると考えられる揮発性有機化合物について解
説する。

多環芳香族炭化水素（PAHs）について、環境中での光分解を想定し
て、その遺伝毒性の変化について解説する。

残留性有機汚染物質による越境汚染

揮発性有機化合物による環境汚染

多環芳香族炭化水素の光挙動と遺伝毒性

課題・レポートの提出状況および講義に取り組む姿勢により、評価する。

テキスト：配布プリント
参考書・参考資料等：適宜、紹介する。

抗原抗体反応を利用した環境汚染物質の簡易測定法について解説す
る。

有機ハロゲン化合物を対象に環境汚染物質に対する網羅的分析の有
用性について解説する。

【 教  材  等 】 【 備考 】

環境汚染が注目され始めている医薬品および生活関連用品（PPCPs）
の人体汚染を、欧米諸国とアジア諸国比較し、その特徴について解
説する。

内分泌かく乱物質における毒性強度評価

重金属類の摂取量推定

テーマ 内容・方法   等

ダイオキシンやPCBなどの極微量、強毒性の塩素系有機化合物による
人体汚染について、母乳調査事例を上げ解説する。

近年、第一種特定化学物質に指定されたPFOSの分析手法と大気汚染
実態について解説する。

医薬品および生活関連用品汚染の国際比
較

内分泌かく乱物質であるビスフェノールＡの毒性強度評価をモニタ
リング手法である酵母アッセイ法を用いて行った研究事例を解説す
る。

海洋魚類における微量元素濃度の変化 水銀やヒ素などの海洋汚染レベルの経年変化について解説する。

カドミウムや鉛などの重金属類の喫煙摂取量のリスクについて解説
する。

科      目      名

環境分析学特論
Advanced Environmental Analysis

塩素系化合物に変わり、その汚染が明らかにされてきた臭素系化合
物の汚染実態について解説する。

我々の健康に対するリスク要因のひとつに有害化学物質がある。PCBによるカネミ油症やメチル水銀の水俣病は、現
在も解決していない。また、新たに臭素化難燃剤やフッ素化合物が、削減のために世界的な取り組みが必要な物質と
して条約が締結された。本講義では、我が国や諸外国で実施されている具体的な環境調査・研究の事例を取り上げ、
高度化する分析機器の原理およびデータ解析手法について講義する。さらに、調査・研究から得られた分析データが
示すヒトの健康への影響を解説する。

我が国や諸外国で研究対象となっている環境汚染化学物質を把握し、その高度化する分析機器の原理およびデータ解
析手法について理解する。分析手法に利用されている化学の基礎知識についての理解を深める。また、調査・研究か
ら得られた分析データが示すヒトの健康への影響を知る。

臭素系難燃剤による環境汚染

【 授業計画 】

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

環境関連の学会要旨や学術論文を用いて解説する。

極微量塩素系有機化合物による人体汚染

大気環境における有機フッ素化合物汚染
実態

担      当      者

ｱｵｻﾞｻ　ｵｻﾑ
青笹　治2

開講期

1･2 半期

単位数配当年次
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回数

1
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15

担      当      者

下記（　）内参照2

テーマ

化学から生命科学への繫がり（１）

内容・方法   等

有機化学反応と生命科学（安藤　章）

配当年次科      目      名

分子生命科学トピックス
Topics in Molecular Life Science

開講期 単位数

【 授業概要・目的 】

【 指導方法と留意点 】

板書またはスライドを使って講義する。また、担当教員が論文データ等を提示し、それらについて議論する。

生化学から分子生命科学への繋がり
（２）

タンパク質機能のトピックス（１）

ペプチダーゼの分子構造と機能（中嶋　義隆）

構造生命科学のトピックス（２） ＮＡＤ
+
依存性酵素・ＦＡＤ依存性酵素の分子構造と機能

（中嶋　義隆）

【 備考 】

【 評価基準 】

特殊環境微生物のトピックス（１）

【 授業計画 】

環境毒性のトピックス（２）

化学から生命科学への繫がり（２）

生化学から分子生命科学への繋がり
（１）

バイオ分野における研究開発（西矢　芳昭）

化学合成による酵素阻害剤やアンタゴニスト（安藤　章）

【 事前・事後学習課題 】

各回の内容に関連した履修科目の教科書を読んでおくこと。授業後は配布されたプリントなどで講義内容を復習する
こと。

生体の代謝と酵素（芳本　忠）

タンパク質機能のトピックス（２）

酵素阻害剤のを用いた医薬品（芳本　忠）

ケミカルバイオロジー（尾山　廣）

特殊な環境で働くタンパク質（尾山　廣）

1 前期

本科目では、最先端の分子生命科学を生物、化学の視点から多角的に講義する。

分子生命科学系分野における専門的な知識を習得し、さらにそれを最先端の知見と融合させて、自身の研究テーマを
より掘り下げて展開させるための土台とする。

【 到達目標 】

講義内の小テストや講義後のレポート、受講態度等から総合的に判断する。

テキスト：適宜、資料を配布する。
参考書・参考資料等：必要に応じて参考図書や文献を紹介す
る。

タンパク質機能のトピックス（３）

特殊環境微生物のトピックス（2）

構造生命科学のトピックス（１）

メチル水銀毒性の分子メカニズム（木村　朋紀）

環境遺伝子工学のトピックス（１） 植物細胞の必須元素とその役割（長田　武）

環境遺伝子工学のトピックス（２） 植物細胞の有害元素とその障害（長田　武）

カドミウム毒性の分子メカニズム（木村　朋紀）

環境毒性のトピックス（１）

医療分野のバイオテクノロジー（西矢　芳昭）

微生物の生産する酵素阻害剤（尾山　廣）

【 教  材  等 】

76（分子トピックス）
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復習時間は最低1時間とする。

講義内の小テストや講義後のレポート、受講態度等から総合的に判断する。

テキスト：適宜、資料を配布する。
参考書・参考資料等：必要に応じて参考図書や文献を紹介す
る。

環境分析のトピックス（２）

器官再生に関する最近の話題（米山雅紀）

再生医療のトピックス（１）

【 教  材  等 】

【 事前・事後学習課題 】

【 備考 】

【 評価基準 】

再生医療のトピックス（２）

配布資料や講義ノート、小テストを充分復習する。

単位数 担      当      者

下記（　）内参照2

本科目では、最先端の生体生命科学を生物、物理、化学の視点から多角的に講義する。

生体生命科学系分野における専門的な知識を習得し、さらにそれを最先端の知見と融合させて、自身の研究テーマを
より掘り下げて展開させるための土台とする。

配当年次

生体生命科学トピックス
Topics in Cellular Life Science

【 授業概要・目的 】

【 到達目標 】

神経生物学のトピックス（２）

プロトン輸送を利用した環境にやさしいグリーンマテリアルに関す
る研究の現状と課題（松尾康光）

人体汚染化学物質の最先端微量分析技術（青笹　治）

人体汚染物質に関する最新の知見と研究の動向（青笹　治）

肝細胞に着目した器官再生に関する基礎技術（米山雅紀）

環境分析のトピックス（１）

細胞制御のトピックス（１）

生体機能利用のトピックス（２）

生体機能利用のトピックス（１）

細胞制御のトピックス（２）

個体ゲノム制御のトピックス（２）
ショウジョウバエの卵巣精巣における生殖細胞形成と制御機構（川
崎勝己）

モデル生物における自家不和合性・X染色体の不活性化（西村　仁）

個体ゲノム制御のトピックス（１）

軸索伸展（松川　通）

核磁気共鳴法を主軸とした生体由来物質におけるプロトン輸送の測
定技術について（松尾康光）

モデル生物におけるRNA干渉（西村　仁）

ショウジョウバエの初期胚における同調的核複製（川崎勝己）

内容・方法   等

窒素固定微生物とメタン分解微生物、及びそれらの利用の最先端
（大気圏バイオテクノロジー）（村田幸作）

微生物の普遍的存在形態であるバイオフィルムの生化学と応用の最
新動向（バイオフィルムテクノロジー）（村田幸作）

海洋植物の食品・エネルギーへの転換に関する微生物戦略（海洋バ
イオテクノロジー）（村田幸作）

【 授業計画 】

科      目      名

視神経再生（松川　通）

開講期

1 後期

板書またはスライドを使って講義する。また、担当教員が論文データ等を提示し、それらについて議論する。

食品微生物のトピックス（１）

食品微生物のトピックス（２） 

【 指導方法と留意点 】

テーマ

食品微生物のトピックス（３） 

神経生物学のトピックス（１）

77（生体トピックス）
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【 授業（指導）概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

本科目は、専門知識と共に専門英語能力を高めることを目的とする。各研究室単位で行い、担当教員の研究分野にお
ける最先端の学術論文を読み、その内容を要約して発表させ議論する。その結果、専門知識や技術を修得させると共
に、専門英語能力とプレゼンテーション技術を修得させる。

各自の研究分野における専門知識と共に、専門英語の修得を目標とする。

【 事前・事後学習課題 】

学術論文とその背景となる成果について、事前に十分に内容を理解し、発表用資料を作成すること。研究の背景や専
門用語及び実験方法などの重要なポイントについて復習すること。

プレゼンテーションを主に「到達目標をどれだけ達成できたか」や「到達目標に向けてどのように取り組んだか」等
によって総合的に評価する。

担当教員から適宜連絡する。

担当教員は学生が論文を読みまとめた発表会について質問や指導を行う。学生は事前に論文を読み内容をまとめプレ
ゼンテーションの準備が必要である。

【 授業（指導）計画 】

担当教員ごとに授業計画は異なるが、履修した学生がより多くの専門知識と専門英語を習得できるよう、プレゼン
テーションを見ながら指導していく。

（芳本　忠）酵素および阻害剤の生化学や応用について
（尾山　廣）タンパク質の機能解析とその利用について
（西矢芳昭）微生物利用技術・酵素利用技術のデザインについて
（中嶋義隆）生命現象に関係するさまざまなタンパク質の構造生命科学について
（木村朋紀）ストレスに対する細胞応答について
（長田　武）金属ストレスと植物細胞について
（松川　通）神経の発生・再生について
（西村　仁）線虫やマウスにおける生殖の分子機構について
（村田幸作）食品微生物の遺伝子工学とその産業応用について
（松尾康光）プロトンポンプにおける膜電位とプロトン輸送について
（川崎勝己）モデル生物におけるゲノムダイナミクスについて
（青笹　治）環境化学物質の生体影響につい

【 教  材  等 】 【 備考 】

担      当      者

ゼミナール
Seminar

1～2 通年 4 下記（　）内参照

科      目      名 配当年次 開講期 単位数

78(ゼミナール)
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担      当      者

理工学特別研究
Special Research in Science and

Engineering
1～2 通年 8 下記（　）内参照

科      目      名 配当年次 開講期 単位数

修士論文の提出および研究発表の公聴会を行い、研究科委員会にて審議する。

担当教員から適宜連絡する。

調査・実験プランの立案と実行、論文作成および発表等の研究指導を行う。

【 授業（指導）計画 】

担当教員により異なるが、調査・実験、論文作成、発表等の指導を受ける。

（芳本　忠）酵素および阻害剤の生化学とその応用の研究
（尾山　廣）セリンカルボキシルプロテアーゼの構造と機能、バイオ凝集・沈殿剤および無機捕捉バイオ素材の
            創成の研究
（西矢芳昭）微生物の酵素に関する基礎・応用、および微生物を産業利用する研究
（中嶋義隆）生命現象に関係するさまざまなタンパク質のX線結晶構造解析に関する研究
（木村朋紀）ストレスに対する細胞応答の分子機構に関する研究
（松川　通）ゼブラフィッシュを使った視神経の再生・発生、および深海魚の視覚に関する研究
（西村　仁）線虫およびマウスを使った生殖の分子機構に関する研究
（村田幸作）食品微生物の遺伝子工学とその産業応用の研究
（松尾康光）核磁気共鳴法を用いた生体由来物質のプロトン輸送経路とバイオ燃料電池の創製に関する研究
（川崎勝己）ショウジョウバエを使ったゲノム不安定性の分子機構に関する研究

【 教  材  等 】 【 備考 】

【 事前・事後学習課題 】

自分の研究テーマに関連する文献などを事前に良く学習し、整合性のある実験を行い、得られたデータから論理的な
考察ができるように努力すること。専門分野の学会などの開催に注意を払い、興味のあるものには積極的に参加・発
表すること。

【 授業（指導）概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

各学生が独自の研究テーマをもち、そのテーマについて研究計画の策定、研究方法の開発、研究成果の解析とまとめ
を行って修士論文としてまとめる。指導教員はそのための指導を行う。
１、研究課題の決定と研究計画の立案・指導（１年次４～５月）
　　指導教員と相談の上で、研究課題と研究計画をたて、研究方法、文献検索を行い文献読解する。
２、研究の遂行・指導（１年次６月～２年次１０月）
　　研究計画に従って研究を遂行する。時々研究結果をまとめ指導を受ける。
３、中間報告と見直し（１年次３月～２年次４月）
　　中間報告を行い、指導教授の研究成果の指導と、研究計画の見直しを受ける。
４、修士論文の作成・指導（２年次１１～１２月）
　　これまでの研究成果をもとに修士論文の作成を行う。
５、修士論文の提出、研究発表会、と審査（２年次２月）
　　公開の研究発表会で発表し、主査・副査から質問、指導を受ける。修士論文審査と研究発表について審査を受け
る。

指導教員との議論を経て設定した到達目標を達成し、修士（理学）の学位を修得すること。

79(特別研究)
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担      当      者

人間環境デザイン学演習
Advanced Studies of Environmental Design

1･2･3 半期 2
ｲﾜﾀ　 ﾐﾁｺ

岩田　三千子

科      目      名 配当年次 開講期 単位数

原則として講義中における発表・討議の評価を約50%、提出レポートの内容とプレゼンテーションの評価を約50%とし
て、報告書完成に至る経過、成果品から到達目標に対する達成度を総合的に評価する。

講義中に適宜、関連資料を配布するほか、参考図書・資料を
紹介する。

視察調査をはじめ、必要に応じて開講時間を変更する
ことがあるので、担当者との連絡を密にすること。

関連文献、配布資料などを通じて、レポート作成を行って討議検討するほか、各自で問題解決のための課題を設定し
た調査分析手法と結果に対して指導を行う。
必要に応じてメール・文書等による指導も行う。
参考事例については現地における視察調査や研究会への参加等を加えることもある。

【 授業（指導）計画 】

１．人の生活と住環境
２．住環境デザインの領域と研究
３．多様な人（属性）の生理・心理特性
４．光環境の特性と応用（１）
５．光環境の特性と応用（２）
６．色彩環境の特性と応用（１）
７．色彩環境の特性と応用（２）
８．音環境の特性と応用
９．建築環境工学の研究成果と方向性（１）
10．建築環境工学の研究成果と方向性（２）
11．建築人間工学の研究成果と応用
12．福祉のまちづくりとバリアフリー
12．ユニバーサルデザインの概念
13．ユニバーサルデザインの研究成果と応用（１）
14．ユニバーサルデザインの研究成果と応用（２）
15．ユニバーサル社会の環境デザイン
　ただし、都合により回が入れ替わることがある。

【 教  材  等 】 【 備考 】

【 授業（指導）概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

生活の基盤となる建築や都市の空間デザインについて、広く専門的に環境の形成過程、および人間行動や生活実態の
現状把握に基づき、あるべき計画やデザインの手法等を、国内外事例を踏まえて講述のうえ討議する。とりわけ、こ
れからの社会環境計画において重要視される歴史や自然と共生する持続的環境、高齢者や障害者のみならず全ての人
に優しい環境などの実現を図るための計画理論やデザイン手法に焦点をあてるものとする。
主として建築や都市などの計画や環境デザインに関わるすべての人に安全、快適であるというユニバーサルデザイン
の観点から、建築環境工学の基礎的な分析手法に基づく空間と人との関係について、討議・検討を行う。

人間工学や環境工学の基礎的知識を学び、空間と人間との関係に関する諸領域に着目しながら、すべての人に安全・
快適であるというユニバーサルデザインの観点から、建築や都市などの計画や環境デザインに関わる基本的な知識や
技術を身につける。

【 事前・事後学習課題 】

講義中に討議する内容について、関連文献、資料などを通じてレポート作成や発表準備を行うこと。
さらに講義終了後には自らの考えをまとめておき、期末レポートの作成に備えること。
（合計30ｈ）

80(岩田）
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配布プリント

【 指導方法と留意点 】

【 事前・事後学習課題 】

毎回の授業準備および演習課題、学期末レポートの作成。（合計30h）

半期

【 到達目標 】

単位数

【 評価基準 】

授業での討論内容などで評価の約50％、レポートの評価を約50％として総合的に評価する。

【 教  材  等 】 【 備考 】

担      当      者

ﾓﾘﾔﾏ　ﾏｻｶｽﾞ
森山　正和2

【 授業（指導）概要・目的 】

配当年次科      目      名

都市熱環境計画演習
Advanced Studies of Urban Thermal

Environmental Planning

開講期

1･2･3

はじめに、演習の概要を説明する。

次に、都市熱環境の基礎理論として、以下の３項目の演習を行う。
(1)熱移動の基礎
(2)地表付近の風と気温の特性
(3)地表付近の熱収支

次に以下の順に演習を行う。
１．ヒートアイランド現象の統計資料、観測、数値シミュレーションによる実態
２．潜在自然気候との比較によるヒートアイランド評価
３．ヒートアイランドの対策技術
４．クールスポット及びクールアイランドの理論と計画論
５．ドイツや日本における都市環境気候地図（クリマアトラス）と空間計画
６．風の道計画とコンパクト・エコシティの構想

最後に演習のまとめを行う。

地球環境の保全を考慮しつつ熱環境的にも快適性の高い都市のあり方、「我々は明日どこにどのように住むか」が問
われている。本演習はそのような視点から、ヒートアイランドに代表される都市熱環境の実態とその原因、人や社会
に対する影響、そしてその対策や緩和方法について、論理的根拠を踏まえつつその全体像を考究する。

ヒートアイランドに代表される都市熱環境の現象、人や社会に対する影響、その緩和のための対策や改善策について
適切に理解すること。

事前配布したテキストに沿って、ゼミ形式で学習する。

【 授業（指導）計画 】

81（森山）
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【 授業（指導）概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

住居から地域まで、人間の定住環境の構造を物的・制度的に読み解き、その評価とデザイン手法、形成手法および管
理に関する事例について講述の上、討議する。具体的には、人間－環境系としての都市ならびに建築の計画・マネジ
メントについて、社会文化的・生態学的・風土的（場所論）・環境認知などの視点から、現代社会をフィールドとし
て空間構造と人間の行動特性や法則性を見出した総合的理論および実践的研究を題材とし、新たな計画・デザイン論
のあり方に考究する。

現代社会で実践されている都市地域計画手法について、近代社会におけるその成り立ちと現在の課題を社会学・心理
学・経済学などの学際的視点から理解し、今後のあり方を制度として検討・提案するための知識を習得する。

学期末レポートを主たる評価（60%）とし、適宜出題する演習課題および授業での討議内容についても評価する
（40%）。

配布プリント

住環境から都市・地域の広範にわたる専門書や論文の内容を講述し、討議する。並行して、実社会の中の都市地域計
画に関する問題点とその解決手法についての課題に取り組み、分析手法や提案手法について討議する。

【 授業（指導）計画 】

１．近代100年の都市開発の歴史と体系　（１回目から3回目）
２．グローバリゼーションと都市・居住環境の変容（4回目から6回目）
３．都市地域開発とマネジメント（7回目から9回目）
４．都市のリ・デザインとプロジェクト評価（10回目から12回目）
５．都市地域計画分析と提案（13回目から15回目）

【 教  材  等 】 【 備考 】

【 事前・事後学習課題 】

毎回の授業準備および演習課題、学期末レポートの作成。（合計30h）

担      当      者

都市地域計画学演習
Advanced Studies of Urban and Regional

Planning
1･2･3 半期 2

ｷﾀ　ｱﾔｺ
木多　彩子

科      目      名 配当年次 開講期 単位数

82（木多）
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担      当      者

都市空間情報学演習
Advanced Studies of Geoinformatics

1･2･3 半期 2
ｸﾏｶﾞｲ  ｷｲﾁﾛｳ
熊谷　樹一郎

科      目      名 配当年次 開講期 単位数

学期末のレポートを主たる評価とし（60%）、適宜出題する演習課題についても評価の対象とする（40%）。

演習中に適宜資料を配付する。

前半は種々の空間データを対象として、コンピュータを使用した演習形式を通じてそれらの特性を理解する。後半
は、都市空間を対象としたテーマを設定し、分析手法や出力形態をディスカッションしていく。

【 授業（指導）計画 】

１回目　都市空間と空間情報(1)　都市空間と空間計測手法
２回目　都市空間と空間情報(2)　都市空間と空間データ分析
３回目　空間情報の特性(1)　地上計測データとは・ディジタル写真計測
４回目　空間情報の特性(2)　レーザプロファイラ・移動体計測
５回目　空間情報の特性(3)　広域計測データとは・GPS
６回目　空間情報の特性(4)　ディジタル航空写真計測・リモートセンシング
７回目　空間情報の特性のまとめ　計測タイプごとのデータ特性の整理方法
８回目　都市空間での空間情報の分析(1)　地上計測データを用いた演習(1)
９回目　都市空間での空間情報の分析(2)　地上計測データを用いた演習(2)
１０回目　都市空間での空間情報の分析(3)　広域計測データを用いた演習(1)
１１回目　都市空間での空間情報の分析(4)　広域計測データを用いた演習(2)
１２回目　都市空間での空間情報の分析(5)　地上・広域計測データを複合利用した演習(1)
１３回目　都市空間での空間情報の分析(6)　地上・広域計測データを複合利用した演習(2)
１４回目　都市空間での空間情報の分析(7)　地上・広域計測データを複合利用した演習(3)
１５回目　まとめ　課題の整理・今後の展望のまとめ

【 教  材  等 】 【 備考 】

【 授業（指導）概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

CADやCG、GISの技術を適用した都市計画・まちづくりといった都市空間のデザインでは、さまざまな空間スケールで
多種にわたった空間情報を同時に採用していくことが必要になってくる。その一方で、空間情報の生成にはさまざま
な計測法が用いられているだけでなく、生成された時期も異なっていることが多い。本演習では、地理データや衛星
データに代表される多種多様な空間情報の特性を空間スケール及び時間スケールの視点から調査し、各々の都市デザ
インにおける適用性を取りまとめる。空間情報を解析する空間統計について解説した上で、それらの組み合わせ利用
によって得られる効果と計測技術への要求仕様について講述のうえ討議する。

空間情報の計測方法の特徴と得られるデータの特性について理解するとともに、都市空間でのデータ解析方法を身に
つける。

【 事前・事後学習課題 】

演習中に指定する文献・著書の該当箇所をあらかじめ通読するとともに、要点をまとめておくこと。また、演習の中
で挙げられたデータ解析を実施し、その結果について考察しておくこと（合計30h）。

83（熊谷）
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担      当      者

環境管理学演習
Advanced Studies of Environmental

Management
1･2･3 半期 2

ﾔｷﾞ　ｼｭﾝｻｸ
八木　俊策

科      目      名 配当年次 開講期 単位数

　講義中における発表７０％、討議３０％

教科書・・・プリントを使用する
参考書・・・授業中に紹介する

　プリントを事前に配布するので、あらかじめ読んでおくことが望ましい。講義のなかで、随時ディスカッションを
行う。

【 授業（指導）計画 】

第１回目から第３回目
都市環境問題の現状：典型７公害、廃棄物問題、有害化学物質などの現状
地球環境問題の現状：地球温暖化、オゾン層破壊、酸性雨、砂漠化などの現状
持続可能な発展：地球サミット、南北問題、持続可能性の条件

第４回目から第６回目
環境とエネルギー：エネルギー利用の実態分析、再生可能エネルギー
環境と貿易：環境保護と自由貿易、ＴＢＴ協定
環境とマーケティング：環境マーケティングの現状と課題

第７回目から第９回目
環境マネジメントシステム：ＩＳＯ１４０００シリーズの背景と規格構成、審査登録制度、認証取得の効果
ライフサイクルアセスメント：ＩＳＯ-ＬＣＡの構成（4つのフェーズ）と適用事例
環境ラベルと製品情報：タイプＩⅡⅢの原則と適用事例など

第１０回目から第１２回目
環境パフォーマンス評価における情報解析：ＥＣＩ，ＯＰＩ，ＭＰＩとその事例
環境リスク評価と情報コミュニケーション：環境リスクの同定・分析・処理など
環境マネジメントシステム構築事例：ＩＳＯ14001認証取得事例：製造業、流通、建設、行政など

第１３回目から第１５回目
排水処理におけるファジィ制御、酸性雨生成における雲粒成長モデル

【 教  材  等 】 【 備考 】

【 授業（指導）概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

　都市・地域環境問題とともに、地球温暖化や酸性雨などの地球環境問題へ対応するため、企業等さまざまな組織に
おいて環境管理システムを導入する事例が増えている。本演習の主要内容はＩＳＯ１４０００シリーズを中心とした
環境マネジメントシステムの構築と運用である。まずはじめに都市環境・地球環境の現状、環境とエネルギー・貿
易・マーケティングについて述べ、つぎにＩＳＯ１４０００シリーズの規格構成、ライフサイクルアセスメント、環
境パフォーマンス評価、環境ラベル、環境・資源効率などの基本事項を説明する。さらに環境マネジメントに関する
「情報」の役割と活用にも焦点をあて、製造業・流通・建設・行政などのさまざまな構築事例を用いて具体的に解説
する。そして環境管理の支援技術として、環境汚染物質の挙動や制御に関する数式モデルやシミュレーションの技法
を「排水処理におけるファジィ制御」や「酸性雨生成における雲粒成長モデル」を取り上げて解説する。

　都市・地球環境問題の現状に関する基礎知識を身につけ、さまざまな組織における環境管理システムの構築技法と
認証取得事例に関する理解を深め、環境マネジメント支援技術としての数式モデルやシミュレーションについて学修
する。

【 事前・事後学習課題 】

各回のテーマについて、発展的に自ら課題を設定し、関連文献を参照して、レポートを提出すること（合計60時間以
上）

84（八木）
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【 教  材  等 】 【 備考 】

教科書は指定しない。
参考書：Foundmentals of Soil Behavior(Mitchell, Soga)

【 授業（指導）計画 】

第1回～6回
・土の生成と物理化学的構造、土の状態量を表す諸性質
・土の構造とその測定方法
・土、水と化学物質の相互作用、保水性
・土の透水性
・圧密現象
第7回～12回
・土の熱伝導率、熱容量
・凍結・凍上現象
第13回～15回
・土と地下水の汚染

【 事前・事後学習課題 】

課題の予習とレジメ作成。

【 評価基準 】

レジメ作成と発表（60％）、質疑応答（40％）の総合評価とする。

【 授業（指導）概要・目的 】

環境地盤工学は土壌汚染とその修復技術、地盤材料のリサイクル、地盤の熱的性質に関する機能など幅広い分野を含
む。そして、その基礎となるのが特に細粒土の物理化学的な性質の理解である。そこで、本演習では、細粒土の基本
的性質に関する知識を内外の文献から学び、次に、様々な環境地盤工学的諸問題に取り組む手法を演習により身に付
けることを目的とする。

【 到達目標 】

到達目標は次のとおりである。
(1)土の物理化学的性質を理解する。
(2)土の熱的性質を理解する。
(3)環境地盤工学への適用ができる。

【 指導方法と留意点 】

毎回、事前に配布される資料や文献を読み内容をまとめてレジメを作成する。授業では内容の発表を行い、質疑応答
の後に解説を行う。

科      目      名 配当年次 開講期 単位数 担      当      者

環境地盤工学演習
Advanced Studies of Geoenvironmental

Engineering
1･2･3 半期 2

ｲﾄｳ　ﾕｽﾞﾙ
伊藤　譲

85（伊藤）
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担      当      者

建築構造学演習
Advanced Studies of Structural

Engineering
1･2･3 半期 2

ｳｴﾀﾆ ｺｳｼﾞ
上谷 宏二

科      目      名 配当年次 開講期 単位数

到達目標の理解度に応じて評価する。

（参考書）◆ 若林編著「鉄骨構造学詳論」丸善　◆ 仲他「新訂建築
学大系14　座屈論」彰国社　◆ Timoshenko & Gere "Theory of
Elastic Stabulity"　◆ Jhonston " Guide to Stability Design
Critteria for Metal Structures"

最適設計法，耐震設計法に関する講義を行う。これに関連する，文献や課題を課し、ゼミ形式で学習する。

【 授業（指導）計画 】

（１）講義（３０％）：最適設計法，耐震設計法　　　（２）最適設計プログラムの操作法の習得（２０％）
（３）構造設計実習（５０％）

【 教  材  等 】 【 備考 】

【 授業（指導）概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

建築構造物を設計するための理論および実践について学ぶ。項目としては次の通り。（１）最適設計法　（２）耐震
設計法　（３）最適設計プログラムを用いた実施設計演習

（１）最適設計法，耐震設計法に関係する基礎知識を学習する。　（２）実際規模の建物に対し，最適設計プログラ
ムを用いて構造設計を実践する。

【 事前・事後学習課題 】

事前に提供する学習資料・文献について学習し、レジュメを作成する。事後には、課題に対する回答をレポート形式
で作成し、提出する。

86（上谷）
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【 教  材  等 】 【 備考 】

教科書：鉄筋コンクリート構造の基本と部材の設計（彰国
社）
配布プリント：ACI Building Code318-05 Appendix A
参考書：鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説（日本建築
学会）

【 授業（指導）計画 】

１回目　　鉄筋コンクリート構造概説
２回目　　鉄筋とコンクリートの力学的特性　　　　　　　　　　　テキストpp8～pp14
３回目　　せん断力に対する抵抗（１）概説　　　　　　　　　　　テキストpp16～pp18
４回目　　せん断力に対する抵抗（２）抵抗のしくみ　　　　　　　テキストpp29～pp36
５回目　　せん断力に対する抵抗（３）せん断ひび割れ　　　　　　テキストpp37～pp38
６回目　　せん断力に対する抵抗（４）せん断耐力　　　　　　　　テキストpp39～pp41
７回目　　せん断力に対する抵抗（５）柱梁接合部のせん断抵抗　　テキストpp42～pp44
８回目　　せん断力に対する抵抗（６）耐震壁のせん断抵抗　　　　テキストpp45～pp50
９回目　　STRUT AND TIE MODELS（１）Definitions 1 　　　　　　プリントpp353～pp355
１０回目　STRUT AND TIE MODELS（２）Definitions 2 　　　　　　プリントpp356～pp358
１１回目　STRUT AND TIE MODELS（３）Design procedure  　　　　プリントpp359～pp360
１２回目　STRUT AND TIE MODELS（４）Strength of struts　　　　プリントpp360～pp363
１３回目　STRUT AND TIE MODELS（５）Strength of ties　　　　　プリントpp363～pp364
１４回目　STRUT AND TIE MODELS（６）Strength of nodal zones 　プリントpp364～pp366
１５回目　全体のまとめ

【 事前・事後学習課題 】

テキストおよび配布プリントの指定ページを事前に通読し自分の考えをまとめておくこと。（30ｈ）

【 評価基準 】

毎回の達成度を評価する。

【 授業（指導）概要・目的 】

1995年の兵庫県南部地震において、1981年に施行された新耐震設計法により設計された建物の倒壊はほとんどなく、
新耐震設計法の有用性が検証された。急激な倒壊をを引き起こす鉄筋コンクリート造部材のせん断破壊をなくしその
部材はじめ建物を靱性設計する現行の耐震設計法においては、部材のせん断抵抗機構を明らかにすることは非常に重
要な要素である。そこで本科目においては現在では広く認識されつつある鉄筋コンクリート部材のせん断抵抗機構の
考え方を広く理解することを目的とする。

【 到達目標 】

理論に基づいた鉄筋コンクリート部材のせん断抵抗機構を理解し、さらなる課題を発見できる。

【 指導方法と留意点 】

テキストおよぶび配布プリントに従った講義および演習をする。

科      目      名 配当年次 開講期 単位数 担      当      者

鉄筋コンクリート構造学演習
Advanced Studies of Reinforced Concrete

Structure
1･2･3 半期 2

ﾔﾅｷﾞｻﾜ　ﾏﾅﾌﾞ
柳沢　学

87（柳沢） 
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担      当      者

構造設計法演習
Advanced Studies of Structural Design

1･2･3 半期 2
ｽﾞｲ　ﾋﾛｼ
頭井　 洋

科      目      名 配当年次 開講期 単位数

受講前の準備状況と講義時の討議・検討の内容理解度および到達目標の理解度に応じて評価する。

平成24年度版道路橋示方書V耐震設計編、性能照査型設計法や
疲労設計法等についての最新の研究論文

各講義の前に関連文献を手渡すので、事前に精読すること。
関連文献の内容を中心に討議・検討を行う。

【 授業（指導）計画 】

1)　平成24年度版道路橋示方書V耐震設計編を教材として、耐震設計の基本方針、考慮すべき荷重、設計地震動、
     耐震性能の照査内容、静的照査方法、動的照査方法の討議を通じて、設計方法全般と性能照査型設計法の理
     解
2)　同じく、耐震設計編を教材として、鉄筋コンクリート橋脚の保有水平耐力および許容塑性率の討議・検討
3)　同じく、耐震設計編を教材として、鋼製橋脚の応答値と許容値の討議・検討
4)　鉄筋コンクリート橋脚を対象として、静的照査方法（保有水平耐力法）、動的照査方法について
　　関連研究論文を教材に討議・検討
5)　鉄筋コンクリート橋脚を対象として、2自由度モデル、詳細モデルを用いた等価線形化法と非線形動的解析と
    の対比などを通じて動的照査方法の詳細の討議・検討

【 教  材  等 】 【 備考 】

【 授業（指導）概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

厳しい自然環境のもとで長い年月供用される公共構造物の強度設計や耐震設計などに欠かせない構造解析理論、設計
手法や疲労設計法等について講述のうえ討議する。構造物の強度設計法や耐震設計法は、仕様型設計法から性能照査
型設計法へと移行している。その背景にある考え方や問題点にも触れ、強度や耐久性などに優れ、環境にも配慮した
より合理的な構造設計法へと改良されてきた経緯についても講述のうえ討議する。ファイバー要素による骨組み構造
に関する耐荷力解析、非線形動的応答解析など有限要素法に関する最新の理論も講述のうえ討議する。

橋梁の耐震設計法として、鉄筋コンクリート製および鋼製橋脚を主対象に、設計方法の変遷と最新の設計方法を理解
し、実務に応用できる能力を身につける。

【 事前・事後学習課題 】

事前に配布する教材の学習と要点・疑問点のまとめ。講義内容の復習と課題の作成。

88（頭井）
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担      当      者

応用構造材料学演習
Advanced Studies of Applied

Structural Materials
1･2･3 半期 2

ｸﾏﾉ   ﾄﾓｼﾞ
熊野　知司

科      目      名 配当年次 開講期 単位数

報告書完成に至る経過、成果品から到達目標に対する達成度を総合的に評価する。

議論の基本となる文献を配布する。また、受講者のさらなる
文献の提供も歓迎する。

主に文献を基にした討議により指導を行う。前半の討議をもとに課題を設定し、レポートの作成を最終成果とする。
積極的な資料収集や場合によっては実験や数値計算の実施も歓迎する。直接指導を原則とするが、必要に応じてメー
ル、文書等による指導も行う。

【 授業（指導）計画 】

　次に示すように授業を進行する。

　1回目：性能照査型設計法の考え方の概説
　2回目：性能照査型設計法の現状と課題
　3回目：建設構造材料の現状（セメント、骨材）
　4回目：建設構造材料の現状（混和材料）
　5回目：建設構造材料の現状（コンクリート）
　6回目：建設構造材料の現状（鋼材）
　7回目：建設構造材料の現状（歴青材料）
　8回目：建設構造材料の現状（高分子材料）
　9回目：建設構造材料の現状（繊維補強材料）
　10回目：建設構造材料の再資源化
　11回目：建設構造材料の高機能化
　12回目：課題の設定
　13回目：材料に要求される性能の抽出
　14回目：注目すべき構成則の検討と研究の現状
　15回目：性能照査型設計法における取扱いの検討
　
　授業をとおして討議を重ね、最終的に報告書を完成させる。

【 教  材  等 】 【 備考 】

【 授業（指導）概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

　コンクリート、鋼材、歴青材料、高分子材料、繊維補強材料等の主要な建設用構造材料及びそれらの複合利用に関
して、最新の話題、情報を提供すると同時に性能照査型設計法のおける取り扱い方について講述の上討議する。さら
に、持続可能な社会の構築に向けての社会基盤整備のための建設構造材料及びそれを用いた構造物のあるべき姿を想
定して、建設構造材料の再利用（リサイクル）、建設構造材料の高機能化（高強度、高耐久、高施工性）、さらに
は、エコセメントの製造等に代表される「静脈産業」としての建設構造産業の役割の重要性等について講述の上討議
する。

建設構造材料の諸特性を具体的な設計理論、利用技術との関係で理解する。さらに、建設構造材料の現状とあるべき
姿についてのコンセプトを明らかにしたうえで最終的には性能照査型設計法にとりいれる際の留意点や課題を明らか
にする。

【 事前・事後学習課題 】

・配布した文献を通読し予め要点をまとめるとともに補間するのに必要な文献を調査・整理し、毎回の討論に備え
る。（合計30ｈ）
・主に構造材料の性能照査型設計に関して設定した課題についてレポートにまとめる。（合計30h）
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8 　　　クリープ破壊

9

10 　　　環境破壊

11

12

13

14

15

【 事前・事後学習課題 】

各回の内容に関する課題問題を科すので、次回の始めにA4１枚程度にまとめて提出すること。

【 教  材  等 】 【 備考 】

①機械材料学（辻野良二他）
②構造材料の強度と破壊（A.S.TETELMAN他）
③Fatigue & Fracture Mechanics(Richard E.Link3)

論文講読による質疑応答ならびに内容の理解度で評価する。

疲労寿命の予測　 き裂進展速度

疲労寿命の予測演習

 まとめ 講義の総括

　　　疲労破壊 疲労き裂の発生と進展、疲労破壊した破面

疲労破壊に影響する因子（1）切欠き効果
                      （2）寸法効果
　　　　 　　　       （3）表面効果
                       (4)表面硬化による疲労限度の向上

クリープ破壊の挙動と機構

　　　低温脆性破壊 低温脆性破壊に及ぼす要因、機構

担      当      者

疲労強度学演習
Advanced Studies of Fatigue Strength

1･2･3 半期 2
ﾂｼﾞﾉ　ﾘｮｳｼﾞ
辻野　良二

科      目      名 配当年次 開講期 単位数

疲労強度に関する研究論文および教科書の講読。

【 授業（指導）概要・目的 】

【 到達目標 】

自動車、航空機ならびに一般機械装置は数多くの機械要素から成り立っている。その部材の機能を十分に付与するこ
とだけでなく、その部材の強度が適正であること、すなわち、安全性、信頼性を確保する方法を講述する。破壊全般
について説明するとともに、特に、破壊の多くは金属疲労によって生じるため、疲労強度設計に重点を置いて進め
る。また、疲労が発生する機構について金属学的に講述する。

機械要素設計はその機能性と強度を知り、安全性と信頼性の確保の必要性を理解する。その中で、破壊の基礎概念を
理解するとともに、特に疲労について学び、疲労強度設計ができる能力を身につける。

テーマ

【 指導方法と留意点 】

内容・方法   等

Ⅰ 各種材料の破壊
　　　鋼の破壊

フェライトーパーライト鋼、ベイナイト鋼、マルテンサイト鋼、ス
テンレス鋼の破壊挙動

　　　非鉄金属の破壊 ＢＣＣ耐火金属、ＨＣＰ金属の破壊挙動

【 評価基準 】

【 授業（指導）計画 】

　　　複合材料の破壊 繊維強化金属、サーメットの破壊挙動

　　　非金属材料の破壊

水素脆化割れ、応力腐食割れの挙動と機構

ガラス、セラミックス、高分子の破壊挙動

き裂の応力解析、破壊靱性

Ⅲ 破壊の各種様式
　　延性破壊と脆性破壊

延性破壊と脆性破壊の挙動、機構の相違

Ⅱ 破壊力学の概念 Griffithの理論

90（辻野）
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回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

仮定変位に基づく要素定式化。定ひずみ三角形要素。四角形要素。

まとめ

境界要素法の応用例。

【 授業計画 】

【 到達目標 】

有限要素法の考え方。エネルギー法。剛性方程式。

計算力学の基礎 計算力学の基礎に関するまとめと事例計算。

内容・方法   等

剛性マトリクスの合成、等価節点力。

計算力学の歴史。計算力学の主要な方法。有限要素法の位置づけ。
境界要素法の位置づけ。

逆問題解析　その２

逆問題の定義。逆問題の分類。

開講期

2

境界要素法　その３

テーマ

逆問題解析　その１

境界要素。特異積分。境界要素法　その２

境界要素法　その４

講義の総括。

複雑な形状をもつ一般の物体の変形や物体内の温度分布などの場の問題を、数理解析的に解くことは困難である。こ
のため、これらを数値的に解く方法として、有限要素法や境界要素法などの計算力学的手法が発達してきた。本講義
では、有限要素法や境界要素法などの計算力学の基礎となる考え方と具体的手法について論じる。また、有限要素法
や境界要素法などを用いて、測定結果から種々の特性や形状を同定したり、所要の特性を実現するような条件を推定
したりする、いわゆる逆問題解析を行うときの考え方と手法について論じる。

【 教  材  等 】 【 備考 】

調査結果発表と総合討論

逆問題解析　その３

逆解析手法。適切化手法。

逆問題解析の実例。

事前に配布された資料を予め通読のうえ、要点を整理しておくこと。また与えられた課題についてレポートを書くこ
と。（合計30ｈ）。

【 事前・事後学習課題 】

境界積分方程式。ポテンシャル問題に対する定式化。

計算力学に関する調査。結果発表とそれに対する総合討論。

資料は配布する予定。
参考書：久保司郎、逆問題、培風館。

有限要素法　その１

有限要素法　その２

有限要素法　その３

アイソパラメトリック要素。ガウス積分。

計算力学に関する基本的な事項について、小テストと定期試験を行う。成績は定期試験70％、平常点（小テスト・レ
ポートを含む）30％として評価する。

【 評価基準 】

計算力学演習
Advanced Studies of Computational

Mechanics

弾性問題に対する定式化。境界値の算出。

1･2･3 半期

【 授業概要・目的 】

【 指導方法と留意点 】

境界要素法　その１

有限要素法　その４

有限要素法　その５ 有限要素法の応用例。

単位数 担      当      者

ｸﾎﾞ　ｼﾛｳ
久保 司郎

計算力学の基礎に関するまとめと、事例
計算。

科      目      名

場の解析を行う計算力学手法の代表として、有限要素法および境界要素法の基礎を修得するとともに、これらを柔軟
に活用して結果から原因を推定する逆問題解析の基礎を修得することを目標とする。

配当年次

講義内容の理解を深め、理解度を調べるため、適宜ショートテストを行うとともに、レポート提出を求める。
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担      当      者

固体表面分析演習
Advanced Studies of Solid Surface Analysis

1･2･3 半期 2
ｲﾉｳｴ　ﾏｻﾋｺ
井上　雅彦

科      目      名 配当年次 開講期 単位数

輪講における質疑応答の状況から到達目標の理解度を測定し、出席状況や授業に対する姿勢等を加味して総合的に評
価を行う。配分は、理解度 70%、その他 30%。

参考書：Chr.Lehmann,"Interaction of Radiation with
Solids and Elementary Eefect Production", D.P.Woodruff,
T.A.Delchar,"Modern Techniques of Surface Science"

講義の際に、参考書の必要部分や原著論文のコピーを
配布します。

下記の参考書と、トピックス的な原著論文を教材にして輪講形式で進めて行き、重要なポイントでは詳しい解説講義
を行う。場合により実技指導を行う。

【 授業（指導）計画 】

  １. 真空：真空度の概念、測定方法、超高真空の必要性について理解する。
  ２. 固体中での電子の散乱過程：弾性散乱、非弾性散乱、平均自由行程、阻止能、オージェ過程について理解す
      る。
  ３. 表面電子回折：固体表面での低速電子回折、反射高速電子回折、屈折、表面波共鳴等について理解する。
  ４. 表面原子構造：表面結晶構造、ステップ構造、およびそれらの表記法について理解する。
  ５. 表面電子構造：表面近傍でのエネルギーバンド構造について理解する。
  ６. 固体中でのイオンの散乱過程：弾性散乱、非弾性散乱、スパッタリング過程について理解する。
  ７. 電子分光法：オージェ電子分光法、X線光電子分光法について理解する。
  ８. 電子顕微鏡：走査型電子顕微鏡、透過型電子顕微鏡について理解する。
  ９. 深さ方向分析：スパッタオージェ深さ方向分析法について理解する。
１０. 二次イオン質量分析法：動的分析法、静的分析法、深さ方向分析法について理解する。
１１. イオン散乱法：低速イオン散乱法、中速イオン散乱法、ラザフォード後方散乱法について理解する。
１２. 電子ビーム：電子源、電子レンズ、偏向器、エネルギーアナライザ等について理解する。
１３. イオンビーム：イオン源、イオンレンズ、質量分析フィルタ、イオンエネルギーアナライザ等について
      理解する。
１４. 飛行時間測定法：荷電粒子ビームのパルス化技術、飛行時間測定技術等について理解する。
１５. 走査プローブ顕微鏡（STM、AFM、SPM）について理解する。

【 教  材  等 】 【 備考 】

【 授業（指導）概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

ナノテクノロジーという言葉に代表されるように、近年電子デバイスの微細加工技術は著しく進歩し、厚さわずか数
nm 程度の微細な構造物が製作されるようになってきた。このようなナノスケールの構造物においては、材料の表面
や界面の状態がデバイスの動作に重要な影響を与える。本科目ではこのような材料表面のキャラクタリゼーション、
すなわち、組成、原子構造、電子状態の分析を行う上で基礎となる物理現象やそれを応用した物性計測技術について
詳しく学ぶ。主として、電子やイオンなどの荷電粒子ビームを用いた手法を取り上げる。また、計測で得られたデー
タに対する解析方法についても学ぶ。

荷電粒子（電子、イオン）と固体表面との相互作用について理解する。荷電粒子ビームの生成・制御技術、および荷
電粒子計測技術について理解する。得られたスペクトルデータの解析方法について理解する。

【 事前・事後学習課題 】

参考書・原著論文の次回講義該当部分の英訳を行い、予習をしておくこと。

92（井上）
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ゼミ形式で討議、検討する。重要な点については板書、プロジェクターを用いて解説する。

【 授業（指導）計画 】

4.  プロトン伝導体のプロトン輸送メカニズム

1.  燃料電池の動作原理

3.　燃料電池電解質

開講期 担      当      者

ﾏﾂｵ　ﾔｽﾐﾂ
松尾　康光2

レポート課題に対する評価を基本とし、到達目標の達成度により評価する。

必要に応じてプリントを配布する。

【 教  材  等 】 【 備考 】

配当年次

2.  燃料電池の仕組み

【 評価基準 】

5.  電極反応

単位数

1･2･3 半期

【 授業（指導）概要・目的 】

【 到達目標 】

科      目      名

【 事前・事後学習課題 】

授業計画に記載されている語句について、各自事前に調べておくこと。授業終了後は、授業内容をまとめておくこ
と。

【 指導方法と留意点 】

大幅な環境負荷低減効果が期待できる燃料電池に関して、その創生にもっとも重要である燃料電池電解質のプロトン
伝導性及びその出現機構について解説する。特に、燃料電池電解質に必要とされるプロトン伝導に関しては、プロト
ン伝導体の作成方法から超プロトン伝導特性およびその出現機構（超プロトン伝導相転移機構）の解析方法に至るま
で、ゼミ形式で討議・検討を行う。また、プロトン伝導体を電解質とした燃料電池セルの作成方法やその発電特性に
ついても最近の研究状況を交えて討議・検討を行う。

燃料電池の動作原理、仕組み および燃料電池電解質に求められる特性について理解する。さらに、燃料電池の特性
評価・解析方法を身につけることを目標とする。

燃料電池材料学演習
Advanced Studies of Fuel Cell

Materials

6.  燃料電池特性の評価方法と解析方法

7.  燃料電池の課題点

　に関して、1テーマにつき1～3週間かけて討議・検討する。

93（松尾）

- 93 -



【 授業（指導）概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

　
生産分野の製品設計や作業設計の評価段階では、人間工学的手法が用いられており、人間工学は人工物創生における
設計段階ならびに評価段階において不可欠のものとなってきている。ここではまず、人間工学的手法の基礎および人
間工学的実験方法、並びに解析の基礎となる人体モデル、人間特性、生体計測、動作計測、生理計測、脳神経活動計
測など、人間工学的方法論を体系化して解説する。次に、それらの応用方法を理解させるため、製品ユーザの認知・
心理などに関する特性計測、作業設計のための身体負担評価や作業評価などの方法論について討議・検討を行う。

１．人間工学的手法や人間工学的実験方法を論じることができる。
２．人間工学的観点から人体モデルや種々の人間計測方法を論じることができる。
３．人間の寸法・体格、運動機能、認知機能、感覚機能などを考慮した製品設計法や作業設計法を論じることがで
    きる。

平常点（50%）とレポート点（50%）を総合して評価する。

適宜、プリントなどを配布する。

基本的には輪講、実習、プレゼンなどを組み合わせた演習形式で行うが、受講生によっては、インターネットやe
ラーニングを用いるなど柔軟な指導方法とする。

【 授業（指導）計画 】

　以下の項目にしたがって進める。
１．人間工学的手法の基礎
２．前回のテーマに関する実習、討議、プレゼン
３．人間工学的実験方法とまとめ方
４．前回のテーマに関する実習、討議、プレゼン
５．人体モデルと解析方法
６．前回のテーマに関する実習、討議、プレゼン
７．人間特性
８．前回のテーマに関する実習、討議、プレゼン
９．人間の計測方法
１０．前回のテーマに関する実習、討議、プレゼン
１１．人間工学と製品設計
１２．前回のテーマに関する実習、討議、プレゼン
１３．人間工学と作業設計
１４．前回のテーマに関する実習、討議、プレゼン
１５．授業全般に関する実習、討議、プレゼン

【 教  材  等 】 【 備考 】

【 事前・事後学習課題 】

各回の１週間前に配布する予習プリントを読み、要点を整理するとともに、不明な点、疑問点などをメモしておくこ
と。また、当該授業終了後に、授業の内容および自らの考えをまとめ、レポート作成に備えること。（合計30ｈ）

担      当      者

応用人間工学演習
Advanced Studies of Applied Ergonomics

1･2･3 半期 2
ｶﾜﾉ  ﾂﾈｵ
川野　常夫

科      目      名 配当年次 開講期 単位数
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【 授業（指導）概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

生産システムなどの人工物システムを効率的かつ合理的に設計・計画・運用・制御する場合に直面する最適化問題を
対象として、その数理モデルの表現技法についてゼミ形式で討議・検討する。
また、動的計画法やメタヒューリスティクスなど種々の最適化アルゴリズムの構築技法についても生産システム運用
および生産スケジューリング問題を題材として討議・検討を行う。

システム最適化における数理モデルの構築ならびに代表的な最適化技法を理解する。

学期末のレポートを主たる評価とする（60%）。適宜出題する演習課題についても評価する（40%）。

教科書：「システム最適化」玉置久(編著) オーム社 (2,500
円)
参考書：「これならわかる最適化数学」金谷健一(著)共立出
版(2,900円)

前半は最適化問題の数理モデルについて演習形式で進めていく。また、定式化された問題を解くための最適化技法に
ついて、コンピュータを利用した演習を行う。後半は、生産システムなどの実システムを題材として、システム最適
化・数理的アプローチの適用可能性や有効性に関するディスカッションを行う。

【 授業（指導）計画 】

　１回目　システム最適化と数理モデル
　２回目　線形計画法(1)　（定式化・基底の概念）
　３回目　線形計画法(2)　（双対性）
　４回目　線形計画法(3)　（感度分析）
　５回目　整数計画法(1)　（組合せ最適化と整数計画法）
　６回目　整数計画法(2)　（動的計画法）
　７回目　整数計画法(3)　（分枝限定法）
　８回目　整数計画法(4)　（ラグランジュ緩和と下界問題）
　９回目　整数計画法(5)　（ラグランジュ緩和と下界問題）
１０回目　局所探索法　 （メタヒューリスティクス）
１１回目　人工物システムにおける最適化
１２回目　生産システムにおける最適化（１）
１３回目　生産システムにおける最適化（２）
１４回目　社会システムにおける最適化（３）
１５回目　まとめ

【 教  材  等 】 【 備考 】

【 事前・事後学習課題 】

・教科書の指定箇所を予め通読し、要点と質問事項をまとめておくこと（合計30時間）
・毎回、復習用の演習課題に取り組む(合計30時間)

担      当      者

システム最適化演習
Advanced Studies of System Optimization

1･2･3 半期 2
ｽﾜ   ﾊﾙﾋｺ
諏訪　晴彦

科      目      名 配当年次 開講期 単位数

95（諏訪）
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【 授業（指導）概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

機械生産の方法としては、切削・研削加工、塑性加工、特殊加工など多くの方法があるが、ここでは生産機械の内で
最も重要なCNC（コンピュータ数値制御）工作機械とその関連機器に関して、基本構成要素とそれらの基本的な特
性、制御方法と制御装置、システム構成などについて講述する。特に、工作機械とその構成要素の高度化、高精度
化、高速化、知能化、システム化などの現状と将来の技術開発動向を中心に討議・検討を行う。
本講義を通じて、先進的な工作機械についての理解を深めることを目的とする。

最新のCNC工作機械について幅広く十分な理解をするとともに、これら機器の運用、評価などについての知識を習得
することを目指す。目標は、自ら各種機械について学び、その知識を応用することができる力をつけること。

提出する課題、平常点（５０％）と学期末のレポート（５０％）を合わせて評価する。

特に無い。文献や資料、実物などを利用する。

基本的には、教員による講義が中心であるが、加えて学生による文献調査、課題研究など、自主的・積極的に知識の
習得を目指すとともに、教員との議論・質疑応答を通じて理解を深める。

【 授業（指導）計画 】

 
CNC（コンピュータNC)工作機械について
（１） CNC工作機械および制御装置の基本的な構成並びに最新技術に関する基礎
（２） 精密、超精密工作機械の現状と技術動向
（３） 高速、超高速工作機械の現状と技術動向
（４） ５軸マシニングセンター、複合工作機械の現状と技術動向
（５） 工作機械の知能化の現状と技術動向
（６） 工作機械における熱変形問題の現状と技術動向
（７） 機械生産システムの現状と技術動向
上記の課題に対して、予め配布する資料に基づいて講義を行い、その内容に関する討議を行う。次いで、講義内容に
関する課題を出して、次週にその成果を発表させて討議を行う。上記を繰り返して、本科目に関する知識を深める。
最後に全体を通じて復習を行う。

【 教  材  等 】 【 備考 】

【 事前・事後学習課題 】

予め手渡す資料について予習したり、提出する課題についての報告をまとめるとともに、毎回の授業について自宅で
復習し、理解を深めるようにすること。（合計30ｈ）

担      当      者

応用生産機械論演習
Advanced Studies of Machine Tools

1･2･3 半期 2
ﾓﾘﾜｷ　ﾄｼﾐﾁ
森脇　俊道

科      目      名 配当年次 開講期 単位数

96（森脇）
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【 授業（指導）概要・目的 】

【 到達目標 】

【 指導方法と留意点 】

【 評価基準 】

博士論文を完成させることを中心に研究指導する。工業製品から都市・建築に係わる構造物までの広範囲なモノづく
りと技術革新に関するテーマの中からひとつを選び、1年次では研究テーマの背景の調査、問題の具体的解決法の検
討、及び予備実験などを行う。2年次から本格的な実験、開発及びシステム構築などを始め、3年次には研究成果をま
とめて論文を作成することを基本とする。各年次の初めには，正しいモラルと倫理の基本法則に則って研究活動が行
えるように研究倫理教育を行う。当授業は主指導教授を中心に、複数教員による指導体制で研究や論文作成の指導に
あたる。

１．高度知的専門職業人または研究者として自立できる能力が身につく。
２．独創性のある研究テーマを発見し、研究・開発を進めることのできる能力が身につく。
３．高い倫理観をもって研究に取り組める。

平常点（50%）とレポート点（50%）を総合して評価する。

国内外の文献、資料などを適宜指導する。

　
専門分野の異なる複数教員による指導体制で研究や論文作成の指導にあたる。また、産官学連携共同研究を推進し、
その一環として指導を行う。さらに、博士前期課程や学部4年生と共同で研究を進める中で、自立した研究者となる
ために必要なリーダシップのとり方や下級生の指導方法なども養成する。

【 授業（指導）計画 】

研究テーマを以下の２領域に大分類し、それらの中から１テーマを選択して、それらに関する研究を進める。
（　）内は担当者。
＜都市・建築創生領域＞
１．構造物の形と力学性能との融合のための性能操作型設計法（上谷 宏二）
２．構造物の非線形動的解析のモデリング手法（頭井　洋）
３．耐震安全性と持続可能性を併せ持つ架構の構造設計法（柳沢　学）
４．地盤材料の熱的性質の解明とその利用技術に関する研究（伊藤　譲）
５．持続的市街地更新と地域空間計画に関する研究（木多 彩子）
６．都市及び建築空間における熱環境計画に関する研究（森山 正和）
７．空間情報に基づいた都市環境の評価（熊谷 樹一郎）
８．水環境システムの分析と制御（八木 俊策）
９．長寿社会の福祉住環境計画（岩田 三千子）
10．建設廃棄物の再利用に関する研究（熊野 知司）

＜人工物創生領域＞
11．材料強度の解析と評価（辻野 良二）
12．逆解析を援用した構造物の健全性評価（久保 司郎）
13．固体表面分析の高分解能化と微細化（井上 雅彦）
14．固体内イオン輸送の可視化と新規電池の創生（松尾 康光）
15．福祉機器や工業製品などの人間工学的分析と評価（川野 常夫）
16．工作機械の複合化と知能化（森脇 俊道）
17．グリーン製造のための意思決定システム（諏訪 晴彦）

【 教  材  等 】 【 備考 】

【 事前・事後学習課題 】

事前には、研究の進捗に応じて理論や解析、実験方法などの予習、関連文献の調査、検討資料の準備などをしてお
く。事後には、解析結果、実験結果のまとめ、考察などの資料を作成する。さらにそれらの学会発表に向けて論文の
作成を行う。（合計30h以上）

担      当      者

特別研究
Thesis Research

1～3 通年 12 下記（　）内参照

科      目      名 配当年次 開講期 単位数

97

- 97 -
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